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あとがき







これまでと、これからと　八月四日（水）







　真夏の太陽が、頭上から容よう赦しやなく降ふり注いでいた。この日は晴天に恵めぐまれたので、その下を歩く者達たちの肌はだをじりじりと焼き続けている。普ふ通つうならうんざりするような状じよう況きようだが、彼かれらの表情からはその雰ふん囲い気きは感じられない。むしろその逆に、明るい笑え顔がおできらきらと輝かがやいている。それは目の前に広がる青く澄すんだ海の輝きと、よく似ていた。

「ひゃっほーい！　海だ海だぁっ！」

　早さ苗なえはここまで羽織ってきたパーカーを脱ぬぎ捨すてて水着姿になると、海へ向かって砂すな浜はまを元気よく走り始める。フリルや装そう飾しよくが多い早苗の水着は、彼かの女じよが走る度たびに飾かざり部分がぱたぱたと舞まう。彼女はこの日が来るのを今か今かと待っていたので、青く輝く水面を見た途と端たん、我が慢まんできなくなったのだ。

「待て早苗。ちゃんと準備体操しろ」

　しかしそんな早苗の気持ちに水を差す人間がいた。それは彼女と共に海へやってきた、孝こう太た郎ろうだった。孝太郎は早苗が二、三歩走ったところで腕うでを掴つかみ、立ち止まらせる。海へ入る前に準備体操。体育会系出身の孝太郎には常識だった。

『分かった。その子にやらせといてっ！』

「あっ!?」

　しかし孝太郎が掴まえる事が出来たのは、早苗の身体からだと魂たましいの半分だけだった。早苗の身体からは『早苗ちゃん』が抜ぬけ出だし、そのまま海へ向かっていってしまう。

「まったく、あいつめ………」

　孝太郎は憮ぶ然ぜんとした表情でその背中を見送る。

「なんだか………すみません」

　後に残された身体と残る魂の半分―――『早苗さん』が肩かたを竦すくめ、孝太郎に詫わびる。二人に分かれて見えても、二人の早苗は本質的には一つの存在だ。『早苗さん』は自分の浮うかれ具ぐ合あいが『早苗ちゃん』の行動に現れている事をよく理解しているので、恥はずかしさで顔が真っ赤だった。

「まあ、君が残った分だけ、あいつも成長してはいるんだ。というか、君達も、だな」

　孝太郎は『早苗さん』に文句を言っても仕方がない事を知っている。早苗の内向的な部分が集まっている『早苗さん』に対して、きつい言葉は逆効果なのだ。

「ありがとうございます。あの、こ、孝太郎さん、『早苗ちゃん』の分まで、私が準備体操しますから」

　顔を赤らめた『早苗さん』は必死に言葉を紡つむぐ。実は彼女は『早苗ちゃん』からきつく言われていたのだ。この海にいる間に、積極的に孝太郎と話をするように、と。彼女が孝太郎の呼こ称しようを『里さと見みさん』から『孝太郎さん』に改めたのも、その一部だった。

「心配ない。どうせすぐ戻もどってくる」

「えぇっ!?」

　一いつ瞬しゆん、『早苗さん』は心臓が止まりそうになった。孝太郎に『早苗ちゃん』との約束がバレてしまったのかと思ったのだ。

『孝太郎孝太郎！　身体がないと海つまんない！　水に触さわれない！』

「ほらな？」

「あは、あははははっ」

　しかし幸いな事に、孝太郎が二人の早苗の約束に気付いた様子はなく、『早苗さん』は笑いながら胸を撫なで下おろした。










　孝太郎は友人達と連れ立って海へ遊びに来ていた。その顔かお触ぶれは孝太郎と九名の侵略者の少女達、二体の埴はに輪わといういつもの面々に、賢けん治じとコス研五名を加えた、十六名と二体という大所帯。それだけの人数で使う訳なので、ビニールシートを敷しいて、パラソルを立てるだけでも結構な運動量だった。

「こんなもんかな」

　五本目のパラソルを立てたところで、孝太郎は一息ついた。するとそんな孝太郎の頬ほおに、冷たい何かが押おし当あてられた。

「うひゃっ!?」

「御ご苦く労ろうじゃった、コータロー」

「お疲つかれ様さまです、おやかたさま」

　冷たさに驚おどろく孝太郎に声をかけたのは、早苗に少し遅おくれてやってきたティアとルースだった。ティアは白を基調とした上品なデザインの水着を身に纏まとい、ルースはシンプルだが可愛かわいらしさを残した水着を着ている。そしてティアは孝太郎の頬に、よく冷えたペットボトル入りの飲み物を押し付けていた。

「ティアか。脅おどかすなよ」

「ふふん、そこまで含ふくめて、わらわの好意じゃ。受け取るがよい」

「お前、単に悪戯いたずらしたかっただけだろ」

　孝太郎はペットボトルを受け取りながら、疑ぎ惑わくの視線をティアへ向ける。するとティアは悪びれた様子もなく、笑顔で頷うなずいた。

「そうとも言う。………コータロー、そなたも段々主君の気持ちが分かるようになってきたのう」

「別に褒ほめてないぞ。呆あきれているだけだ」

　上じよう機き嫌げんなティアを眺ながめながら、孝太郎はボトルのふたを開ける。

　ぷしゅっ

　ティアが持ってきたのは孝太郎の大好きなコーラ。ダイエットタイプでなく、普通に砂糖が使われているものだ。孝太郎は砂糖入りのしっかりした甘あまさが好みだった。

「おやかたさま、驚かせて申し訳ありません」

　ルースは軽く顔を赤らめて深々と頭を下げる。

「いやいや、いいんですよルースさん」

　孝太郎は何な故ぜルースが頭を下げるのかが不思議だったのだが、その理由はすぐにティアが教えてくれた。

「コータロー、何故ルースだけ許ゆるすのじゃ？　今のはルースの発案じゃぞ？」

　実は孝太郎の頬にボトルを押し付ける事を思い付いたのはルースだった。なのに実行犯のティアだけが非難されたので、彼女には大きな不満があった。

「そいつは………」

「殿でん下か、本当はおやかたさまは殿下の事も許しておいでです。ですがおやかたさまは殿との方がたですから、意地を張っておいでなのです」

「コータロー、それはまことか？」

　ティアは大きく目を見開くと、孝太郎の顔を見上げる。

「え、ええと………」

　孝太郎は答えに詰つまった。完全にルースの言う通りなのだが、この状況でそれを認めてしまうのも難しい。そこで孝太郎は質問には答えず、わざとらしくペットボトルの中身を飲み始めた。

「ぷはー、やっぱりこの味じゃないとなあ」

　よく冷えたコーラが孝太郎の喉のどを潤うるおし、同時に炭酸が喉を刺し激げきしていく。誤ご魔ま化かしで飲み始めたのだが、パラソルとビニールシートの用意で喉が渇かわいていたので、コーラはとてもありがたかった。

「殿下」

「うむ………ふふふ」

「くすくす」

　そんな孝太郎の様子を見て、ティアとルースが小さな声で笑い始める。照てれ臭くさくなった孝太郎はもう一口コーラを飲んだ。

「コータロー、わらわにも寄よ越こすのじゃ」

　ティアは両手を広げ、孝太郎に向ける。彼女は少し前まで不ふ機き嫌げんそうだったが、今ではすっかり上機嫌。清すが々すがしい笑顔で孝太郎を見上げていた。

「………もしかして、これを買ってきてくれたのは、自分が飲みたかっただけか？」

「そんな事はない。純じゆん粋すいな好意じゃ。じゃが………正しい主従とは、全すべてのものを分かち合うものじゃ」

「お前………都合のいい時だけ、お姫ひめ様さまになるのな」

「当たり前じゃ。わらわはそなたのお姫様なのじゃ」

　ティアはその言葉を口にする時、とても嬉うれしそうに、とても誇ほこらしげに微笑ほほえんだ。

　―――言ってる事自体は、出会った頃ころと大して変わらないのにな………。

　かつての孝太郎なら、このティアの言葉に反発しただろう。しかし今の孝太郎は、不思議とティアの言葉に心動かされてしまう。同じような言葉であっても、そこに込められた感情がまるっきり違ちがっていたから。

「わかったわかった」

　観念した孝太郎は、ティアの手にペットボトルを渡わたす。するとティアは、ボトルを受け取るなり、そのままルースに向かって差し出した。

「ホレ、そなたも飲むがよい」

「殿下？」

「わらわの家臣はコータローだけではない」

「………」

　ティアの言葉に一いつ瞬しゆん戸と惑まどったルースは、孝太郎の顔を見た。

「それでは、いただきます」

　そして孝太郎が頷くのを待って、彼女はボトルに口を付けてコーラを飲み始める。こくりこくりと喉が鳴り、ボトルのコーラが少しずつ減っていく。孝太郎に比べると、随ずい分ぶん上品な飲み方だった。

「ありがとうございます、殿下、おやかたさま」

　ルースは軽く喉を潤した程てい度どでボトルをティアへ返した。飲み方だけでなく、飲む量も上品なルースだった。

「うむ、ではわらわの番じゃな」

　ティアはルースとは違って、迷わずボトルに口を付ける。飲み方もルースよりダイナミックだった。

「んく、んく、んく………」

　しかしその豪ごう快かいな飲み方と幼い容姿ゆえに、どことなく哺ほ乳にゆう瓶びんからミルクを飲む赤あかん坊ぼうのような印象があった。

「全部飲むなよ」

「んふふ………ぷはぁ。分かっておる。ホレ」

　ティアは幾いくらか飲んだところでボトルを孝太郎に返した。ボトルには孝太郎が飲むのに十分な量が残っている。ティアが言った分かち合うべきという言葉に嘘うそはなかった。

「飲みかけを差し出すお姫様もないもんだがな」

「ふふ、当然じゃろうが」

「うん？」

「わらわとそなたは、ただの主従ではないのじゃからな」

　ティアは両手を自身の胸の上で重ねると、軽く首を傾かしげて孝太郎に笑いかける。その笑顔と瞳ひとみには、揺ゆるぎない自信と信しん頼らいの、強い輝きが宿っていた。そんなティアの背後ではルースがティアと同じような表情で微笑んでいる。ティアの言葉が、ルースの言葉でもある事は明白だった。

「………お前は本当にずるい奴やつだ」

　孝太郎は小さく苦く笑しようすると、再びボトルからコーラを飲む。よく冷えたコーラは、孝太郎の渇いた喉に心ここ地ち好よい。けれど孝太郎は二人の笑顔に気を取られていたから、今一つその感覚は心に残らなかった。










　早苗はティアとルースの姿に気付くと、一いつ緒しよに準備体操をしようと誘さそった。少しでも早く海へ入りたい早苗と、活発で運動好きなティアなので、二人の意見はすぐに一いつ致ち。もちろんルースにも異論はなかった。そして三人は並んで準備体操を始めた。

「しっかり準備体操するんだぞ」

「分かってる分かってる。ねっ、ティア」

「わらわ達はもう子供ではない。信用するがよい」

「ルースさんが一緒だし、大だい丈じよう夫ぶそうだな」

「お任せ下さい、おやかたさま」

　孝太郎は三人の準備体操を横目に見ながら、パラソルの作り出す影かげの中に荷物を運び込んでいく。孝太郎以外の十五人は、砂浜に荷物を置いて着き替がえに行った。十六人分の荷物は結構な量で、孝太郎は最初に荷物を置いた場所とパラソルとを、何度も往復しなければならなかった。

「手伝おう」

　そんな時だった。第四の少女が姿を現し、孝太郎に協力を申し出た。水着の上から大き目のＴシャツを羽織ったキリハだった。Ｔシャツは普ふ段だん孝太郎が着ているもので、おかげでその豊かなボディラインは緩ゆるめのＴシャツの下に隠かくれてしまっていた。

「助たすかる………って、おい」

「うん？」

「何をしているんだ？」

「別に何も。お手伝いの前に、ちょっとした愛情表現を試みただけだ」

　やってきたキリハは荷物を抱かかえる代わりに、孝太郎を背後から抱だき締しめていた。抱き付く力は強過ぎず弱過ぎず。孝太郎が振ふり払はらおうとすれば、簡単に出来るぐらいの力加減だった。

「やめろって。誰だれかに見られたらどうするんだ？」

「心配ない。ちゃんと確かく認にんしている」

　キリハは孝太郎の背中に頬を押し当て、そっと両目を閉じる。その口元には薄うつすらと笑えみが浮かんでいる。キリハはこう出来るようになった事が、嬉しくて仕方がなかった。

「そういう意味じゃなくてだな」

「我の事が嫌きらいなら、はっきりとそう言ってくれ」

「嫌いじゃないから困ってるんだ」

「そうか。それは十分に止める理由になる」

　孝太郎の口から困っているという言葉が出ると、キリハはあっさりと両りよう腕うでを開き、孝太郎を解放した。孝太郎は幼年期の経験のせいで他人との強い繋つながりを避さけたがる傾けい向こうにある。いずれは解決すべき問題だが、現状においては無む理り強じいをしても孝太郎を困らせるだけだ。それはキリハの本意ではないし、嫌いじゃないという言葉を引き出す事が出来ただけで、彼女は満足だった。

「不意打ちは勘かん弁べんしてくれ」

「ふふふ、侵しん略りやくとは本来そういうものだ」

　キリハは悪戯をする時の表情で笑っている。先日キリハは、孝太郎の人生を侵略すると宣言した。それ以来キリハは、孝太郎に隙すきがあると、このような直接的な愛情表現をするようになっていた。しかしキリハはそれで他人に不快な思いをさせるつもりはないので、しっかりと時間と場所を選んでいた。また今がそうであったように、孝太郎の気持ちへの配はい慮りよもある。おかげで孝太郎は、キリハに何も言えない状況にあった。

「心臓に悪いんだよ」

「いずれ慣れる。我は汝なんじの人生に居い座すわる予定なのだからな」

「キリハさん、君はやっぱり、今が一番ひどいぞ」

「その自覚はある」

　キリハはひとしきり笑うと、自身も荷物を抱えた。ようやく言葉通りに孝太郎を手伝うつもりになったのだ。

「ただ………本当に我は、汝や他の皆みなを困らせるつもりはないのだ」

「それもちゃんと分かってるんだ。だからこそ、いきなりは勘弁してほしいんだ」

「ふふふ、それがどういう事か、ちゃんと分かっているのか？」

「えっ？」

「もはや時間の問題という事だ」

「………ったく………分かっていてやってるんだから、本当にひどい話だ………」

　キリハの侵略に対して、孝太郎は有効な手段を持ち合わせていない。反対に抱き付いてきたキリハを抱き返す理由の方が、沢たく山さん存在していた。

「侵略者というのは本来そういうものなのだ」

　かつてキリハはこう言った。すぐに侵略と分かり、対策が見付かるようでは、子供の遊びと変わらないと。今の彼女は、まさしくそういう侵略を仕し掛かけているのだった。










　キリハの手伝いもあって、荷物運びはすぐに終わった。荷物運びが終わっても、キリハは孝太郎の横で微笑んでいる。二人はパラソルの作り出す日ひ陰かげに、並んで座すわっていた。孝太郎は作業疲づかれから休きゆう憩けい中。キリハはそれに付き合っている格好だった。

「さーとみさぁ～ん！　キーリハさぁ～ん！」

　すると遠くから二人を呼ぶ声が聞こえてくる。孝太郎達がそちらに目をやると、ピンク色の可愛らしいデザインの水着を身に着けたゆりかの姿があった。

　ぼすっ

「ふげっ」

　ゆりかは一度顔から砂浜に転びながらも、元気に孝太郎達のところまでやってきた。

「大だい丈じよう夫ぶか、ゆりか」

「平気ですぅ。らんらら～～～ん♪」

　そしてゆりかはパラソルの下にあった自分の鞄かばんを開け、中から荷物を引っ張り出した。ゆりかが取り出したのは救命胴どう衣いと浮うき輪わ、大型の水中ゴーグル。ゆりかは全く泳げないので、完全武装だった。おかげで可愛らしい水着はすっかり見えなくなっていた。

「これで安心ですぅ」

「ゆりか、そうまでして泳ぐ意味があるのか？」

　孝太郎には、そうまでして海へ入ろうとするゆりかの気持ちが分からない。救命胴衣等を買かい揃そろえるお金も無む駄だに思える。ゆりかは貧びん乏ぼうなので特にそうだった。

「ありますよぅ。海は冷たくて気持ちがいいんですよぉ。何より、プールと違ってタダだしぃ」

　ゆりかとしては、多少初期投資はかかるものの、必要な経費と考えていた。海はタダなので、何度も来れば元は取れる、それがゆりかの計算だった。

「でも高かったろう、それ」

「しばらく里見さんに養って貰もらうから大丈夫ですぅ」

　ゆりかの言葉からすると、彼女は全財産を救命胴衣等を買い揃える為ために使ってしまったようだった。それを聞いた孝太郎は思わず厳しい声を上げた。

「馬ば鹿か野や郎ろうっ!!　無む駄だ遣づかいするなと何度言ったら分かるんだ!?」

「じゃあじゃあ、里見さんはぁ、私が海で泳げなくても良いって言うんですかぁ？」

「泳げるようになる努力をしろよ！」

「海水浴が決まってからの何日かじゃ無理ですよぅ」

「孝太郎、今回は汝よりもゆりかの方が正しい。………しばらく養ってやる事だな」

「うっ………仕方がないなぁ………」

　冷静になって考えると、孝太郎にもゆりかの言い分が正しいと思えた。たった数日で泳げるようになるのは無理なので、浮き輪なしではゆりかは海に入れなくなる。流石さすがにそれでは可哀かわい想そう過ぎるので、孝太郎はゆりかをしばらく養ってやる事に決めた。

「ほんとですかぁ!?」

「今回だけだぞ」

「はいですぅ！」







[image: ]







　ゆりかは嬉しそうに何度も首を縦に振る。これでしばらくは安あん泰たいだった。

「里見さん里見さん、焼きトウモロコシ食べましょうよぉっ！」

　そしてゆりかは胸の前で両手を組み合わせ、キラキラと輝く瞳で孝太郎を見上げる。ゆりかにはここへやってくるまでに、幾つか気になる屋台があった。しばらく孝太郎に養ってもらうなら、是ぜ非ひ食べておくべきだと思ったのだ。

「調子に乗るな」

　ゴンッ

「………す、すびばせん………ちょっとワルノリがすぎました………」

「分かれば結構」

「は、はいですぅ」

　ゆりかは額を押さえながら繰くり返かえし頷く。完全な敵か、とても大事な人間しか殴なぐらない孝太郎。殴られている今は平気だが、やり過ぎるといずれ殴らなくなってしまうだろう。それだけはなんとしても避けたいゆりかだった。

「それと、ここでしっかりと泳ぐ練習をする事」

「えええぇぇぇっ!?　浮き輪と救命胴衣があるから大丈夫ですよぅ!!」

「駄だ目めだ。ちょっとずつでも練習するんだ。ずっと道具に頼たよるつもりなのか？」

「ウウッ」

　ゆりかは口ごもる。ゆりかとしてはずっと道具に頼るつもりでいたのだが、孝太郎に言われて改めて考えてみると、道具に頼りきりではまずい気がした。流石に浮うき輪と救命胴衣を装備した魔ま法ほう少女は斬ざん新しん過ぎる。

「キリハさん、俺おれと交代でゆりかに泳ぎを教えてやってくれないか？」

「分かった、引き受けよう」

　孝太郎かキリハ、どちらか一人が付きっきりで教えるのもいいのだが、そうすると付きっきりの人間は海を楽しめない。交代で教えるのが賢かしこいやり方だろう。

「私も遊びたいですぅ」

「分かってるって。後半は好きに遊べ」

「いいんですかぁっ!?」

「ああ」

　孝太郎も鬼おにではないので、ゆりかの泳ぎの練習は前半だけにするつもりだった。それに孝太郎とキリハ、ゆりかの三人が一緒に遊ぶ時間もあって然しかるべきだろうから。

「では、早さつ速そく行くぞ、虹にじ野のゆりか」

「もうですかぁっ!?」

「早く始めれば、その分早く終わる」

「分かりましたぁ。頑がん張ばりますぅ」

「いい心がけだ」

　そうしてゆりかは、キリハに連れられて海へ向かう。以前に比べると、ゆりかは向上心を身に付けている。孝太郎と一緒に勉強を続けている事は、こうした部分にも影えい響きようが出始めていた。










　ゆりかとキリハが海へ向かうと、それと入いれ替かわりで静しず香かと真ま希きがやってきた。静香と真希は二〇六号室で寝しん食しよくを共にしているので、普ふ段だんから一緒に行動する事が多くなっていた。しかし孝太郎の視界には、ビキニにパレオという南国仕様の水着を着た、静香の姿しか入っていない。一緒にいる筈はずの真希は、何故かパラソルの陰かげになって見えない位置にいた。

「藍あい華かさん、ここまで来て何恥はずかしがってるのよ」

「でも、こういうのらしくないと思って………」

「いいからいいから。里見君がそんなの気にする筈ないでしょ」

「それに、こんなの下着と同じじゃないですかっ」

「………なんだなんだ？」

　そして静香が、姿の見えない真希の手を引っ張って、孝太郎の前に連れてこようとしている。しかし真希はそれに抵てい抗こうしていて、静香の思うようにはいかないでいた。

「意外に抵抗するわね」

「こんなはしたない格好、里見君には見せられませんっ！」

「もぉ～～～、里見君っ、暑いけどパラソルから出てきてくれない？」

「は、はぁ………」

　事情の呑のみ込こめない孝太郎は、首を傾げながらパラソルの下から這はい出でていく。

「ごた～いめ～～～ん！」

「きゃあきゃあきゃあっ!?」

　孝太郎がパラソルの下から這い出すと、真希の姿も見えるようになる。彼女はフリルをふんだんに使った可愛らしい水着で身を包つつんでおり、それを孝太郎に見られるのが恥ずかしいのか、身体を抱き抱えるようにしてしゃがみ込んでいた。

　―――なんだか可愛いな………。

　孝太郎はそんな真希を見て、可愛いと思っていた。それは可愛い水着が似合っているというだけでなく、恥ずかしそうにしている仕草まで含めた感想だった。

「見て見て、里見君っ!!　藍華さん、可愛いでしょ!?」

「はい。そう思います」

「嘘よっ！　こんなの絶対似合わないっ！」

「自分で選んだ水着で恥ずかしがってどうするのよ」

「買うのと着るのは違うんですようっ！」

　真希は他人に肌を晒さらすのが恥ずかしいようで、立ち上がろうとはしない。半泣きで孝太郎と静香を見上げていた。孝太郎は最初、単に微笑ましい気持ちで真希を眺めていたのだが、やがて彼女の瞳の奥おくに宿る微かすかな闇やみに気が付いた。

　―――そうか、藍華さんはもしかして………。

　孝太郎にはその闇に心当たりがあった。それは真希の生おい立たちに由来する、大きな問題だった。そしてそれを放っておく訳にはいかないと思うから、孝太郎は思い切ってそれを口に出した。

「藍華さん、もしかして恥ずかしいのは水着じゃなくて、身体の傷かい？」

「………っ!?」

　その瞬しゆん間かん、真希の表情が凍こおり付いた。真希の瞳は大きく見開かれ、まるで地じ獄ごくの穴でも覗のぞき込むかのようだった。また、真希の身体は微かに震ふるえている。それを見た孝太郎は、自分の想像が正しかった事を悟さとった。

「やっぱりそうだったのか」

　真希は貧民街の生まれで、恵まれない幼年期を過ごした。奴ど隷れい商人に売られ、虐ぎやく待たいされて育った。そこから救い出された後も、戦士としての訓練を受け続けた。だから水着を着ると、肌が露出して傷が見えてしまう。だから可愛い水着が似合わないとか、下着並みの面積しかないとか、そういった事はただの言い訳でしかなく、本当に真希が見られたくなかったのは身体の傷なのだ。そして傷だらけの身体を見た孝太郎が、失望するのが怖こわかったのだ。

「み、見ないで里見君。こんな傷だらけの醜みにくい身体見られたら、私………」

　小さな傷きず跡あとは魔法で消す事が出来た。しかし大きな傷跡と、心に刻まれた傷跡だけは、魔法では消す事が出来なかった。だから真希は、泣きながら孝太郎に見ないで欲ほしいと訴え続けた。

「変な事を気にするんだな、藍華さんは」

　孝太郎は真希の前にしゃがみ込むと、彼女に笑いかける。

「えっ………」

「俺なんかこうだぞ」

　孝太郎は自分のＴシャツに手をかけると、一気に脱ぎ去った。すると孝太郎の上半身が露あらわになる。そこには大小様々な傷が刻まれていた。その殆ほとんどが、激戦続きだった過去のフォルトーゼで負った傷だった。アルゥナイアに負わされた火傷やけどや切り傷、そして暗殺者の剣けんで付けられた傷など。他にも幾つか。魔法で傷を消していない分だけ、真希よりも傷は目立っていた。

「この傷を見て、藍華さんは俺を嫌いになったかい？」

「ううん、そんな事ないです！　私は今も里見君が大好きです！」

　真希は慌あわてて首を横に振る。孝太郎の身体に傷があろうがなかろうが、真希の評価は微び動どうだにしない。傷の有う無むなど、誤差の範はん囲いでしかなかないのだ。

「だったら俺も同じだよ。藍華さんの身体に傷があるかどうかなんて、俺にはどうだっていい事なんだ」

「あ………」

　真希の表情が固まる。真希がそうなら、孝太郎もそう。その言葉には説得力があった。そして真希の感覚が、孝太郎の言葉には嘘はないと告げている。孝太郎は真希の傷を気にしていない。じわじわとその事実が真希の心に染しみ込み始め、それと引ひき換かえにその表情から暗さが拭ぬぐわれていった。

「だから隠さないで見せてくれよ。身体の傷ぐらい、なんだってんだ」

「………里見君は男の子だから、女の子の悩なやみは分からないんですよ」

「ああ。分からないから、気にしないんだ」

「………そうなのかも、しれませんね………」

　真希は孝太郎の言葉にそっと頷く。そして少しだけ緊きん張ちようした面おも持もちで立ち上がると、両腕で抱き締めるように隠していた傷を孝太郎に晒した。

「………傷ってどこだ？」

「この辺です」

「ああ、これか！　分かった分かった！　………でもこれ、言われなきゃ分からなかったぞ？」

「えっ………？」

　真希は目を丸くする。そんな真希に、孝太郎は自分の目で見た感覚を伝えていく。

「普通、顔を近付けて女の子のお腹なかなんか見ないしさ。それに言うほどくっきり傷が残っている訳でなし」

　幾ら海でも、マナーとして女性の身体をじろじろ見るような事はない。また、真希は治ち療りようの魔法で傷を消していたので、余よ程ほど注意して見ない事には傷の痕こん跡せきには気付かない。元々大きかった傷だけが、薄らと赤い線で残っているような状態だった。

「ふふふ、だから言ったでしょ、藍華さん。里見君は気にしないって」

　予想通りの結果に、静香は笑う。真希は自分の事だし、女の子だから、残っている傷が気になっていたのだが、孝太郎にとっては特に気になるような事ではなかった。全ては真希の杞き憂ゆうだった。静香はそれを予期していたので、真希の反応が微笑ましかった。

「そこまで綺き麗れいに消えるなら、今度俺おれの傷跡も頼たのむよ」

　孝太郎は笑いながら再びＴシャツを身に着ける。孝太郎の傷の方は、見たら誰もがびっくりするレベルなので、隠しておくに越こした事はなかった。賢治あたりには見られてしまう可能性が少なくないので、消せるものなら消しておきたい孝太郎だった。

「………はい、分かりました」

「安くしてくれよ？」

「私、里見君の騎き士し団だんの会計士なので、追加の給料は必要ないです」

「そっか、助かる」

「ふふ」

　ここでようやく真希にも笑え顔がおが戻った。そして同時に真希の背筋が伸のび、恥ずかしげな印象が薄うすれる。普段の真希の雰囲気が戻り始めていた。

「よかったわね、藍華さん」

　静香は真希の隣となりで、楽しそうに目を細める。

「は、はい」

　真希は繰り返し頷く。安あん堵どした真希は、目め尻じりに涙なみだを滲にじませていた。

　そんな二人の様子を見ていた孝太郎は、ふと物思いにふける。

　―――大家さんは、いつも皆の事を気にかけてくれているよな………。

　静香はいつも皆の事を想おもっているが、真希の心の闇に気付いてからは、比ひ較かく的てき真希のフォローに回る事が多い。孝太郎はそんな静香の事を素す直なおに評価していた。

　―――それに藍華さんも、段々普ふ通つうの女の子の顔をするようになってきたし………。

　また、真希の方もそんな静香を信頼して、心を開きつつある。孤こ独どくに染まっていた真希が不器用ながらも少しずつ歩み始めた姿は、孝太郎にとって嬉しいものだった。

　このように静香と真希は、今の孝太郎にとって、それぞれ別の理由で目が離はなせない存在となっていた。

「そうだ里見君、藍華さんに何か言ってあげて。傷はともかく、藍華さんが一いつ所しよ懸けん命めい選んだ水着なのよ」

「可愛い感じでよく似合ってるよ、藍華さん」

「はぅ………」

　孝太郎が感想を告げると、真希が再び恥ずかしそうに身体を丸める。それは単純に水着姿を見られる恥ずかしさ。先さき程ほどまでのものとは違って、普段通りの健全な反応だった。そしてそれを見守る孝太郎と静香も、普段通りの笑顔なのだった。










　続いてやってきたのは晴はる海みとクランだった。この二人は最近よく一緒に行動しており、この日も例に漏もれず一緒だった。

「ハルミ、砂すな浜はまを歩いた感じはどうでして？」

「なんだか砂が固い感じがします。とても歩き易やすいんですけれど、海へやってきた雰囲気は薄れてしまった気がします」

「細かい作業の時には手のフィールドを一時的に解除しますけれど、足のフィールドも解除できるようにする方が良いかもしれませんわね」

「ピアノを弾ひく時とか、文化的な事でも必要になるケースが多いと思うので、役に立つと思います」

　二人は日ひ頃ごろから、クランが発明したＰＡＦ―――リアルタイムに変形して身体の動きをアシストする特とく殊しゆなバリアー発生装置―――の実用化に向けた試験を繰り返してきた。この日は折せつ角かく海へ来たという事で、砂浜や海中での試験が予定されている。その為の準備で、二人は他の者達よりもやってくるのが遅おそくなった格好だった。

「おいクラン、あんまり研究ばかりするんじゃないぞ」

「ちゃんと分かってますわ！　データ取り用の機材の設置は済みましたから、ハルミには普通に遊んで頂くだけですわっ」

「お前自身の事も言ってるんだぞ。研究が好きなのは分かるが、たまにはちゃんと身体を動かせ。不健康だし、その方が頭が回るようになるだろ」

「仕方ありませんわねぇ………」

　今も腕うで輪わが投とう影えいする立体映像とにらめっこしていたクランだったが、孝太郎に言われて立体映像を消す。孝太郎の言い分が正しいのだが、研究をしていたい気持ちは強い。クランは未練がましく腕輪に視線を送っていた。

「あーあ、フォルトーゼの臣民は、不健康な皇こう帝ていを迎むかえる訳か。可哀想にな………」

「分かりましたっ！　分かりましたわよっ！　まったくあなたという人は、いつも意地悪ですのねっ！」

　クランは口を尖とがらせて文句を言いながら腕輪を外した。クランは既すでに、研究そのものよりも、孝太郎がいつも意地悪を言う事の方に気持ちが向きつつあった。そんなクランに、晴海が笑いかける。

「里見君は、クランさんの事が好きなんですよ」

「弄もてあそぶ相手として好かれても嬉しくもなんともありませんわっ！」

「お慕したい申し上げております、皇女殿下」

「殺すっ！　絶対殺してやりますわっ！」

「痛くしないでくれよ？」

「こっ、この男はっ………くぅぅぅぅっ!!」

　ざすざす

　孝太郎にからかわれたクランは、腹立たしげに足元の砂を踏ふみ荒あらす。それが親愛の表現でもある事が分かっているから、尚なおの事こと怒いかりのやり場がないクランだった。

「あなたねっ、あなたが青騎き士しでなかったら、今いま頃ごろとっくに縛しばり首くびですわよ!?」

「嘘つけ。今のお前は、明確な敵でも躊躇ためらうだろうが」

「本当に意地悪ですのねっ、あなたはっ！」

「ん………」

　しばらくの間、孝太郎とクランのやりとりを眺ながめていた晴海だったが、やがて一つの結論に達した。そして満面の笑みを浮うかべると、右足を軽く振り上げた。

「えいっ」

　ざすざす

　晴海は振り上げた右足で、足元の砂を蹴ける。その砂は孝太郎の方へ飛んでいき、その足にかかった。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱい、どうしたんですか？」

　孝太郎は不思議そうに晴海を見る。孝太郎は晴海が意図的に砂をかけたとは考えず、足に虫が付いたとか、何か特別な理由があるだろうと思っていた。

「里見君が私には意地悪をしてくれないから、ただの嫉しつ妬とです。えいえいっ！」

　ざすざす

　しかし晴海の目的はあくまで孝太郎への悪戯いたずらだった。普段は控ひかえ目めなところが目立つ晴海だが、最近は六畳間の少女達の影響を受け、稀まれにお茶ちや目めな姿を見せる事がある。今もそうで、まるで小さな子供のように、孝太郎に砂をかけ続けていた。

「嫉妬って………」

　孝太郎は思わず苦笑する。晴海は嫉妬と言ったが、その顔は妙みように楽しそうで、本当に嫉妬をしているようには見えない。むしろ嫉妬を言い訳に、あまりやった事がない悪戯をするのが楽しいという雰囲気だった。

「そうですわっ、こんな男、埋うまってしまえばいいんですわ」

　ざすざす

　そこへクランも加わる。クランは晴海に比べると蹴る砂の量が多く、ダイナミックだった。彼かの女じよにはそれだけ多くの不満があった。

「負けるかぁっ！」

　子供心に火が着き、孝太郎も反はん撃げきを決意する。

　―――クランの発明のおかげで、桜庭先輩の身体の心配は要いらなくなった。みんなと同じでいいんだっ！　それにお前のおかげでやり易くなった。ありがとな、クランッ！

　孝太郎が晴海を大事に扱あつかっていたのは、単純に身体の事を心配しての事だった。しかし今はクランの発明やフォルトーゼの医い療りよう機器が堂々と使えるので、彼女を特別に扱わなければいけない理由は殆ど無くなっていた。そしてクランが晴海に同調してくれた事で、孝太郎にも反撃し易い理由が生じていた。だから孝太郎は心の中ではクランに大きく感謝しながら、思い切り右足を振り上げた。

「おりゃあぁぁっ!!」

　どばっ

　鍛きたえられた孝太郎の脚きやく力りよくは、足元の砂を大きく削けずり取とった。そして砂は晴海とクランの頭上から降ふり注いだ。

「きゃあきゃあきゃあっ！」

「ぶわぁっ!?」

　砂を浴びた晴海は楽しそうにしていたが、クランは逆に憮ぶ然ぜんとした表情を作る。晴海は砂の大半が身体からだを覆おおうＰＡＦによって防がれたのだが、クランはそのまま大量の砂を浴びた。おかげでクラン一人が砂まみれだった。

「………あー、なんかすまん、クラン」

　流石に申し訳ない気分になり、孝太郎はクランの砂を払い始める。そんな孝太郎に、クランは冷ややかな視線を送る。

「ベルトリオン、あなたフォルトーゼの皇女を一体何だと思ってらっしゃいますの？」

「んー………手て頃ごろな遊び相手かな？」

「だったら日頃からもっと大切になさいな」

「そうしてるつもりなんだが」

「どうだかっ」

　クランは顔を赤らめながら、砂を払う孝太郎に身を任せる。その紅潮した頬ほおは、怒おこっているからなのか、それとも照てれ臭くさいからなのかは、本人にも今一つ分からない。

「ふふふ、ちゃんと大事にされているじゃありませんか」

　けれど一緒にいる晴海が微笑ほほえんでいたから、クランは間接的に自分が照れているらしい事を知ったのだった。










　賢治はクーラーボックスに入れる追加の氷を買いに出で掛かけていた。賢治は孝太郎とのじゃんけんに敗れ、氷の買い出し役になった。そしてこれにはコス研の五人も同行した。彼かの女じよ達たちはこの場所までコスプレ衣装を持ち込んでいたので、その分だけ飲み物や食べ物の用意が不足気味になっていたのだ。

「マッケンジー、変に格好付けるからそうなるんだぞ」

「うるせー！　先輩に持ってって言われて、嫌いやだとは言えんだろうが！」

「お前軟なん弱じやくなくせに、妙なところで体育会系気き質しつが残ってるんだよな。ともかくこれでも飲んで少し休んでろ」

「おう、サンキュー」

　氷を買って戻もどった賢治は、パラソルの下でぐったりとしていた。氷だけでなく、コス研の五人の分の荷物まで一緒に担かついできた為に、必要以上の体力を奪うばわれていたのだ。今の賢治は孝太郎から貰ったペットボトル入りの水を手に休憩中だった。ちなみにコス研の少女達は既に六畳間の少女達と合流して遊んでいる。だからパラソルのあたりに残っているのは、孝太郎と賢治の二人だけだった。

「俺は皆と遊んでくる。お前も元気になったら来いよ」

「………珍めずらしいな、コウ」

　孝太郎はパラソルを離れかけたのだが、その間ま際ぎわに賢治が口にした言葉を耳にして足を止めた。賢治の言葉に、どこか真しん剣けんさを感じ取ったのだ。孝太郎が振り返って賢治を見ると、彼かれは身体を起こして孝太郎を見つめていた。

「お前が、本当の意味で、他人と仲良くしているなんてさ………以前のお前からは想像も出来なかった」

「マッケンジー………」

「お前は結局、ぎりぎりのところで他人を拒きよ絶ぜつしてしまう。以前なら、海に誘さそわれても来なかったんじゃないか？」

「そうかも………しれないな」

　孝太郎は素直に頷うなずく。昨年は実際そうなりかけたのだ。すると賢治はペットボトルの水を口に含ふくんで口を湿しめらせた後、じっと孝太郎を見つめた。

「コウ、あの子達と一体何があったんだ？」

「そいつは………」

　賢治は珍しくいつもの柔にゆう和わな笑みを浮かべていなかった。真まっ直すぐな瞳ひとみを孝太郎に向けていた。賢治は孝太郎の事なら何でも知っている。半はん端ぱな誤ご魔ま化かしが通用する相手ではないから、孝太郎はある程てい度ど真実を伝えるつもりになっていた。

「あいつらの個人的な事だから、詳くわしい話は出来ないんだが………俺とお前の間であったような事が、あいつらとの間でもあったんだ」

「そうか。それでか………」

　賢治はここでようやく笑みを覗かせた。そして何度も繰り返し頷く。

　賢治には孝太郎の短い説明だけで十分だった。何な故ぜならかつて、賢治と孝太郎は派手な衝しよう突とつを繰り返し、その果てで賢治は孝太郎という人間を理解し、逆に孝太郎は賢治という人間を受け入れたからだ。だからそれと同じ事があったと言われれば、どういう事なのかは分かる。詳しい話が聞けなくても、本質の部分は同じなのだ。

「残念だよ。あの中に狙ねらってる子が居たんだが、そういう理由なら諦あきらめる他はないな」

　賢治はここでいつもの調子に戻った。少女達の姿を眺めながら、いつもの柔和な笑みを浮かべる。

「本気なら構わないぞ。俺はあいつらの事が好きだが………全員と付き合える訳でもないんだから。それに………本気のお前なら何も心配いらない。俺がそうなんだからな」

　だが孝太郎は、まだ真ま面じ目めな顔のままだった。

　孝太郎は、侵しん略りやく者しやの少女達が幸せな人生を歩むのを見届けると誓ちかった。出来れば自分の手でとは思うものの、現実としてそれが難しい事は理解している。孝太郎はそこまで身勝手ではないし、夢想家でもなかったから。

　そして自分の手が及およばない部分を任せる相手としては、賢治は理想的な相手だった。孝太郎にとって、賢治は六畳間の少女達と同じくらい特殊な存在だ。孝太郎を最初に救ったのは賢治なので、ある意味においては自分以上に信しん頼らいしていた。とはいえ、もちろんそれは、本気の賢治に限られるのだが。

「もし本気じゃなかったら？」

「お前をボコボコにする」

「迷わず答えたな、コウ。ははっ、怖いから、お前の結論が出るのを待つ事にするよ」

「マッケンジー………」

「なあコウ、怖がって逃にげるなよ？　お前の道は前にしかない」

「分かった、ありがとう」

「ああ」

　賢治はもう一度水を含むと、再びパラソルの下に身を横たえた。孝太郎と少し真面目な話をしてしまったので、話が終わっても顔を合わせているのは照れ臭かった。

「それじゃ、俺は行く」

「おう。また後でな」

　それは孝太郎の方も同じだった。だから孝太郎は賢治のパラソルに背を向け、少女達の方へ向かう。だがこれはあくまで一時的なものだ。次に顔を合わせた時には、孝太郎も賢治も、普段通りに戻っているに違ちがいなかった。










　孝太郎達一行は、最初こそ皆みんなで泳いでいたのだが、しばらくするとそれぞれに海を楽しみ始めた。人間が十六人と、埴はに輪わが二体いるので、海の楽しみ方には様々なパターンがあった。

「クラン、お前へろへろしてるけど大丈夫か？」

「だっ、大だい丈じよう夫ぶですわ!!　まだ負けを認めるには早過ぎましてよっ!!」

「里見君、クランさんの分まで私が頑張ります」

「頼みます、桜庭先輩」

　孝太郎はビーチバレーの真っ最中だった。ルールは三人制で、十点先取した方が勝ち。そしてチームメイトはクランと晴海。晴海が身に着けた発明品の動作を、クランが確かめる意味もあって、この二人は自然と同じチームになった。しかし身体が弱い晴海と、運動不足気味の異星人クランではハンデが大き過ぎるので、体力自じ慢まんの孝太郎を入れてバランスを取った格好だった。

「コウのやつ、そろそろ降参するかと思ったのに」

「あやつら思ったよりやりよるのう」

「そうねぇ、桜庭先輩って元気な時には運動が出来るのね」

　対する相手チームは、賢治、ティア、静香の三人。賢治は孝太郎とほぼ互ご角かくだが、女じよ性せい陣じんは運動能力で圧あつ倒とうしている。おかげで試合は賢治チームが優勢で進んでいた。ワンサイドゲームにならずに済んでいたのは意外にも晴海のおかげで、ＰＡＦにより身体のハンデを克こく服ふくした彼女は、孝太郎のよきパートナーとして活かつ躍やくしていた。孝太郎チームの得点の殆どが、この二人のコンビネーションによるものだった。

「行くぞマッケンジー！」

「かかってこい！　そろそろ決着をつけてやる！」

「そうは………」

　孝太郎はビーチバレー用の大きなボールを頭上に投げ上げる。

「………いくかっ!!」

　どむっ

　そして大きく豪ごう快かいなフォームでジャンプサーブを繰り出した。ボールは大きく、柔やわらかいせいで、スピードはそれ程ほど出ていない。おかげで落下点の傍そばにいたティアは、ボールが頭上にあるうちに、レシーブの体勢に入った。

「頼むっ、マッケンジー！」

　ぼむっ

　ティアは全身を上う手まく使って孝太郎のサーブの勢いを殺すと、ボールを賢治へ回す。

「了りよう解かいッ！　行きますよっ、笠かさ置ぎさんっ!!」

　トン

　すると賢治はそれをトス。賢治は多少系統は違えど、孝太郎並みの運動能力を持っているので、トスしたボールは綺麗な放物線を描えがいてネットの傍へ落下していった。

「任せてっ、マッケンジー君っ！」

　するとそこへ静香が走り込んでくる。彼女はボールを目で追いながら砂を蹴って跳ちよう躍やく。その最高到とう達たつ点てんで、落ちてきたボールを全力でアタックした。

　バスンッ

　運動が得意な静香だから、そのアタックは男性並みの威い力りよくを秘ひめていた。

　身体の小さなティアが素す早ばやくボールを拾い、器用な賢治がトス、パワーの有り余っている静香がアタック。これが賢治チームの必勝パターンだった。

「させるかぁっ!!」

　この時、ネットの反対側では孝太郎がジャンプしてブロックを試みていた。タイミングはぴったりだったのだが、静香がギリギリのところでアタックの向きを変えた為ために、ボールは孝太郎の伸ばした腕うでに接せつ触しよくするに留とどまった。だがその不完全なブロックにより勢いが落ちたボールは、ふわりとクランの目の前に落ちてきた。

「わとととっ、とととっ！」

　疲つかれて出足が鈍にぶっていたクランだが、辛かろうじてボールを右手で跳はね上げる。片手だった為にボールは誰だれもいない方向へ飛んでいってしまったが、晴海が素早くボールを追う。

「里見君っ、お願いっ！」

　ザザザザザッ、ドムッ

　ＰＡＦの補助を受けた晴海は、一いつ般ぱん的てきな少女よりも身のこなしが優すぐれている。おかげで滑すべり込むような格好で、ぎりぎりトスを上げる事に成功した。

「ええいっ、間に合えぇぇぇっ!!」

　孝太郎はブロックの着地直後で、体勢を立て直したばかり。晴海のトスは余よ裕ゆうがなかったので、殆ど直線の弾だん道どうで飛んできている。通常のトスのように時間的な余裕はない。孝太郎は飛んできたボールに慌てて手を伸ばすだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　ぼむっ

　孝太郎の伸ばした手に辛うじてボールがかかり、急角度で方向が変わる。ライナー性のトスを上じよう昇しよう中に叩たたき落おとした格好になり、ボールは結果的に速そつ攻こうのタイミングで賢治チームのコートに戻っていった。

「させるかぁぁっ！」
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　姿勢を落としたティアがボールに突っ込んでくる。走っていては間に合わないと判断したティアは、途と中ちゆうで思い切り跳躍した。そしてヘッドスライディングの要領でボールに手を伸ばす。

　バサァッ

　しかしティアの手は僅わずかに届かない。距きよ離りにしておよそ拳こぶし一つ分ほど。ティアの手足の短さが仇あだとなった。ボールは砂に叩き付けられて一度跳ねた後、砂の上をころころと転がっていった。

「よっしゃあああぁぁぁっ!!」

「やりましたの!?」

「はい！　一点返しましたよ、クランさん！」

　砂の上を転がるボールを見た孝太郎達の喜びが爆ばく発はつする。幸運が重なっただけという話もあるが、劣れつ勢せいを撥はね除のけての得点である為、喜びもひとしおだった。

「くぅっ、やるではないかコータロー！」

　ティアは悔くやしそうに一度地面の砂を叩くと、身体についた砂を叩き落としながら立ち上がる。この先は一点も与あたえずに勝つつもりだったので、ティアの屈くつ辱じよくは大きい。心理的に成長して勝ち負けに拘こだわらなくなったものの、遊びやゲームなどで誰にも迷めい惑わくがかからない時には徹てつ底ていして勝ちに行く。今のティアはなんとしても孝太郎チームを叩き潰つぶさんと情熱を燃やしていた。

「そう簡単には負けてやれないぞ。クランも先輩も、以前とは違うんだからな」

「頑張りましょうね、クランさん」

「仕方ありませんわね………何か作戦を考えますわ」

　点差は付けられていたが、孝太郎達は素直に負けてやるつもりはなかった。孝太郎も、クランも、晴海も、なんとかして試合に勝とうと必死だった。勝てる見込みは低いし、勝ったところで何かが起こる訳でもなかったが、今はただそうしているのが楽しい。大事な友達と過ごす夏の時間は、彼らにとってかけがえのないものなのだった。










　ビーチバレーの試合は、結局孝太郎チームの負けで終わった。孝太郎チームが八点目を取った直後に、賢治チームが十点目を取り、ゲームは終しゆう了りようした。一時は五点差あったところから二点差まで追い上げたので、頑がん張ばった方だと言えるだろう。

「今一歩というところか」

「残念でしたね」

「屈辱ですわ」

　孝太郎達はビーチバレーのコートの近くに座すわり込んでいた。そして自分達の善戦を認めつつも、敗戦に肩かたを落としていた。三人の視線の先には未いまだ試合中の賢治チームの姿がある。勝ち残りのルールなので、賢治チームはコス研と試合をしている。運動能力に大きな開きがあるので、コス研は五人全員がコートに入っている。しかしそれでもなお、賢治チームが優勢だった。

「クラン、これに懲こりたら少しは運動するんだぞ」

「研究が忙いそがしいので無理ですわ」

「フォルトーゼの臣民も可哀かわい想そうにな。不健康な―――」

「またそれを言うっ！」

「クランさん、一いつ緒しよに運動しませんか？　私もクランさんも、この………えっと、ＰＡＦがあれば、体力作りし易いと思うんです」

「仕方ありませんわね………ご一緒させて頂きますわ」

「それがいい。………よっと」

　孝太郎はひとしきり晴海とクランと話をした後、勢いよく立ち上がった。そんな孝太郎を残る二人が不思議そうに見上げる。

「どうしたんですか？」

「ほら、さっきマッケンジーとした賭かけですよ。負けた方が、飲み物を奢おごるって」

「ああ、確かそんな話をしてらっしゃいましたわね」

　試合前、孝太郎は賢治と賭けをした。負けた方のチームのリーダーが、勝った方のチームに飲み物を奢ると。孝太郎はその約束を果たしに行こうとしていたのだ。

「でもあの様子では、忘れているんじゃありませんこと？」

「かも知れないけど、それじゃつまらないだろう？」

「律りち儀ぎですわねぇ………」

「お前の口からその言葉を聞くのは少なからずショックだ」

　孝太郎はそう言って苦く笑しようすると、軽く肩を竦すくめる。

「えっ？」

「クランさん、里見君は騎士なんですよ？」

　クランは孝太郎の意図がすぐには分からなかったのだが、晴海がそれを教えてくれた。おかげでクランは自身の失敗に気付き、小さく溜ため息いきをついた。

「ふぅ………さっさと行ってきちんと約束を果たしなさい、レイオス・ファトラ・ベルトリオン」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　孝太郎は少しおどけた調子でクランと晴海に敬礼すると、疲れ切った二人を後に残し、海の家へ向かった。










　ビーチバレーのコートから海の家へ向かうと、途中でビーチバレーに参加しなかった六畳間の少女達の様子を見る事が出来た。真っ先に孝太郎の目に入ったのは、コートの一番近くに居た早苗と真希。二人は一緒に海へ入り、泳いでいるところだった。

「真希、あんた海は初めてって言ってたけど、ちゃんと泳げてるじゃない」

「あ、それはですね、この子達のおかげです」

　バシャァァッ

『カラマだホー！』

『コラマだホー！』

「埴輪ちゃん達がどう関係してるの？」

『おいら達が下でこっそり支えているホ！』

『ジェット推進だホー！』

「面おも白しろそう！　ねえねえ真希、カラマちゃんだけでいいから貸して！」

「いいですよ。段々泳ぐのにも慣れてきたから、埴輪さん一人でも大丈夫だと思うし」

『カラマ、勝負するホ！』

『受けて立つホ！』

「よぉし、じゃああの島まで競争だー！」

『出発だホー！』

『パワー全開だホー！』

「わ、わわわっ、速いっ、速いですよぉっ!!」

　早苗と真希は埴輪達の力を借りて、人間にあるまじきスピードで泳いでいく。最初は孝太郎のすぐ近くに居た二人だが、あっという間に誰よりも遠くなってしまった。今では豆まめ粒つぶぐらいまでその姿は小さくなってしまっている。孝太郎は一いつ瞬しゆん二人の事を心配しかけたものの、元幽ゆう霊れいと元悪の魔ま法ほう少女のコンビである事を思い出したので、心配事はあっという間に頭の中から消え去った。










「ルースはもう大丈夫そうだな」

「本当ですか、キリハ様」

「うむ。問題はゆりかだな」

「ぺっ………ぺぺっ………キリハさん、口を開けると水が入りますぅ」

「口を開けるのは顔を上げた時だけだ」

「難しいですよぅ、そんなのぉ」

　残るキリハとルース、ゆりかの三人は、泳ぎの練習の最中だった。キリハが先生役を務め、他の二人が泳ぎを習っている。真面目で熱心なルースは既に泳ぎを習得しつつあったものの、ゆりかは全くダメだった。ゆりかはほぼ手足を振ふり回まわしているだけという有り様で、泳げるようになるまでまだまだ相当な時間が必要だと思われた。

「ゆりかは一度自分の泳ぐ姿を見た方がいいのかもしれないな」

「でしたらわたくしが撮さつ影えいを」

「えぇぇ、そんな事しなくても大丈夫ですよぅ。ちゃんと泳げてますぅ」

「泳げていないから言っているのだ。頼む、ルース」

　キリハは指導の対象をゆりかに絞しぼった。そしてルースが無人偵てい察さつ機きを呼び寄せ、ゆりかの泳ぐ姿を撮影し、分ぶん析せきを始める。ゆりかは自分の泳ぎの不格好さを自覚していないので、キリハはまずそれを自覚させるところから始めるつもりだった。

　―――よかった、みんな楽しそうにやってるな………。

　孝太郎は少女達の楽しそうな姿を見ていると、自分も嬉うれしくなってくる。その多くが過か酷こくな運命を背せ負おっているだけに、こうして平和な一時を過ごす姿を見ていると、少しだけ胸のつかえが取れるような気がするのだった。

　―――あとは俺おれ自身も楽しまないとな………。

　心配事がないなら、あとは自分が楽しむべきだった。孝太郎が少女達を案じているように、少女達も孝太郎の様子を案じている。孝太郎が楽しそうにしていなければ、きっと少女達は心配する。ここは自分の為だけでなく、彼女達の為にも、孝太郎は存分に海を楽しもうと心に決めたのだった。










　孝太郎が飲み物を買いに行った海の家は、デザインこそ古めかしいものだったが、建物自体は真新しい印象があった。内装も綺き麗れいで、海の家特有の雑然とした雰囲気がなくなっている。おかげで他の海の家よりも、女性の利用者が多くなっていた。

「海の家『ハンターズ』へようこそッスー」

「いらっしゃい、お兄さん。何が要り様で？」

「あっ、お前ら!?」

「おお、これはキリハ姐ねえさんのお友達の！」

「孝太郎君ッスー。御ご無ぶ沙さ汰たしてるッスー」

　店先で孝太郎を出で迎むかえたのは、これまでに何度か出会った事のある、ゴーストハンターの二人組だった。当初、彼らは敵だったのだが、先日は早苗の件で世話になっている。大地の民の騒そう動どうの時も、人知れず活躍したと聞いている。おかげで今の孝太郎には、二人に対する敵意はなくなっていた。

「お前ら、こんなところで何してるんだ？」

「ビジネスッスー！　海の家で一ひと儲もうけッスー！」

　二人のゴーストハンターは、キリハから貰もらっている給料を元手に海の家を開業した。今の二人はキリハからの指令がない時には、邪じや悪あくな幽霊専門のハンターをしているのだが、常に幽霊の情報がある訳ではない。そうなると収入が滞とどこおり、将来への不安が噴出し始める。そこで目を付けたのが海の家。夏場に多くの人出が見込める浜はま辺べに陣じん取どり、ややぼったくり気味の値段で高利多売。夏の間に生活費を稼かせぎ出そうという魂こん胆たんだった。

「あんまりあくどい値段で売るなよ？」

「分かってるッスー。ぬかりはないッスー」

「トラブルは俺おれ達たちも避さけたいんだ。この店では大地の民の研修もやってるんでな」

「研修？　どういう事だ？」

「お兄さん、周りを見て御ご覧らんなさい」

「あっ、あれってみんな地底の人達か!?」

　この海の家では、何人か従業員を雇やとっている。その多くが、どことなく見覚えのある和服風の衣装に身を固めている。孝太郎もよく知っている、大地の民の装束だった。

「そうッスー。地底の人達は地上へ出る前に職業訓練を行うッスー」

「ここもそうした訓練の為の施し設せつの一つなんでさぁ。こっちは人手が欲ほしい、地底の連中は職業訓練がしたい。持ちつ持たれつってところだ」

「へぇ………色々と考えているんだな………」

　海の家は、お客が継けい続ぞく的てきではない。ほぼ全すべてのお客が、シーズンに一度しかやってこない一見の客。おかげで多少のミスがあっても、継続的なトラブルには発展しない。のびのびと研修をするにはいい場所だった。また、近くにハンターの屋や敷しきがあるので、従業員の宿舎にも困らない。こちらの意味においても、優れた訓練施設だと言えるだろう。

「ちなみにその繋つながりで、今夜はこの店総出で、お兄さん達の肝きも試だめしの幽霊役をやる事になっている」

「そうなのか？」

「ああ。姐さん直々の依い頼らいでな」

「アニキ、言っちゃってよかったッスか？」

「言わないとあの過激な子達にやられかねん。キリハ姐さんの事だ、黙だまっている可能性が高いからな」

「ああ。全然聞いてないぞ」

「………やっぱりな。ここでお兄さんに会えてよかった。危なく蜂はちの巣すだ」

　アニキ分のハンターがガックリと肩を落とす。孝太郎は苦笑しながら大きく頷く。

「みんなに武器やなんかを使わないようにそれとなく話しておくよ」

「助かるッスー！　サービスするッスー！」

「まけてくれるのか？」

「それは無理だが、売れ残りを持っていくといい」

「うちは人数が多いから助かる。遠えん慮りよなく貰っていくよ」

　孝太郎は元々買う予定だった飲み物やおまけを受け取ると、改めて海の家の様子を眺める。地底人―――大地の民は、既に目的に向かって動き始めている。キリハの願いが、形になり始めていた。孝太郎は訓練を受ける大地の民の姿を見て、それを強く実感する事が出来た。そして自分達が守ったのはこれなのだと、誇ほこらしく思った。










　孝太郎達一行は、夕食を食べた後に予定通りに肝試しを行う事となった。肝試しのコースは旅館の裏庭をスタート地点とし、そこから山道をしばらく登ったところにある古い洋館がゴール地点となっている。この古い洋館とその周辺は、本物の幽霊が出るという噂うわさがある、地元では有名なホラースポット。肝試しにはもってこいの場所だった。

「その幽霊のうちの一匹ぴきがここにいるんだけどな」

「その一匹を連れ帰った孝太郎に言われても、ちっとも悔しくないよーだ。えへへ～」

　問題の古い洋館は、ゴーストハンター達が早苗を連れていった場所。今は大地の民の研修用宿舎として利用されているが、幽霊が出たというのは紛まぎれもない事実。本物のホラースポットだった。

「あ、あたし脅おどかす側になろうかな」

「止めとけって。後で色々と面めん倒どうな事になるからさ」

　だが孝太郎と早苗は幽霊を怖がっていない。孝太郎は今回の肝試しの仕込みを知っているし、早苗は自身が幽霊だった経験ゆえ。気楽なハイキング気分だった。

「ところでルース、肝試しとは何なのじゃ？」

「わたくしも詳しくは存じませんが、幽霊が出るという場所へ自ら向かう事で、自分の勇気を示す遊びだとか」

「ほぉ………つまり小規模ながら、わらわの試練と似たようなものという事か」

「恐おそらくは」

　ティアとルースはあまり幽霊を怖がっていなかった。早苗と長く一緒にいたおかげと、元々が広い宇宙を航海してきた異星人なので、世の中の不思議な出来事には耐たい性せいがあるのだった。

「肝試しなんて嫌ですぅ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ゆりかさん。その為に巫み女このコスプレを用意したんだから」

「そうよ！　会長の自信作なんだから！」

「コスプレで本物の幽霊は逃げてくれませんようっ！」

「大丈夫大丈夫」

「いやああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　最初の四人に比べると、完全に及び腰ごしなのがゆりかだった。今も幽霊を怖がり、肝試しへの参加を嫌がっている。もしコス研の五人が捕つかまえていなければ、とっくに何ど処こかへ逃げ出していたに違いなかった。

「藍華さん、幽霊を倒たおすのって難しい？」

「相手の霊格によります。普ふ通つうの浮ふ遊ゆう霊れいや地縛霊なら私でも簡単ですけど、早苗さんのような従属神クラスの霊格だと、霊れい力りよく系に専門化した魔ま法ほう使つかいがきちんとした準備をしてようやくというレベルです」

「ふぅん………おじ様の力でやれるかしら」

『体重が増えていいなら、従属神の手前までなら何とか』

「絶対にイヤ」

『だろうな』

　幽霊が出たら退治しようと考えているのが静香と真希。静香は火か竜りゆう帝ていが放出する膨ぼう大だいな霊力と魔ま力りよくで、真希は自身の魔法で、それぞれ幽霊に対たい抗こうできる。一般的な幽霊では、彼女達を怖がらせるのは不可能だった。

「クランさんは幽霊をどのように考えているんですか？」

「以前は非科学的だと思っておりましたけれど、最近は面白い研究の題材になりそうだと思っていますわ」

　怖がりもせず、倒そうともしない、非常にニュートラルな反応を示したのが、晴海とクランだった。晴海はアライアの記き憶おくと力を引ひき継ついでいるので、幽霊くらいでは動じたりしないが、心優やさしい性格ゆえに積極的に倒そうとまでは考えていない。またクランは幽霊を研究対象と捉とらえており、危険は覚かく悟ごの上。結果的に幽霊を捕まえる事はあっても倒すつもりはないし、恐れる事もなかった。

「………倉くら野のさん、なんだかみんな楽しそうですね」

「ホラー系に関しては、女の子の方が耐性があるって言うじゃありませんか。ふふふ」

　ゆりかとコス研の一部以外はあまり怖がっていないので、結果的に賢治は怖がっている方の部類に含まれていた。進歩的に見える賢治だが、実は心の芯しんの部分は古いタイプの人間で、幽霊やホラーは苦手だった。そんな賢治に笑いかけているキリハは、霊力の機械を操あやつる為に、幽霊の事を現実の存在と同等に認にん識しきしている。別段恐れるような事はなく、猫ねこかぶりを続けていた。

「俺は幽霊みたいに得体の知れないものは苦手です」

「女性は元々曖あい昧まいな考え方をしますからね………さてと」

　キリハはもう一度賢治に笑いかけると、小さな箱を手に一同の前に進み出ていく。肝試しの仕切りは彼かの女じよの役目だった。










「そろそろチーム分けをしましょう。皆さん、このくじを引いて下さい」

　キリハの指示に従い、孝太郎達は順番にくじを引いていく。

　孝太郎達は全部で十六人。これをくじ引きで三人ずつのチームに分ける。すると一人余る事になるが、その一人はキリハ自身だ。仕切りを担当するキリハは、最後に出発する五番目のチームに同行して、問題が起こらなかったかを確かく認にんする事になっている。キリハらしい、よく考えられたチーム分けだった。

「俺は………おっ、桜庭先せん輩ぱい達と一緒か」

　もう一つ、くじ引きにはキリハの工く夫ふうがあった。それはクランと晴海が同じチームになるように、くじ引きから除外された事だ。晴海の身体の事があるので、二人は同じチームであるのが望ましかった。

　だから実際にくじを引いたのは十三人。そして孝太郎の引いたくじには、チームの番号の代わりに『クラン＆晴海チーム』と記されていた。

「いらっしゃい、里見君」

「歓かん迎げいは致いたしませんわよ、ベルトリオン」

「おや」

　歓迎の笑え顔がおで迎むかえた晴海と、そっぽを向いたクラン。孝太郎に対する反応は、晴海とクランで二つに割れた。クランはまだ昼間の事を根に持っていたのだ。

「里見君、あんまりからかうからですよ」

「クランが相手だと、油断してついつい言い過ぎちゃうんです」

「早いうちにクランさんに謝あやまった方がいいと思いますよ」

「そうします。………クラン」

「なんですの？」

　ここでようやくクランの顔が孝太郎の方を向く。そのクラシックな眼鏡の向こうから、クランの恨うらみがましい視線が孝太郎に注がれていた。

「さっきは悪かった」

「ちゃんと反省してますの？」

「ああ。でも、難しいところなんだよ」

「何がですの？」

「お前さ、俺が雑に扱あつかうと怒るくせに、完全にお姫ひめ様さま扱いしても怒るじゃないか」

「そっ、そこは付き合いが長いのですからっ、加減を察して下さいましっ！」

「努力はしているんだ。だから、たまに間ま違ちがうぐらいは許ゆるしてくれよ」

「………し、仕方ありませんわねぇ………」

　クランは孝太郎に皇女として認められたいと思っているが、その反面、孝太郎の相棒を自じ認にんしているので皇女らしく扱われたくないという感情もある。つまり両者の間の微び妙みようなところに漂ただよっていたい訳なのだが、その微妙さ故ゆえに、時折孝太郎の認識とずれてしまう。そしてクランは自分の要求が矛む盾じゆんしている事を理解しているので、最終的には孝太郎を許した。

「里見君、なんだったら悪戯いたずらや意地悪は全部私が引き受けますけれど」

　晴海はそうした孝太郎とクランの間にある微妙な感情を正確に理解している。孝太郎が悪戯や意地悪をするのは、一定以上の好意を持つ相手に限られる。賢治に対するそれらが一番厳しいのがその証しよう拠こだ。だから晴海はクランの事を羨うらやましいと思っていた。

「えーと………じゃあこの辺からで」

　ぺちっ

　孝太郎は晴海の額を指先で軽く弾はじく。身体のハンデをクランの発明品がカバーするようになったので、晴海を病人のように扱う必要はなくなった。とはいえ尊敬すべき先せん輩ぱいであるという事実は変わらないので、初めは軽い悪戯からスタートだった。

「いたっ………うふふ」

　晴海は僅かに赤くなった額を押おさえつつ、嬉しそうに目を細める。晴海の最終目的はティアやゆりかのような激しい関係なのだが、自分が少し前まで身体の事で心配をかけていた事は分かっているので、今はこの程てい度どで満足だった。

「………あなたも物好きですわね、ハルミ」

　クランは呆あきれた様子で軽く溜め息をつく。すると晴海はそんな彼女に笑顔を向けた。

「クランさん、今『あなたも』って言いましたよね？」

「たっ、ただの言い間違いですわっ！　他意はありませんわっ！」

「そういう事にしておきましょうか」

　そして結局クランは顔を赤く染め、孝太郎と晴海から顔を背そむけた。










　孝太郎達の多くが特とく殊しゆな能力や技術を持っている。それを使ってしまうと、肝試しは興きよう醒ざめになってしまう。そこで孝太郎達はそれらを使わない事に決めた。これにはお化け役のハンター達を守る意味もあるのだが、もちろん孝太郎はそこには触ふれなかった。

　そして夜の八時になると、最初のチームが出発していく。最初のチームは、早苗とゆりか、コス研会長の三人だった。

「嫌いやぁぁぁぁっ、許してぇぇぇっ!!　元幽霊と偽にせ巫女で肝試しなんてっ、絶対に嫌ですぅぅぅぅっ!!」

「まあ、ゆりかちゃんったらはしゃいじゃってぇ」

「ゆりかは駄だ目めな時は駄目だけど、やる時はやるから」

「今日は駄目な日ですぅぅぅぅぅっ!!　助けてぇっ、助けてぇぇぇっ、里見さぁぁぁぁぁんっ!!」

　このチームは、幽霊が怖くて泣なき叫さけぶゆりかを、他の二人が引き摺ずっていくような状態にあり、非常に騒そう々ぞうしかった。だが出発から数分が経過する頃ころには、ゆりかの声は聞こえなくなる。それが距離のせいなのか、ゆりかが気絶したからなのかは、スタート地点の十三人には分からない。そして誰も気にしていなかった。

　そして静かになったのを見計らい、二番目のチームが出発する。二番目のチームは、ティアと真希、賢治の三人だった。

「格かく闘とう技ぎで倒せる幽霊だとよいのじゃがのう」

「霊れい体たい相手の格かく闘とうは、威力より明確な攻こう撃げきの意思が重要だとか」

「ふむ………試ためしてみるか」

「試す必要はないんじゃないですかねぇっ？　穏おん便びんに済ませましょうよっ！」

　このチームは、武ぶ闘とう派はかつ日本の常識に乏とぼしいティアと真希を、賢治がフォローするような組み合わせになっている。しかし幽霊が苦手な賢治なので、その主張は弱く、意志が強い二人の暴走を止められるかどうかは怪あやしいところだった。










　孝太郎達の出発は三番目だった。ティア達はそれ程ほど騒そう々ぞうしくはなかったので、孝太郎達は数分遅おくれで出発する事が出来た。先頭はクランと晴海。孝太郎はその後ろからついていくような格好だった。

「ベルトリオン、騎き士しなら騎士らしく、先頭を歩きなさいな」

　クランは孝太郎が後方に控ひかえている事が不満だった。皇女としても、女性としても、孝太郎が前に出るべきだと考えていたのだ。

「マナーはそうなのかもしれないが、俺が先頭だとつまらないぞ？」

「何な故ぜですの？」

「ある程度気配が分かっちまうからだ」

　孝太郎が後方にいたのは、きちんと理由があっての事だった。孝太郎は早苗が体内に書き込んでくれる霊力の回路のせいで、周囲の気配が分かってしまう。気配を読まないように気を付けても、早苗が優ゆう秀しゆう過ぎるせいで、どうしてもある程度は分かってしまうのだ。前にいる事でそれが晴海達に伝わってしまえば、肝試しは興醒めになる。そこで孝太郎は後方に控え、二人に新しん鮮せんな驚おどろきを提供しようと考えたのだ。

「仕方ありませんわねぇ………」

　孝太郎の説明を聞くと、クランは素す直なおに引き下がる。孝太郎が気き遣づかいをしてくれていた事が分かった時点で、クランには口調の上での反発しか残っていなかった。

「クランさん、ここは私達二人で頑張りましょう」

「………そうですわね。折せつ角かくの機会ですし、楽しんで帰らないと損ですわ」

「はいっ」

　晴海とクランを先頭にして、孝太郎達は旅館の裏山を出て山道を登り始める。その雰ふん囲い気きは楽しげで、夏休みの夜に相応ふさわしいものだった。










　孝太郎は、昨年早苗を救出する時に駆かけ抜ぬけた山道を登っていた。だが今年は昨年とは違ちがって、非常に呑のん気きなものだった。チームメイトの晴海やクランとお喋しやべりをしながら、のんびりと上り坂を進んでいく。助けなければいけない相手もなければ、倒さねばならない相手もいない。穏おだやかで柔やわらかな空気が、孝太郎達を包つつんでいた。

「しまった、蚊かに刺さされた」

「虫むし除よけのスプレーをしないからですわ」

「あ、虫むし刺さされの薬ありますよ」

「ありがとうございます、桜庭先輩」

　三人とも幽霊を怖がっていないので、その様子はただの散歩と大して変わらない。笑顔とお喋りが絶えない、夏の夜の散歩だった。

「あー、ひんやりとして気持ち良いですね、この薬」

「そうでしょう？　何年か前から愛用してます」

「ベルトリオン、こちらを向いて下さいまし」

「んー」

　ぷしゅー

「今度は反対」

「んー」

　ぷしゅー

「………これでよし」

「ありがとう、クラン」

「これからは気を付けて下さいまし。ただでさえあなた方殿との方がたは、こうした事に無む頓とん着ちやくなのですから」

「んー」

「クランさんがいつもやってあげればいいじゃありませんか」

「ごめんですわっ！　使用人でもあるまいし」

　クランは軽く頬を赤らめ、強い口調でそう言い切ると、そっぽを向いてしまう。すると晴海はクランの耳に口を寄せ、そっと囁ささやいた。

「………あまり意地を張っていると、損をしますよ？」

「………べっ、別に意地なんて………」

「………私はずっと遠慮をして、損をしました。だから分かるんです」

「………ハルミ………」

　晴海の話を聞いて軽く考え込んだクランは、やがて軽く咳せき払ばらいをすると、孝太郎に向き直った。晴海はその背中を笑顔で見守っていた。

「おほんっ。と、とはいえ、言ってもなかなか直らないでしょうから、忘れた時にはすぐにわたくしに仰おつしやいなさい」

「どうしたんだ、クラン。今日に限って優しいじゃないか」

「『今日に限って』は余計ですわ！」

「分かってる。素直に褒ほめるのが照れ臭かっただけだ」

「このひねくれ者っ！　不忠者っ！　いつか土下座させて、わたくしの事を愛―――」

　そうして興奮したクランが、決定的な一言を言いかけた、その時だった。

　ガサッ、ガサササッ

「ガオォォォォォォッ!!　グギャアァァァァァッ!!」

「う～ら～め～し～や～～～ッスー！」

　近くの茂しげみの中から、小太りと背が高い、二人の幽霊が姿を現した。二人の幽霊は身体を大きく見せようと両りよう腕うでを高く差し上げ、覆おおい被かぶさるような雰囲気で孝太郎達に迫せまる。

「きゃあああぁぁぁぁあぁぁぁぁっ!?」

　するとクランは大きな悲鳴を上げた。しかしこれは幽霊だからという訳ではなく、孝太郎に意識が集中している時に、突とつ然ぜん二人が姿を現したからだ。びっくり箱に引っ掛かかった時のような、純じゆん粋すいな驚きだった。

「今回は大成功だな」

「やったッスー」

　幽霊の仮面の下から、聞き覚えのある声が漏もれてくる。さっき会ったばかりなので、孝太郎はすぐにその声がゴーストハンターの二人である事に気付いた。そんな孝太郎の視線に気付いた二人の幽霊は、何も語らないまま孝太郎に軽く手を振ると、茂みの中へ戻もどっていく。彼かれらの仕事は、まだ後二回残っていた。

「クランさん、行っちゃいましたよ」

「今のは、な、な、なんですのっ!?」

「今のが肝試しの幽霊だな。お前はそれにびっくりした訳だ」

「べ、別に怖かった訳ではありませんわ！　突然だったから驚いただけで………」

「ちゃんと分かってるって」

「だったらいいですけれど………ふぅ………」

　クランの驚きは大きかったので、その心臓はまだ高鳴ったままだった。大きく息をついた彼女は、身体から力を抜く。

「ところでクラン」

「なんですの？」

「自分で歩くか？　それともこのまま抱だかれていくか？」

「へっ………？」

　そこでクランはようやく、自分がどういう格好でいるのかに気付く。彼女は驚いた拍ひよう子しに孝太郎に抱き付き、今もそのままでいたのだ。

「あっ、歩くっ！　歩くっ！　歩きますわっ！　歩きますともっ！」

　クランは大おお慌あわてで孝太郎の腕うでの中から抜け出すと、ギクシャクとした動きで歩き始める。その後ろ姿からは、動どう揺ようしている様子がありありと伝わってきていた。

「ふふふ………クランさんったら………」

　そんなクランの様子がおかしくて、晴海は小鳥のように可愛かわいらしい声を漏らしつつ、その後を追っていった。










　ゴーストハンター達が演じている幽霊に遭そう遇ぐうして以降、数分おきに幽霊が姿を現した。しかしどれも大地の民が演じるニセモノの幽霊で、危害を加えたりはしない。危険がないと分かってしまえば、あとは突然の襲しゆう撃げきを楽しむ方向にシフトし始めていた。

「里見君、あの角あたりが怪しい気がしませんか？」

「ノーコメントで」

「あっ、そっか。里見君は分かっちゃうんでしたね」

「教えなさい、ベルトリオン。何度も驚かされるのは腹立たしいですわっ」

「駄目だって。それも含ふくめての肝試しなんだから」

「なんでしたら、クランさんは少し遅れていらっしゃいますか？」

「それはそれで嫌ですわっ！」

　クランは何度も脅かされるのが嫌で、不ふ機き嫌げんになっていた。しかし孝太郎と晴海は、肝試しを存分に楽しんでいた。晴海は次はいつなのかと目を輝かがやかせていたし、孝太郎は対照的な反応を示す晴海とクランを見ているのが楽しかった。

「まったく、地球の人間は何が楽しくてこのような事を………」

　クランはぶつぶつと不満げに呟つぶやきながら歩き続ける。彼女には、この地球独特の文化が今一つ理解できていない。そんなクランを見て、晴海は微笑んだ。

「多分、理由は二つあるんじゃないかと」

「なんですの？」

「一つは、非日常に触れてみたいというもの。同じような毎日を繰くり返かえしていれば、時々それとは違うものに触れたくなるんです」

　毎日繰り返し学校へ行って勉強。そんな日々を送っていれば、時々そこから抜け出したくなるのは自然な心の反応だろう。その為ための手段としては、肝試しは手軽な手段といえるだろう。

「なるほど………」

「とはいえ、俺達の場合は毎日色々な事が起こるから、その理由は薄うすいな」

「あはは、そうかもしれませんね」

　孝太郎達の一〇六号室では、毎日色々な事が起こる。時には敵が襲おそってきたりもするのだが、概おおむね楽しい毎日だった。おかげで非日常には事欠かず、むしろそれが日常といっても過言ではなかった。

「二つ目の理由は何ですの？」

「それは………一つ目と似ているんですが、お友達が普ふ段だん見せない顔を見るチャンスだから、だと思います」

「………普段見せない顔を見るチャンス？」

　クランは眼鏡の奥おくにある瞳ひとみを不思議そうに瞬またたかせる。一〇六号室へやってくるまで友達が少なかったクランには、ピンと来ない言葉だった。

「クランは驚かされるのが嫌きらいな小心者だとか、桜庭先輩はその逆に驚かされるのが好きな変わり者だとか、そういう部分の事さ」

「なるほど………」

「里見君、なんですか、変わり者って」

　孝太郎の補足でクランは納なつ得とくしたが、今度は晴海が不機嫌そうに頬を膨ふくらませる。孝太郎に変わり者と評されたのが不満だったのだ。

「分かりやすいように誇こ張ちようして言っただけですよ」

「ホントに？」

「ホントですって。今日は妙みように絡からみますね、桜庭先輩」

「折角だから、私の悪い部分も里見君に見て貰おうと思って。普段の『桜庭先輩』じゃなくて、『桜庭晴海』を知って貰いたいというか………」

「悪い部分って………随ずい分ぶん可愛い感じの悪い部分ですね」

「女の子ですからっ。ふふふっ」

　晴海はクランが発明したＰＡＦにより身体のハンデを克こく服ふく。また、遠くまで遊びに来た事でいつもより多少、気持ちが開放的になっている。自身で言ったように、普段見せない顔を見せている晴海だった。

「ハルミの場合、悪い部分を見せようとしても人より遥はるかに―――」

　その瞬間、孝太郎と晴海の視界からクランが消きえ失うせる。

　ザザザザザザッ

「きゃああぁあぁぁぁぁぁぁっ!?」

　クランは谷側に立っていたのだが、その場所が崩くずれてしまったのだ。崩れた範はん囲いはそう広くはなかったのでクランに怪け我がはなかったが、彼女はそのまま斜しや面めんを滑すべり落おちていってしまう。

「クランさんっ!!」

「クランッ!?　くそっ!!」

　孝太郎は霊力を呼び起こすと、一いつ瞬しゆんも迷う事なく斜面に身を躍おどらせる。そしてクランを追って斜面を駆け降おりていく。普通なら非常に危険な行こう為いなのだが、霊力で身体能力が高められている孝太郎ならば、辛かろうじて可能だった。

「きゃああぁあぁぁぁぁっ!!」

「いた！　あそこかっ！」

　声を頼たよりに視線を巡めぐらせると、木々や草花の霊力に交じって、一ひと際きわ強く輝くクランの霊力が目に入った。彼女は滑る勢いを殺す事が出来ず、為なす術すべもなく斜面を滑り落ちていく。便利な道具は肝試しの邪じや魔まだからと置いてきてしまったので、今の彼女にはどうする事も出来なかった。

「まずいっ、あの先はっ！」

　もしクランがこのまま滑り続けたら、しばらく先へ行った所にある谷に真っ逆さまに落ちていってしまうだろう。そうなれば彼女の命はない。だから孝太郎は危険も厭いとわず、全力でクランに向かって走った。

「クランッ!!」

「ベルトリオンッ!?」

　孝太郎は何とかクランの手を掴つかむ事が出来た。しかし問題はここからだった。孝太郎とクランは谷に落ちる前に止まらなければならない。だが斜面を滑り降りてきたクランはもちろん、それを追ってきた孝太郎の身体にも相当な勢いがついている。その勢いを殺さなければ、二人とも谷に落ちてしまうだろう。

「うおぉぉぉっ!!」

　孝太郎は右手でクランの手を握にぎり締しめたまま、左手で斜面に生えた木の枝を掴む。

　バキンッ

　しかし枝は折れてしまう。孝太郎とクラン、二人分の体重を支えるには、枝が細過ぎたのだ。その結果、孝太郎とクランは最後の減速の機会を失い、そのまま斜面を滑り切って空中へ投げ出された。

「いやああぁあぁぁぁぁぁっ!!」

「まずいっ!!」

　孝太郎とクランは一いつ緒しよに谷底へ向かって落ちていく。谷底は不幸にして岩石質で、そこへ叩たたき付けられればどうなるのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　―――このままじゃ二人とも死ぬっ!!

　結果を悟った孝太郎は、クランを引き寄せ、しっかりと抱き締める。孝太郎は自分の身体をクッションにして、クランを守るつもりだった。

「いけませんわっ！　このままではあなたが―――」

「何もしなければ二人とも死ぬんだっ!!」

　何もせずに落ちる、孝太郎がクランを守る、クランが孝太郎を守る。

　落下する孝太郎達には、三つの選せん択たく肢しがあった。その中で一番生き残る可能性が高いのが、孝太郎がクランを守った場合だった。何もしないのは論外。クランが孝太郎を守っても身体のサイズが小さくて守り切れないかもしれない。消去法で、孝太郎がクランを守る以外に選択肢はない。しかしそうでなくても、孝太郎はクランを守っただろう。親しい人間が死んでいくのを黙って見ていられる程ほど、孝太郎は強くはなかったから。

「お離はなしなさいベルトリオンッ、死なば共にっ！」

「お前の言う事なんか聞くか、バーカ」

「ベルトリオンッ!!」

　クランは孝太郎の腕から抜け出そうとしたが、孝太郎の腕わん力りよくがそれをさせなかった。この状じよう況きようで皇女を離すなど、騎士のやる事ではない。孝太郎はクランを守って死んでいくつもりだった。

「里見君っ!!」

　しかし孝太郎達が実際に谷底に叩き付けられる事はなかった。何故ならば、ＰＡＦのリミッターを解除した晴海が、空を飛んで二人を助たすけに来たからだった。










　クランが発明したＰＡＦは、孝太郎の鎧よろい―――宇宙服の機能を、リアルタイムに変形するバリアーで再現したものだった。当然、空を飛ぶ機能も備えている。しかし本来機械的にやっている事をバリアーで代用している以上、強い力を発揮すればするほど、あっという間にバッテリーを消しよう耗もうする。だから通常は力に制限をかけ、空を飛んだりも出来ないようにして、バッテリーが長時間もつようにしている。晴海はその制限を取とり払はらって、孝太郎とクランを助けに来たのだった。

「よかった、最後までバッテリーがもってくれて」

　ピーピーピー

　晴海は孝太郎とクランを谷底へ下ろすと、腰こしに付けている小さな箱に触れる。すると先さき程ほどから鳴り続けていた警告音が止まった。同時に彼女の身体を包んでいたバリアーも消え失せる。二人を助けた事で、ＰＡＦは完全にバッテリーを使い果たしていた。

「助かりました、桜庭先輩」

「無事でよかったです」

「礼を申しますわ、ハルミ。大きな借りが出来ましたわね？」

「借りなんて………この装置は、クランさんの発明じゃありませんか」

「でしたら、いずれより完全な装置を提供致しますわ」

「はい。期待しています」

　晴海の咄とつ嗟さの機転で、孝太郎とクランは九死に一生を得た。危ないところだったので、安あん堵どは深い。だから晴海への礼を済ませた二人は、大きく溜ため息いきをついた。

「はぁ………それにしても、危なかったですわね………」

「あぁ………そうだクラン、お前身体は大丈夫か？　だいぶ長い間、斜面を転がってたろう？」

「大丈夫と言いたいところですけれど、少し足を捻ひねったようですわ。それと擦すり傷きずやなんかが幾いくつか」

「そうか。すぐに帰って、手当てをしないとな」

　残念ながら、孝太郎達は治ち療りようの為の道具を持ち合わせていない。クランの足の怪我を治療する為には、まず六畳間の少女達との合流が必要だった。

「でも里見君、これからどうしましょう？　帰るにしても、ここはどこなのか………」

「それもそうですね」

　孝太郎は晴海に言われて気付いた。孝太郎達は完全に道に迷っていた。正確に言うとどうすれば帰れるのかは分かっているのだが、実行する事が出来ない。ここは携けい帯たいも圏けん外がいなので、別の道を見付け出して帰るより他に方法がなかった。

「さしあたって、あそこへ行くといいんじゃないかと思いますわ」

「あそこって？」

「あれですわ。谷を抜けたところに、小さな小屋が見えるでしょう？」

「ああ！　でかしたクラン！」

　不幸中の幸いで、孝太郎達がいる谷の傍そばに、木製の古びた小屋が建っていた。それが何の為の小屋なのかは分からなかったものの、休むにしろ、怪我の治療にしろ、道を探すにしろ、その小屋へ行く事が大きな助けになる筈はずだった。










　クランが見付けた小屋へ近付いていくと、その横手に半はん壊かいした炭焼き用の窯かまがあるのが見えた。この小屋は、数十年前に燃料としての炭が時代遅れになった頃に、放ほう棄きされた炭焼き小屋だった。

「炭焼き小屋という事は、中で休めそうですね」

　炭が焼き上がるまで長時間待つ関係で、炭焼き小屋には居住空間が用意されているのが普通だった。晴海が好んで読む文学作品には、炭焼き小屋が登場するものがあるので、彼女はその事をよく知っていた。

「電話でもあれば良いのですけれど………」

　クランの声は孝太郎の背中から聞こえてきていた。足を捻った彼女は、孝太郎に背せ負おわれている。クランは全く自分では歩けないという程ではなかったが、念ねんの為に孝太郎が歩かせなかったのだ。

「あのオンボロ具合からすると、望のぞみ薄だな」

　小屋からは文明の香かおりが全くしない。電線はないし、屋根の上にアンテナもない。それは数十年前に時が止まった場所だった。

「とりあえず行ってみましょう」

「そうですね」

　晴海を先頭にして、孝太郎達は小屋へ近付いていく。そうやって何十メートルかを歩いた時、孝太郎はふと頭上を見上げる。空の星が強く輝き、周囲を明るく照らしている事に気が付いたのだ。

「ベルトリオン？」

「見てみろよ、クラン。綺き麗れいな星空だぞ」

「本当ですわね………」

　孝太郎は一いつ旦たん足を止めると、クランと共に空を見上げた。町から遠く離れているおかげもあって、星は殆ほとんど瞬く事なく、鮮あざやかに光ひかり輝いている。孝太郎達の頭上は、まるで宝石を撒まき散ちらしたかのような星空だった。そして孝太郎は星空を見上げているうちに、かつて似たような事があったような、そんな気がし始めていた。

「………あれはどこだったかな………」

「どうしたんですか、里見君？」

　孝太郎が足を止めた事に気付き、晴海も足を止めて振ふり返る。そして彼女は孝太郎の視線を追って、星空を見上げた。

「こんな星空を、こんな風にしながら、見た事があるような気がして」

「ああ、確かに………」

　晴海は星空を見上げたまま、そう言って懐なつかしそうに目を細める。晴海はよく覚えている。孝太郎と初めて出会った、あの日の事を。

「多分、コータロー様と初めてお会いした時の事ではないかと。あの時もコータロー様は、そうしてクラン様を背負っておられたでしょう？　そして………」

　晴海が崖がけへ追おい詰つめられた時、青い鎧をまとった騎士が颯さつ爽そうと現れ、クーデター軍を打うち倒たおした。その後、騎士は今と同じように従者の女性―――後になって違うと分かるのだが―――を背負い、晴海と一緒に森の中を歩いた。そして晴海が仲間と合流した後、まばゆく輝く星空の下、孝太郎は言った。

「幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方かなたから………あの時コータロー様は、星空を見上げてそう仰っていました。きっと、その事ではないでしょうか」

　その言葉は晴海の魂たましいにしっかりと焼き付いていた。それ程晴海にとって印象的な言葉だったのだ。だからどれだけ時が流れようとも、晴海はその言葉を忘れなかった。そしてその言葉と抱かかえた想おもいを頼りに、孝太郎を見付け出したのだった。

「ハルミ、あなた………」

　クランは目を丸くしていた。孝太郎も同じで、驚きに言葉を失っていた。

「えっ？」

　晴海はクランと孝太郎の反応に戸と惑まどった。しかしその戸惑いが晴海に、自分自身の発した言葉に対する疑問を呼び起こした。

　―――コータロー様？　星空を見上げて？　これはアライア姫ひめの記き憶おくじゃ………。

　やがて晴海は自分が何を言ったのかに気付いて、顔を真っ赤に染めた。

「ごっ、ごめんなさいっ、里見君っ！　ちょっとアライア姫の記憶とごっちゃになっちゃって………変な事言って本当にごめんなさいっ！」

　晴海はシグナルティンを操あやつる力と共に、アライアの記憶を引ひき継ついだが、両者の記憶には明確な線引きがある。アライアの記憶は、晴海の中の演劇の役作りの上に重なるように存在しているので、晴海が記憶を混同するような事はない。けれど気持ちが高まった時などは、ふとした拍子にアライアの記憶や言葉が表に出る事がある。晴海はそれを役になり切り過ぎていると感じて、恥はずかしく思っていた。

　―――この驚くほど自然な一いつ致ち………非科学的ですけれど、ハルミは本当にアライアさんの生まれ変わりなのかもしれませんわね………。

　しかしアライア本人を知るクランには、晴海がなり切り過ぎているとは感じられなかった。逆にアライアそのものがそこにいるように感じられ、むしろその事の方に強い驚きと興味を抱いていた。それは科学こそが正義という信条のクランに、生まれ変わりというものを信じさせる程だった。

「いいんですよ、そんな事。確かにびっくりしましたけれど、久しぶりに陛下に会えた気がして嬉うれしかったです」
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　孝太郎もクランと同じで、アライア本人としか思えない晴海の言動に驚かされていた。孝太郎は晴海は晴海、アライアはアライアと、きちんと両者を分けて考えていたものの、晴海からアライアの気配がする事を嫌っている訳ではない。今も時折会いたくなる人だから、それを晴海が感じさせてくれるのは嬉しい事だった。

「そう言って貰もらえると助かります」

　晴海は孝太郎達に笑われると思っていたので、そうならなかった事に大きく安堵し、笑え顔がおを作る。この頃ころにはもう、その表情はすっかり晴海自身のものだった。

「でもそうか、桜庭先輩はフォルトーゼにいた頃の俺達を知ってるんですよね」

「はい。アライア姫の視点なので、知らない事とか、曖あい昧まいだったりする事も多いんですけれど」

　晴海はアライアの記憶を継けい承しようしているものの、完全ではなかった。欠落している記憶も多い。二千年と一千万光年という隔へだたりが、印象の弱い記憶を薄れさせているのだろう。また同時に、アライアが意図的に継承しなかったと思われる記憶も多い。人が死ぬ姿などの記憶は軒のき並なみ継承されていない。クランの推測では、晴海の人格を歪ゆがめない為の処置だろうとの事だった。

「だから知ってますよ。里見君とクランさんが、一緒の部屋で暮らしてた事とか」

「そんな事お忘れなさいなっ、ハルミッ！」

「ふふふ………あと、里見君がクランさんの下着を洗せん濯たくしてた事とか」

「きゃーきゃーきゃー!!　いつの間に見ていたんですのぉっ!?」

「そうなんですよ。コイツ、皇女は自分で洗濯はしないとかぬかしやがって。かといってマリーさんに頼たのむのも嫌だとかなんとか、わがまま放題だったんです」

「結局コータロー様―――じゃない、里見君がほっかむりして洗ってたんですよね」

「段々あの姿に慣れていく自分に、これでいいのかと自問する毎日でした」

「んも～、二人とも性格が悪いですわよっ!?」

　クランはこの状況から逃にげ出したい気分だったが、孝太郎の背中に乗っているので逃げる事が出来ない。仕方なく彼かの女じよは孝太郎の背中に顔を押し付け、二人の視線から逃のがれる。そして孝太郎の身体に回した両腕に、ぎゅっと力を込めた。

「でも………」

　晴海はクランが顔を伏ふせたのを契けい機きに、自身も少しだけ笑顔の質を変える。

「これって結局、アライア姫の記憶なんですよね。あの場所にいたのは私じゃなくて、あくまでアライア姫。それが何だか少しだけ寂さびしいです」

　晴海は言葉の通り寂しげだった。記憶は記憶、想い出とは違う。記録映像を見るようなもので、誰だれかとの共通の過去ではない。晴海はそれが寂しい。共通の話題であっても、そこに晴海はいないから。

「そうかもしれませんね」

「………」

　孝太郎が同意すると、晴海は軽く肩かたを落とす。孝太郎がそう考えているという事は、晴海にとって寂しい事だ。たとえ事実であっても、孝太郎に晴海は無関係だと断じられるのは寂しいのだ。けれど、それは半分正しく、半分間ま違ちがいだ。孝太郎の言葉には、まだ続きがあった。

「でも、もしこの先で似たような事があったら、きっと思い出すのは今日の事です。俺おれと桜庭先せん輩ぱいとクラン、三人で道に迷った事を、思い出す筈です」

「里見君………！」

　晴海の顔と視線が上がる。そして孝太郎の笑顔を見た瞬間から、晴海の落らく胆たんは薄れ、その瞳に何かを期待するような光が宿った。

「想い出なんか、これから作ればいいんですよ。時間は幾らでもあるんですから」

「あ………」

　その口から小さな吐と息いきが漏れ、すぐに微笑みの形へ変わる。その瞳は喜びに満ち、溢あふれ出た喜びが涙なみだになって外へ零こぼれ落ちていく。晴海の胸は高鳴り、大声を上げて泣き出したい気分だった。

「………あ………あの、里見君、クランさん………これから想い出を作っていくのを、協力して、頂けますか………？」

　それは晴海の精せい一いつ杯ぱいの背せ伸のびだった。これまで身体の事もあって、晴海は多くの事を諦あきらめながら過ごしてきた。しかし今はもう、諦める必要はない。そしてそれを望んでくれる人が居る。だから晴海は勇気を出して一歩踏ふみ出す。それがきっと、孝太郎の為にもなると思うから。

「はい、もちろんです、桜庭先輩」

「水くさいですわよ、ハルミ。あなたはわたくしの数少ない友人ですのに」

「………ありがとうございます、里見君、クランさん。私、皆みんなと一緒に海へ遊びに来て、本当に良かったです」

　それは他の人間にとっては、ありきたりな一歩だろう。

　けれど晴海にとっては、未来に向けて思い切って踏み出した、大きな一歩だった。










　炭焼き小屋には救急箱が残されていた。とはいえ救急箱が用意されてから数十年の年月が流れているので、まともに使えるのはきちんと包装されていた包帯やガーゼ、成分が単純な一部の薬品に限られた。それでも何もないよりはずっとマシで、大いにクランの怪我の治療の役に立ってくれていた。

「これでよしと」

「里見君、応急手当とか得意なんですね？」

「フォルトーゼにいた頃ころに覚えたんです。必要でしたから」

「覚えが悪くて大変でしたわ」

「あはは、クランさんが教えたんですね」

「桜庭先輩、しばらくここをお任せしていいですか？」

「里見君？」

「ちょっと外を見て来ようと思うんです」

　孝太郎はそう言って、晴海とクランに向かって地図を見せた。実は炭焼き小屋で手当ての役に立ちそうなものを探した時、救急箱と一緒に地図を見付けていた。その地図はこの辺りのもののようで、上う手まく使えば迷わず帰れるかもしれない。そこで孝太郎は、一度周囲の様子を見に行く事にしたのだった。

「分かりました。気を付けて下さいね？」

「はい」

「考えなしに遠くまで行くんじゃありませんわよ」

「分かってるって。それじゃ、行ってきます」

　孝太郎は地図と懐かい中ちゆう電灯を手に、炭焼き小屋を出ていく。それからしばらくの間は小屋の窓の外にちらちらと懐中電灯の明かりが見えていたが、やがてはそれも見えなくなる。こうして孝太郎は離れていき、晴海とクランは小屋で二人きりになったのだった。

「手当ても終わった事ですし、少し明かりを暗くしておきますね」

「ええ、頼みますわ」

　晴海は立ち上がると、照明の代わりに天てん井じようから吊つるしてあった懐中電灯の光量を幾らか落とした。電池がどこまでもつのかは分からないので、必要最低限の明かりに留とどめておく必要があった。

「これでよし、と」

　仕事を済ませた晴海は、クランのところへ戻ってくる。そして晴海は、クランと向かい合うようにして腰を下ろした。

「ありがとう、ハルミ」

「いいえ、このぐらい」

　晴海とクランの間に、沈ちん黙もくが落ちる。二人ともあまり積極的に他人と話す方ではないので、二人きりになると会話がなくなる事が多かった。しかしそれが苦痛であるという訳ではない。ＰＡＦに絡んで一緒に行動する事が増えたおかげで、二人は自分達たちが似た者同士である事を、お互たがいに理解し始めていた。

「ね、ハルミ」

　けれどその沈黙をクランが破る。クランには晴海に訊ききたい事があった。孝太郎が姿を消した今が、それを尋たずねるチャンスだった。

「一つ、お訊きしても宜よろしいかしら？」

「はい。構いませんが」

　晴海は素す直なおに頷うなずく。いつもお世話になっている相手なので、晴海には別段断る理由はなかった。

「訊き難にくい話なのですけれど………思い切って言いますわね」

　クランはそう前置きして一度眼鏡の位置を直し、それから改めて話し始めた。

「ハルミ、あなたはベルトリオン―――コータローの事がお好きでして？」

「………!?」

　クランの質問は晴海にとって非常に重大な問題だった。しかもそれが、至し極ごくあっさりと直球で投げ付けられてきたので、晴海は咄嗟に答える事が出来ず、思わず息を呑のんだ。

「嫌いやなら、答えなくて構いませんわ」

「別に嫌じゃありません。驚おどろいてしまっただけで………」

　晴海は首を横に振る。するとその長い髪かみがさらさらと宙に舞まう。こうして薄うす暗ぐらい部屋でシルエットだけを見ていると、本当にアライアそっくりだ―――クランは晴海を眺ながめながら、そんな事を思っていた。

　そして晴海は自分の胸に手を当てて一つ大きく深呼吸をすると、意を決してクランの質問に答えた。

「私は………里見君が好きです。里見君は強くて優やさしいのに、心の奥の方に弱くて寂しい部分を抱えていて………その部分を何とか温めてあげたくて………だから私………」

　晴海は逃げ出したい気持ちを抑おさえて、最後まで自分の気持ちを言い切った。逃げたり遠えん慮りよしたりしてはいけない問題だと、きちんと分かっていたのだ。するとクランは小さく苦く笑しようした。

「そこまで分かっているという事は、お互いに後には退けませんわね、ハルミ」

「もしかして、クランさんも？」

「ええ。不器用な生き方しか出来ない馬ば鹿かな騎き士しを眺めているうちに、少しずつ情が移っていってしまいましたわ。それに、数少ない真の意味での理解者でしたもの」

「そうだったんですか………」

　クランも自分と同じだと知り、晴海はホッと胸を撫なで下おろした。女性としてはライバルに当たる筈なのだが、不思議と敵意や危機感は湧わいてこない。むしろゆりか以外にも仲間がいてよかったという思いが強かった。

「余よ裕ゆうですのね、ハルミ」

　クランは晴海が危機感を持っていない事を、自信の現れだと感じた。しかし晴海は首を横に振った。

「余裕じゃないんです。むしろ自信がないからです」

「自信がない？」

「はい。里見君は心の深いところが大きく傷付いています。それはまだ子供の私では、埋うめ切れないような気がするんです。だから他にも誰か、里見君にぬくもりを注いでくれる人が必要なんです」

　それはかつて、ゆりかとも話し合った事だった。孝太郎の心の傷は、深く、大きい。未熟な少女一人で埋め切れるようなものではない。でも晴海は今すぐ孝太郎を救いたい。傷を埋めてやりたい。その為には、同じような想いを抱えた仲間が必要だった。

「ハルミ………あなたは誰よりも、ベルトリオンの事をよく分かっているのかもしれませんわね」

「男の子が編み物をやりたいと言った時点で、何か特別な事情がある事は分かっていました。後はただ、見守っていただけです」

　晴海が孝太郎の心の奥おく底そこにある傷に気付いたのは、やはり所属する編み物研究会ゆえだった。普ふ通つうの男子生徒は、編み物をやりたいとは思わない。孝太郎のような活発な男の子は特にそうだろう。だが実際に孝太郎は、懸けん命めいに研究会の活動に打ち込んだ。晴海はそれがずっと不思議だった。それから晴海は長い時間をかけ、孝太郎が口にした言葉を繋つなぎ合あわせ、ある結論に辿たどり着ついた。それは孝太郎が、亡なくなった誰かが遺のこした編みかけのセーターの続きを編みたいと思っている、というものだった。それを理解した時から、晴海は孝太郎の味方になった。やがてその懸命な姿に、心惹ひかれていったのだった。

「でもこの事には、クランさんも気付いておられたのでは？」

　晴海の勘かんでは、クランもまた同じ事に気付いている筈だった。そうでなければ出てこないような言葉を、クランは口にしていたから。

「ええ。わたくしの場合は、その現場に立ちあっておりましたから。あなたのように、自力で結論を得た訳ではありませんわ」

　クランが孝太郎の事情に通じているのは、一緒に十年前の世界に行ったから。そこで孝太郎の苦く悩のうに触ふれ、その孤こ独どくを理解したのだ。

「既すでに殆どの者が同じ結論に辿り着いているか、その手前にいると思いますわ」

「きっと、そうでしょうね………」

　クランが知る限り、キリハは間違いなくこの結論に辿り着いている。クランのライバルであるティアとルースもそうである可能性は高い。そして晴海はゆりかにこの事を相談している。残るは真希と早苗、静香だが、これまでの経けい緯いや彼かの女じよ達たちの言動からすると、この結論に辿り着いている可能性は低くはない。だからクランと晴海は、六畳間の少女達全員が、既にこの結論に至っているだろうと考えていた。

「里見君の心の傷を癒いやすには、多くのぬくもりが必要なんです。他人のぬくもりを期待してもいいんだって、ずっとそれが続くんだって、教えてあげなければならないんです」

「それが済むまでは、どのみちベルトリオンは誰も選べませんものね」

「はい」

「はぁ………やっぱり、厄やつ介かいな男ですわね」

　クランは溜め息と共に肩を落とす。面めん倒どうな相手を好きになってしまった自分に、クランは呆あきれていた。それに対して、晴海は笑顔だった。

「でもその反面、素す敵てきな事だと思います。私達は大好きな人の役に立てるんですから」

　孝太郎は完全無欠のヒーローではない。だから晴海達は、その隣となりに立つ事が出来る。孝太郎の為に、してあげられる事がある。一方的に守られるだけの関係ではなく、対等な関係を築く事が出来るのだ。晴海はそれを、幸せな事だと感じていた。

「それを素直に口に出来るあなたが、羨うらやましいですわ」

「言えるようになるまで、一年以上かかりましたけれど」

「わたくしもいずれ言えるようになるのでしょうか………」

「なりますよ。クランさんも女の子じゃありませんか」

「そう言ってくれるのは、ハルミだけですわ」

「里見君もよく言ってくれてるじゃありませんか」

「あれはわたくしを弄もてあそんでいるだけですわっ！」

「ふふふ、難しいんですねっ」

　晴海とクランはそのままお喋しやべりを続けた。話題は次し第だいに孝太郎の事から他の事へ移っていく。けれどその内容は、これまでよりもずっと深い部分にまで及およんだ。先程までのお喋りを通じて、これまでよりもずっと理解し合い、仲良くなった二人だった。










　孝太郎が炭焼き小屋に戻もどってきた時、その背中には『早苗ちゃん』の姿があった。彼女はいつまで経たってもやってこない孝太郎を心配して、『早苗ちゃん』だけで身体を抜ぬけ出して捜さがしにやってきたのだ。

「ここだ………ただいま、クラン、桜庭先輩」

『あー、いたいた、晴海！　眼鏡っ子！　大だい丈じよう夫ぶ!?』

　孝太郎と早苗が炭焼き小屋へ入ると、二人はそれまでのお喋りを中断して、孝太郎達たちを迎むかえた。

「おかえりなさい、里見君、東ひがし本ほん願がんさん」

「大丈夫ですわ。わたくしが軽く足を捻ってしまっただけでしてよ」

『そっか、よかったぁ………』

　孝太郎からクランが怪我をしたと聞かされ『早苗ちゃん』は心配していたのだが、クランの元気そうな様子を見て胸を撫で下ろした。

「心配をかけましたわね？」

『いいのいいの、無事だったんだし。でも帰るのはちょっと待ってね。みんながここへ向かってるから』

　後続のチームがゴールしても、孝太郎のチームが姿を見せなかったので、『早苗ちゃん』が孝太郎達を捜しに出た。『早苗ちゃん』の場合、本気を出せば孝太郎の後を追うのは簡単なので、幾らもしないうちに孝太郎を見付ける事が出来た。そして孝太郎発見の報を、ティア達と一緒にいる『早苗さん』経由で伝えた。今いま頃ごろはみんなで炭焼き小屋へ向かっている筈だった。

「クランさん、思ったより簡単に解決してしまいそうですね」

「やっぱり、昔のフォルトーゼとは少し違ちがうようですわね」

「ふふふっ」

　幾ら様々な力を持っているとはいえ、晴海とクランは普通の女の子。山の中で迷ったとなれば、不安は決して小さくはない。しかしもう大丈夫。二人は笑みを交かわすと、安堵の息をついた。

『ところで孝太郎、なんでこんな事になったの？』

「それはだな、クランがとろくて―――」

「誰でも足元が崩くずれれば落ちますわっ!!」

「という事だ」

『ふーん』

　言いたかった事はクランが全て言ってくれたので、孝太郎は説明を省略する。『早苗ちゃん』もそれで納なつ得とくして頷く。しかしクランは納得しなかった。

「………こ、ころす………いつかほんとうにころす………」

「まぁまぁ、落ち着いて。とろいのは事実じゃありませんか」

「ハルミ!?」

「うふふ、冗じよう談だんです」

「もぉ～～～、あなたまで意地悪する事はないじゃありませんのっ」

「ごめんなさい、クランさん」

　四人になった事や、問題の解決が見えた事で、炭焼き小屋の空気は一気に明るくなった。部屋の暗さなど、気にならない程に。そしてきっと、他の面々が到とう着ちやくすればもっと明るくなる事だろう。それが今の孝太郎達の関係であり、全員で選び取った、生き方なのだった。







母娘の願い　八月十四日（土）







　孝こう太た郎ろうは誰にでも優しいのだが、ぎりぎりのところで他人を受け入れない。そしてその理由は、欠損している家庭に問題があるらしい。本人から直接聞いた訳ではないのだが、ティアもまた孝太郎の心の奥底にある問題には気が付いていた。

「………という訳で、わらわとルースはコータローを何とかしてやりたいのですが、なかなか一気に解決する方法が見付かりませぬ。一歩ずつといったところです」

　そして気付いている以上、放っておく事は出来ない。けれど根本的な解決策が見み出いだせないでいる。先日、孝太郎に少女達たちが幸せになるのを見届けると約束させたが、今のところはそこまでだった。

「………なるほど………レイオス様の御お心こころの形成には、お母様の死が………」

　ティアの話を聞いていたエルファリアは、軽く目を伏せた。

　目の前で母親を失った経験から、孝太郎は目の前で起こる不幸が見み逃のがせない。けれど突とつ然ぜん大事な人間を失った事が、永遠に続く関係はないという諦めを生み出している。その結果、全力で約束や他人を守りつつも、同じ事を他人には期待しないという、孝太郎独特の精神が出来上がった。

　青騎士伝説や、エルファリア自身の経験と照らし合わせると、確かにティアの言葉には思い当たる部分が多かった。

「母上、わらわとルースはどうしたらコータローを救ってやれるのでしょう？」

　ティアはこの質問がしたくて、『青騎士』にいるエルファリアを訪ねた。ティアもルースもまだ十代の少女だから、経験が不足している。その不足を、エルファリアが埋めてくれる事を期待したのだ。

「そうですね………」

　エルファリアは軽く考え込む。彼女の年ねん齢れいは既に三十を超こえているが、容姿は少女のように若々しい。首を傾かしげて考え込むその姿は、特にその印象が強かった。

「………」

「………」

　そんなエルファリアと向かい合うティアは、彼女が何と答えるのかを固かた唾ずを呑のんで見守っていた。そして傍そばでルブストリの紅茶を淹いれ直しているルースも、耳だけはエルファリアに注意を向けていた。

「まず私が思うに………事を急ぐのが最も下策でしょう。レイオス様は本質的には他人との繋がりを恐おそれておいでです。ティア、あなたはせっかちなのですから、特に気を付けるのですよ？」

「分かっております！　だからこそ、無む茶ちやをする前に母上に御ご相そう談だんに参ったのです！」

「では陛下、わたくし達は一体どうすればよいのでしょうか？」

「ふふふ………」

　エルファリアの言葉に思わず身を乗り出したティアとルースを見て、エルファリアは目を細める。そんな彼女の反応に戸惑い、二人は不思議そうに顔を見合わせた。

「旅に出してみるものですね。敵を作るばかりだったあなたが、人を救おうと躍やつ起きになっている。真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうだったルースが、情熱的に答えを求めている。一年前のあなた達からは、想像もつかない姿です。本当に、よく成長してくれましたね」

　長い間離はなれていたエルファリアには、二人の変化がはっきりと感じられる。

　ティアは生まれた時から父親がなく、母親は皇こう帝ていとして不在がちで、家族の愛に飢うえて育った。だから母親の役に立とうと必死だった。味方は幼おさな馴な染じみのルース一人。ルースだけがティアに愛情を注ぎ、そして裏切らない唯ゆい一いつの存在だったから。そんなティアだから他人の事は容易に信しん頼らいせず、敵ばかりを作った。他人を受け入れる寛かん容ようさは、持ち合わせていなかった。そのティアが、今は多くの友人達に囲まれている。そしてそのうちの一人を救おうと、心を砕くだいていた。

　ルースも似たようなものだった。彼女は元々真ま面じ目めな性格だったが、守護騎士という役職の重さから、自身の感情を押おし殺ころす傾けい向こうが強かった。わがままを言わず、ただティアの為ために働き続ける。いわば歯車のような家臣だったのだ。ルースもティアに意見する事はあったが、それはあくまでティアの為であって、自分の望みゆえではない。だからエルファリアは、カブトムシの一件や、婚こん約やくを破は棄きしようとした事などを聞いた時、ティアだけでなくルースにも大きな変化があった事を感じた。ルースはいつの間にか歯車である事を止めて、役職と感情のバランスを取るようになっていたのだ。そしてその上で、ティアと共に歩もうとしている。これ以上ない、理想の幼馴染みといえるだろう。

　エルファリアにとって、二人の変化はどちらも好ましいものだった。今のティアなら、自信を持って後こう継けい者しやといえるだろう。また今のルースなら、それを支える重臣と呼べるだろう。この結果は期待以上で、エルファリアは心底二人を試練の旅に出してよかったと感じていた。

「わらわとルースは成長したのかもしれません。しかしそれでもコータローを、わらわ達の騎士を救えぬのです。わらわ達は、一体どうすればよいのでしょうか？」

「お教え下さい、陛下。未熟なわたくし達に、どうか進むべき道を御ご教きよう授じゆ下さい」

　二人は必死だった。それは彼女達にとって、祖国を追われたのと同じくらい、重大な問題なのだった。するとそんな二人を見て、エルファリアは笑い出した。

「今のあなた達が、そのまま答えですよ。ああ、おかしい。ふふふふっ」

「今の………」

「………わたくし達？」

　エルファリアの言葉に、二人は再び顔を見合わせる。するとエルファリアはひとしきり笑った後、その意味を語った。

「あなた達が成長したように、レイオス様も成長しておいでです。幾いくらか内面に変化は起こっているでしょう。違いますか？」

「はい。僅わずかずつではありますが………」

「わたくしもそのように感じています」

　二人は同時に頷うなずく。これは二人にも実感がある事だった。

「ならばレイオス様は、かつてよりもあなた方を内側へ招き入れる事が出来る。今のあなた達ならば、レイオス様のお傍にいるだけで、その御お心こころを癒いやす事が出来るでしょう。もちろん時間はかかりますから、せっかちなティアには難しいのかもしれませんが………」

　エルファリアはそう言って微笑ほほえむと、ルースが淹れ直した紅茶を口に含ふくむ。ルースの技量は高く、期待した通りの味が口いっぱいに広がっていった。

「わらわ達は、あやつの役に立っていない訳ではなかったという事か………」

「少しだけ安あん堵ど致いたしました」

「今あなた達が為すべきは、レイオス様の家族である事。そこに尽つきると思いますよ」

「大丈夫です母上。それには自信があります」

　ティアは自身の胸に手を当て、大きく頷いた。

　先日の戦いにおいて、サンレンジャーに孝太郎達との関係を尋ねられたティアは、堂々と家族であると答える事が出来た。一〇六号室の住人達は、そう出来るぐらいに互いに必要とし合っている。今のティアには、その絶大な自信があった。

「そして恐らく最後の最後で、レイオス様は自身の心の傷に、真正面から向き合わねばならなくなるでしょう。その時が来たら、お助たすけして差し上げるのです」

　エルファリアが思うに、人が完全に立ち直る為に必要なのは、まず時間と癒し。これに関しては、ティア達が共に過ごす事で与あたえる事が出来るだろう。そして心の傷がある程てい度ど小さくなった時、人はそれに向き合う事で最後の決着を付ける。だが母親が自分の身代わりに無残な死を遂とげたという現実と向き合うのは、並なみ大たい抵ていの事ではない。その時にはきっと、誰かの助けがある方がいい筈はずだった。

「いいですかティア、ルース。レイオス様とあなた達が、今の関係に落ち着くのに必要とした時間と、同じだけの時間をかける覚かく悟ごをなさい。そして最後の最後で、レイオス様にお力を貸すのです。それが恐らく、あなた達がレイオス様をお救いする、唯ゆい一いつ無む二にの方法です」

「分かりました母上！　そのように致いたします！」

「ありがとうございます、陛下。お言葉は心に刻んでおきます」

　ティアとルースは、お互いの手を握にぎり合いながら、大きく頷く。二人はエルファリアが示した道を、共に歩む覚悟だった。










　エルファリアとの話を終えた二人は、一〇六号室へ向かった。本来そこは彼女達の家ではないのだが、その時に彼女達が口にした言葉と、それに対する答えは、彼女達が部屋の住人であると認めるものだった。

「今戻ったぞ」

「ただいま帰りました」

「おかえり、ティア、ルースさん」

　部屋で彼女達を迎えたのは孝太郎だった。孝太郎はティアとルースに侵しん略りやくを受けた身なので、彼女達を歓かん迎げいする理由はない。しかしその声は明るく、間違いなく彼女達の帰りを歓迎していた。

　―――これが家族のように、という事なのじゃろうな………。

　ティアはたった今行われた自分達と孝太郎とのやりとりから、先さき程ほどのエルファリアの言葉を思い返す。今では当たり前になったこうしたやりとりが、やがては孝太郎を救う。そう考えると、何だか新しん鮮せんな気持ちになるティアだった。

「おやかたさま、何をなさっておられるのですか？」

「夏休みの宿題です。最近ちょっと滞とどこおっていたので、今のうちに進めておこうかと」

「そうでしたか。ところでおやかたさま、麦茶などはいかがですか？」

「ありがとうございます、いただきます」

「すぐに御ご用よう意い致いたします」

　ルースは小さな笑顔を残して台所へ消えていく。すると六畳じよう間まには孝太郎とティアだけが残った。二人だけになった事で、ティアはある事に気付いて首を傾げた。

「ところでコータロー、他の者達の姿が見えぬが」

　部屋にはいつも、もっと沢たく山さんの人間がいる。最近では十人いるのが当たり前になりつつある。にもかかわらず、今は孝太郎とティア、ルースの三人しかいない。ティアは残る七人の行ゆく方えが気になっていた。

「みんなは買い物に行った。俺だけ宿題で残ったんだ」

　孝太郎はここ最近、アルバイトやクラスメイトとの付き合いで、家を空けている事が多かった。その分だけ、他の一〇六号室の住人達よりも宿題が遅おくれていたのだ。そこで孝太郎は家で宿題、他の者達は買い物、という事になったのだった。

「宿題ぐらい見せて貰もらえばよかろう」

「それは早さ苗なえやゆりかの教育に悪いから駄だ目めだ」

「こっそり見せて貰えばよかろう」

「駄目なものは駄目だ」

「相変わらず頑がん固こじゃの、そなたは。ふふ」

　ティアは言葉では呆れた様子だったが、その表情はむしろ嬉うれしそうだった。今の孝太郎の言葉は、正道を歩む騎士に相応ふさわしいもの。ティアとしてはよくぞ言ってくれた、というところだった。

「ちょっと背中を借りるぞ」

「んー」

　そんな訳で、ティアは上じよう機き嫌げんで孝太郎と背中合わせで座すわる。そうやって座ると、お互いの背中が背もたれの代わりになって便利なのだ。ティアはその格好でゲームを始める。孝太郎はそのまま宿題を続ける。このくらいの事で孝太郎の集中は乱れたりしない。ティア達がやってきてから既に一年以上が経過している。騒そう々ぞうしい環かん境きようには慣れっこだった。

「のー、コータロー」

「んー？」

「宿題が一段落したら、わらわと遊ぶのじゃ」

「一段落したらなー」

「んー」

　孝太郎とティアはそのまましばらく過ごした。それぞれにやっている事は違うのだが、不思議とそれを感じさせないひとときだった。










　この日、孝太郎がやろうと思っていた宿題はおよそ十ページほど。ティア達が帰ってきたあたりで九ページ目に入っていたので、一時間もかからず無事に最後の問題を解き終えた。そして今は約束通り、ティアの隣に座って一いつ緒しよにゲームで遊んでいた。

「なあティア、そろそろ一いつ旦たん帰った方がよくないか？」

「もうしばらく大丈夫じゃ。テクニックで乗のり越こえるのじゃ」

　孝太郎とティアが遊んでいるのは、二人同時プレーが可能なアクションＲＰＧ。二人は密林の奥おく深ふかくまで侵しん入にゆうしており、その場所で食料や傷薬が尽きようとしている。それは体力の回復手段がなくなる事を意味しているので、ミス一つが死に繋がる、非常に危険な状じよう況きようだった。

「無理をすると最初からやり直しだぞ？」

「この程度で退いてはマスティル家の沽こ券けんにかかわる」

「昔のプログラムを相手に沽券もないだろう」

「しかし………」

「ここはティアミリス皇女殿でん下かの都合より、ティアちゃんの都合を優先して、帰った方がいいって」

「………それは、コータローちゃんの言葉か？」

「ああ」

「ならば仕方がない。帰るとしよう」

「そうそう。人の忠告は素直に聞くもんだ」

　ティアは探検の続行を考えていたのだが、最終的に孝太郎の説得に応じて、一旦町まで引き返す事にした。そして町で次の冒ぼう険けんに備えて準備を整えたところで、孝太郎達はゲームを中断して、小休止を取る事にした。

「お疲つかれ様さまでした、殿下、おやかたさま」

　ルースは手を休めた二人の前にグラスを置いていく。グラスには麦茶がなみなみと注がれており、その表面には氷が浮うかんで揺ゆれていて涼すずしげだった。

「ありがとう、ルース」

「助かります」

　ゲームに集中して喉のどが渇かわいていた二人は、喜んでグラスを手に取る。よく冷えた麦茶は渇いた喉に心ここ地ち好よかった。そうやって麦茶を飲んで一息ついたところで、ティアはグラスを手にしたまま孝太郎を見上げた。
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「のう、コータローちゃんや」

「ん？」

　孝太郎も麦茶を飲む手を休め、ティアを見下ろす。すると二人は真正面から向かい合う格好になる。ルースはそんな二人を笑え顔がおで見守っていた。

「一つ相談があるのじゃが」

「それは構わないんだが………コータローちゃんはもうよせって」

　先程のやりとりは公私を分ける意図を伝えようと、あえてちゃん付けで話したのだが、面と向かってやりとりをするには恥はずかしい呼こ称しようだった。

「照れ臭いのか？」

　ティアは二度瞬まばたきした後に、そう聞き返した。

「おう」

　孝太郎は視線を逸そらすような事はなかったが、照れ臭くて声がどことなくぶっきらぼうになってしまっていた。するとティアは口元をニヤリと歪ゆがめると、とても楽しそうに続けた。

「ふふん、ならばしばらくコータローちゃんと呼ぶ事にするぞ」

「おい」

「代わりにそなたには、わらわの事をティアちゃんと呼ぶ事を許ゆるす」

「ではわたくしの事はルースちゃんとお呼び下さい」

「こらこら、二人とも………」

　息を合わせてからかう主従に、孝太郎は思わず肩かたを落とした。

「そんな事より、相談の内容なのじゃが」

「そんな事じゃないぞ」

「黙だまれ、コータローちゃん」

　そんな孝太郎の反論を封ふうじるかのように、ティアは素す早ばやく話を先へ進める。その横顔がどこか楽しげなのは、孝太郎が困っているのが楽しいのと、話の内容が明るいものだからだった。

「実はのう、母上や民たみ達に、地上の空気を吸わせてやりたいのじゃ」

　宇宙空間を漂ただよう『青騎士』には、エルファリアと彼かの女じよの味方をしたフォルトーゼの国民が乗り込んでいる。彼女達はずっと宇宙船に乗ったままなので、身体的には問題はなくとも、精神的には閉へい塞そく感かんを味わっている筈だった。そこでティアは、エルファリアや国民を地球へ下ろし、新鮮な空気を吸わせ、鮮あざやかな緑を見せてやりたいと考えたのだった。

「それはいい考えだな」

　孝太郎が頷いて同意すると、今度はルースが話を引ひき継ついだ。

「ですが民達は数が多く、しかも地球には無案内です。わたくしと殿下だけでは手が足りません。そこでおやかた―――ちゃまにも手伝って貰いたい、そういう訳なのです」

「………実に心温まるいい話だし、是ぜ非ひ手伝いたいんだが、一つ大きな問題がある」

「なんじゃ？」

「やっぱり、ちゃんはよせ。特にルースさんのは勘かん弁べんして下さい」

　孝太郎は思わず頭を抱かかえる。

「どうやら気に入ったようじゃぞ」

「頑がん張ばって言ってみた甲か斐いがございました」

　しかし主従は何ど処こ吹ふく風かぜ。しばらくの間、呼称を改めるつもりはなかった。

「お前らなあ………」

「諦あきらめるのじゃ。わらわとルースはコータローちゃんが大好きなのじゃ」

「ですが、おやかたちゃまがわたくし達を嫌きらいだと仰おつしやるなら、すぐに止めます」

「………ったく………最近やり口が汚きたないぞ、お前ら………」

　出会った当初、孝太郎とティア達は正面衝しよう突とつが多かった。しかし仲良くなった今は、むしろやり口がより侵略者らしい、搦からめ手てが多くなってきている。それでいてそこに込められている感情があまりにもストレートなので、孝太郎は毎回泣なき寝ね入いりをするしかないのだった。










　フォルトーゼの国民を一時的に地上へ下ろしたいという話を六畳間の少女達にも相談してみたところ、最終的に全員で手伝う事になった。主導しているのはティアとキリハ。ティアはともかく、キリハが主導的な位置にいるのは、協力の度合いが強いからだ。

　人々を宇宙の『青騎士』から地球へ下ろすにあたり、一時的な受け皿となる地上の拠きよ点てんが必要になった。だがエルファリアについてきた国民は数百人に及び、一〇六号室にその役目を期待するのは難しい。そこで色々と検討した結果、急進派の軍事拠点をそのまま利用すればいいのではないかという結論に達した。そしてその事が、この件に関するキリハの立場を主導的なものにしていた。

　折しも大地の民は急進派との騒そう動どうが片付いたばかり。急進派の部隊は解体され、その拠点は多くが空っぽになっていた。それでいてつい先日まで使われていたので、設備は整っている。使い道がなくなった急進派の軍事拠点を、そのままフォルトーゼの人々の一時的な受け皿として使うのは、非常に賢かしこいやり方と言えるだろう。

　急進派の軍事拠点は地上に幾つも点在しているが、その中からティア達が使う事に決めたのは、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市の外れにある拠点だった。この拠点は山中にあって人目につきにくい上、広大な敷しき地ちを持つ。数百人の人間が使うには便利な拠点だった。










　何台目かの観光仕様の大型バスが出発していく。そのバスには、昨日地上へ下りたフォルトーゼの人々を満まん載さいしている。彼かれらは昨日の午前中に『青騎士』から急進派の拠点へ移り、地球で行動する上での注意点のレクチャーを受けた。午後からは地球の野山を体験。そして今日、幾つかのバスに分乗して各地の観光地へと散っていった。フォルトーゼの人間は見た目が外国人なので、あまり一ヶ所に集中していると不自然に見えてしまう。そこで多くのチームに分け、別々の観光地へ分散させた。ガイド役は、地上暮らしが比ひ較かく的てき長い大地の民が担当している。これはキリハの部下だった。

「ルース、今のは何台目じゃ？」

「十七台目です、殿下」

「という事は、次のバスが最終便じゃの」

　用意された観光バスは全部で十八台。一つのバスに四十人程度が乗り込むので、合計で七百人余りの人々が観光に出発する。実はこの七百人余りの人間以外にも、数十人のフォルトーゼの人間がいるのだが、彼らは急進派の拠点へ残る事になっている。彼らは観光よりも自然が多いこの場所を好んだ者や、健康に不安がある者、そして不測の事態に備えるバックアップ要員だった。

「しかしキリハよ、これだけの短期間に、よくこの数のバスを掻かき集あつめてくれたのう。礼を申すぞ」

「我々大地の民は既に広い範はん囲いに広がっている。各地からバスを僅かずつ集めればそう難しい話ではないのだ。それに先日の戦いでは、我らはティア殿どのの世話になっている。むしろ礼を言わねばならないのはこちらの方なのだ。気にする必要はない」

　ティアとキリハは肩を並べて出発していく十七台目のバスを見送る。バスの窓からは子供達が顔を覗のぞかせており、ティアに向かって笑顔で手を振ふっていた。ティアはそれに手を振り返しながら、自身も笑顔を作った。

「ならばわらわとそなたの友情に感謝しよう」

「それはいい考えだな。我もそうするとしよう」

　ティアとキリハは笑顔を交わす。先日の一件で、一層絆きずなが深まった二人だった。そしてそれは二人に限らず、六畳間の少女達にも共通していた。

「殿下、キリハ様、おやかたさまがお戻りになられましたよ」

「ただいま、皆みんな」

「御ご苦く労ろうじゃったな」

「おかえり、孝太郎」

「十七台目は無事に出発したぞ」

　孝太郎はこの場所からフォルトーゼの人々をバスへ案内するのが仕事だ。そしてバスを送り出す度に、こうして戻って来て作業の結果を報告するのが手順になっていた。

「キリハさん、あと一台だよな？」

「そうだ。次のバスが最終便だ」

「よし」

　孝太郎は頷くと、拠点の建物に目をやる。すると時を同じくして、建物内からフォルトーゼの人々が姿を現す。彼らは早苗や静しず香かに連れられた最終便の乗客達だ。ちなみに早苗と静香の仕事は、建物の中からこの場所まで人々を連れてくる事だった。

「あら？　エルファリア陛下もおいでになったようですね」

　そんな時、ルースは人々の最さい後こう尾びにエルファリアの姿を発見した。彼女はフォルトーゼの人々と一緒にこの場所へ向かっている。そんな彼女の傍には、晴はる海みとクランの姿もあった。晴海とクランは、エルファリアの護衛が仕事だった。

「ティア、エル………ファリア陛下も最終便に乗るのか？」

「いや、その予定はない筈じゃが………」

　エルファリアがバスで出掛けるなら、その為の警備が敷しかれる必要があるので、ティアの耳に入っている筈だった。だがそんな話はない。ティアは孝太郎の質問に首を傾げるばかりだった。

「ただの見送りなんじゃないか？」

「それなら平等になるよう、最初から来るじゃろう」

「きっと、何か別の理由があるのだろう。最終便が済めば、我らの手も空あくからな」

　孝太郎達の役目は既すでに紹しよう介かいした通りだが、この場所に姿が見えないゆりかと真ま希きにもきちんと仕事が割わり振られている。二人はバスの交通整理が仕事で、今は拠点のゲートのあたりで最終便のバスを敷しき地ち内ないへ誘ゆう導どうしていた。

　そんなゆりかと真希を含めた、孝太郎達十人は、最終便が出発すれば暇ひまになる。エルファリアが姿を現した理由にそれが関連している可能性は高かった。

「陛下の事ですから、何か地球でやりたい事があるのかもしれませんね」

　そんなルースの補足に、この場にいる者の殆ほとんどが同意して頷く。特に孝太郎はそうで、エルファリアの性格からして、理由もなくこの場にやってきたとは思えなかった。










　フォルトーゼの人々にとって驚おどろきだったのは、エルファリア皇帝とティアミリス皇女、クラリオーサ皇女の三人と、伝説の英えい雄ゆう・青騎き士しと目される少年の関係だった。

「殴なぐった！　あの騎士様、皇帝陛下を殴ったぞ！」

「しかも皇帝陛下御ご自じ身しんも、お二人の皇女殿でん下か達も、それを咎とがめる様子はない！」

「流石さすがは青騎士！」

「やはり本物なのか！」

　青騎士の少年と、三人の皇族の関係は、あまりにも近い。まるで兄きよう妹だいか親しん戚せき同士といった雰ふん囲い気きで、愛情が含まれる範囲の限定的な暴力であれば許される関係のようだった。

「こーてーへーか、じぶんであたまさしだしてたね」

「きっと、わざとあおきしをおこらせるようなことをいったんだ」

「こうていへいかはおちゃめなところがあるもんね」

「凄すごい………三人の皇族に不敬を働いて、全く問題視されないとは………あの騎士様はやはり本物の青騎士なのか………？」

「だからほんとうにあおきしだってゆってるじゃない！　おとなはうたぐりぶかいなぁ。あおきしにおこられたってしらないから」

　もちろん皇族に対して暴力を振るえば、その理由の如何いかんにかかわらず大きな罪になる。しかし三人の皇族はそれを指し摘てきする素そ振ぶりすらない。むしろ積極的にそういう関係を望んでいるようにすら見える。彼かの女じよ達の笑顔と笑い声が絶えなかったから。

「あの騎士様が、伝説の青騎士であるにしろ、ないにしろ、普ふ通つうじゃない事は確かだ」

「異星人だから、御身内である可能性はない訳だからな」

「どちらにしろ特別な存在である訳か………」

　驚きと共に、青騎士の少年の特とく殊しゆ性せいが、四十人のフォルトーゼの人々の心にさざ波のように広がっていく。

　皇族達が騎士の暴挙を許す正確な理由は分からない。もし彼らの想像通り本物の青騎士であるというのなら、それは天地を貫つらぬくほどの大問題だ。そしてもしそうでないなら、それはそれで大問題だ。何な故ぜなら三人の皇族が、例外なく騎士の少年に特例を認めているからだった。

「あの騎士様は、ＤＫＩの最新兵器を苦も無く破は壊かいし、皇族級とはいえ宇宙戦せん艦かん一隻せきで、敵てき艦かん隊を押し返したんだよな」

「そして赤いドラゴンと、銀色の髪かみの少女を連れてる」

「彼が伝説の青騎士本人かどうかは、もはや問題ではないのかもしれないな………」

　少年が伝説の青騎士かどうかは、誰だれが特例を認めたのかの違ちがいでしかない。二千年前の伝説のアライア皇女か、それとも現代の三人の皇族か。どちらにしろ少年は皇家にとって特別な意味を持つ存在である事がはっきりした。その事は、国を追われたフォルトーゼの人々に、新たな希望をもたらしたのだった。










　エルファリアが孝太郎を怒らせた理由は、観光に出掛けたいと言った事だった。

　ゴンッ

「あいたぁっ!?」

「駄目に決まってるだろうがっ！　エルッ、お前自分が何者なのか忘れたのかっ!?」

「クーデターで地位を追われ、絶賛無職のひきこもりです、レイオス様」

「この野や郎ろう、自分の使命を忘れたのか!?」

「忘れてはいません。国を取とり戻もどす為の情報収集も続けています。ですが無職なのは紛まぎれもない事実なのです」

「お前にもしもの事があったら、あの何百人かは完全に路頭に迷うんだぞ？」

　孝太郎はエルファリアの観光には反対だった。まだエゥレクシスの脅きよう威いが払ふつ拭しよくされた訳ではないので、町を歩いている時に攻こう撃げきを受ける可能性があった。ティアなら皇女という事でリスクも低いが、権力の最高位にいる皇帝を町に出す勇気は孝太郎にはなかった。

「だからこそ、レイオス様に護衛をお願いしているんです」

「コータロー、わらわからも頼たのむ。母上も長い宇宙暮らしで疲れておるのじゃ。敵に攻撃されなくとも、母上が精神的に参ってしまっては同じ事じゃろう？」

「うっ………」

　だがティアのとりなしを聞くと、孝太郎もそうかもしれないという気がし始めた。確かに何らかの手段でエルファリアの精神的な負担を取り除いてやる必要はあるのだ。

「そうですレイオス様。私が倒たおれてしまっては、元も子もないのです！」

　しかしきらきらと輝かがやくエルファリアの瞳ひとみを見ていると、やっぱりやめさせた方がいい気がしてくる。二十年経たっても相変わらず危なっかしい瞳だった。

「私が倒れない為に、是非地球の観光に出掛けましょう！」

「おいエル、自分を人ひと質じちにして俺おれを脅きよう迫はくするのは止めろ」

「脅迫なんてとんでもない。精神衛生はいつの時代も重要な問題ですよ」

「………お前、清すが々すがしいぐらい昔のままだな」

「心身ともに十代のつもりでおります」

「ったく………」

　孝太郎は頭を抱える。ティアの言葉に乗っかったエルファリアの主張は正論だ。しかし危険なのは事実。彼女が言うままに人間の多い場所へ出す事には抵てい抗こうがあった。そうして考え込んだ孝太郎に、クランが助け船を出した。

「ふぅ………ベルトリオン、ここは一つ考え方を変えませんこと？」

「どういう事だ？」

「あなた一人ではなく、わたくし達十人全員でエルファリアさんを守るんですわ。そうすればどのような状況でも、エルファリアさんが攻撃を受ける可能性は低くなりますわ」

　早苗の霊れい力りよく、ゆりかと真希の魔ま法ほう、キリハの霊子力技術と頭脳、ティアとルース、クランの科学技術、静香の竜りゆうの力、そして晴海のシグナルティン。全員の力を結集してエルファリアを守る事に集中すれば、確かに攻撃を受ける前の段階で彼女を逃にがす事が可能かもしれない。それにエゥレクシスと真ま耶やなら、防ぼう御ぎよを固めている場所をわざわざ攻撃してくるとも思えない。強固な防御を固める事自体が、エルファリアを守る。孝太郎にもクランの言いたい事はよく分かった。

「………それしかないかぁ………」

　よくよく考えた結果、孝太郎は渋しぶ々しぶエルファリアの外出に同意した。

　早苗やクラン、ルースが敵を早々に発見し、ゆりかが事前に準備した魔法でエルファリアを安あん全ぜん圏けんへ移動させる。敵の追つい撃げきは残りのメンバーで防ぐ。全体の指揮をキリハに任せれば、より安全で確実な護衛が出来るだろう。孝太郎の頭の中には、そんな計画が出来上がっていた。

「さぁ行きましょう、レイオス様！　未知の惑わく星せい、地球を探検です！」

「………エル、お前いい死に方しないぞ」

「レイオス様自ら殺して頂けるんですの!?」

　エルファリアの笑顔は明るく、はち切れそうだった。

「………この野郎………出来ないと分かっていて言ってやがるな………」

　そうやって孝太郎が頭を抱えたところで、何故かクランが笑い始めた。

「おほほほほほほほほっ！」

「な、なんだ唐とう突とつに」

「いい気味ですわっ！　わたくし、いつもあなたに対してそんな気持ちでおりますの。おほほほほほほほっ！」

　日ひ頃ごろクランが孝太郎に味わわされている気持ちを、今は孝太郎がエルファリアに味わわされている。クランには笑いが止まらない状況だった。










　エルファリアの護衛は孝太郎達たち十人が行う事になったのだが、一行の様子は護衛というよりも一緒に遊びに行くという雰囲気の方が強かった。エルファリアも皇帝の衣装ではなく、目立たないように地球製の服に着き替がえている。おかげでパッと見では、日本へ観光にやってきた外国人を案内している少女達の一団にしか見えなかった。

「母上、これはたこ焼きというものです」

「タコヤキ？　丸くて不思議なものですね。察するところ、食べ物のようですが」

「ルース、詳くわしい説明を頼む」

「はい、殿下。エルファリア陛下、たこ焼きは地球の一いつ般ぱん市民が好んで食べる間食の一つで、非常に高い人気を誇ほこります」

「我わが国くにで言うところの、ラクルンのようなものですか？」

「イメージ的には近いのですが、もう少し普通の食事に寄ったものです」

「説明よりも先に食べて貰えばいいじゃない。その方が面おも白しろいし」

「シズカの言う通りじゃ。母上、食べてみて下され」

「ふふふ、はいはい。………あつつっ」

　エルファリアは恐おそる恐るといった様子でたこ焼きを口に入れる。そして予想とは違う味と、思った以上に中身が熱いので、目を白黒させる。少女達はその周りを取り囲み、期待通りのエルファリアの反応に、笑顔を覗かせていた。

「たこ焼きかぁ………」

「真希ちゃんはぁ、たこ焼きは好きですかぁ？」

「あまり食べた事がないから、よく分からないわ」

「じゃあ食べてみればいいんですよぅ。里さと見みさーん！」

　ゆりかは少女達の輪から抜ぬけ出し、少し離はなれた場所で周囲の様子を窺うかがっていた孝太郎に駆かけ寄よる。そして満面の笑みで両手を差し出した。

「真希ちゃんにぃ、たこ焼きを買ってあげたいのでぇ、お金を下さいぃ！」

　ゆりかは貧びん乏ぼうな癖くせに無計画なので、金銭的な余よ裕ゆうがない。そこで孝太郎に支し援えんを求めに来た。孝太郎なら何とかしてくれるだろうと、ゆりかは漠ばく然ぜんと信じているのだ。

「お前、遂ついに堂々とお金を寄よ越こせと言うようになったな？」

「駄目ですかぁ？」

　ゆりかは残念そうに首を傾かしげる。

「………ちょっと待ってろ」

　孝太郎は渋々といった調子で財さい布ふを開け、中から千円札を引っ張り出した。孝太郎はゆりか単独のお願いなら拒きよ否ひしたところなのだが、日頃から殆どわがままを言わない真希の為ためであるなら断る訳にもいかない。無計画ではあるが、ゆりかが真希の為に行動しているのは事実なのだ。

「ホレ」

「ありがとうございますぅ！　真希ちゃんっ、たこ焼き買いますよぅ！」

「え、ええ………ありがとうっ、里見君っ！」

　目を輝かせたゆりかに手を引かれて連れていかれながらも、真希は孝太郎に礼を言うのを忘れなかった。だから孝太郎は自分の判断が間ま違ちがっているとは思わなかった。

「孝太郎、最近ゆりかを甘あまやかし過ぎじゃない？」

　すると早苗がやってきて、孝太郎に軽く体当たりする。その顔は軽く膨ふくらんでおり、不満そうだった。

「仕方ないだろ。藍あい華かさんの為だって言われたら」

「そういう事を言ってるんじゃないのっ」

「じゃあ、どういう事なんだ？」

「ホレ、撫なでれ。デロデロに愛情を込めて、あたしも甘やかせ」

　早苗は孝太郎の方に頭を差し出す。実は早苗の不満は、自分も構って貰いたいというだけだった。

「わかったわかった」

「撫でると同時に、言葉でも愛情を表現」

「いつもありがとうございます、早苗お嬢じよう様さま」

「結構！」

　散々孝太郎に撫でられて満足したのか、早苗は少女達の輪の中へ戻っていった。そして真希からたこ焼きを分けて貰ったりし始める。早苗には別段、真希やゆりかに対して悪い感情はない。本当にただ、孝太郎に甘えたかっただけなのだ。

「クランさんならこういうアクセサリーも可愛かわいいと思うんですけれど」

「そんなもの着けていたら、ベルトリオンに笑われてしまいますわっ！」

「そうかな。我は、確かに孝太郎は口では色々言うだろうが、心の内側では褒ほめそうな気がするが」

「母上、お味はどうでしたか？」

「見た目の可愛さと、結構しっかり目の味付けが、癖になりそうです」

「おやかたさまはここのたこ焼きが大好きでいらっしゃいます」

「ゆりか、あんたも我が慢まんしてないで真希から一個貰えばいいのに」

「駄目ですよぅ。それは真希ちゃんの為に買ったんですからぁ」

　ぐぅぅぅ

「………いいから食べなさい。これ以上、あなたにだらしない顔させておく訳にはいかないわ」

「いいんですかぁっ、真希ちゃぁんっ!?　初めて出会った時から、ずっといい人だと思ってましたぁっ!!」

「絶対嘘うそよね。調子いいんだから、ゆりかちゃんは………ふふふっ」

　エルファリアと少女達は元気にはしゃぎ続ける。その元気さは、真夏の太陽に負けないぐらい。
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　―――先日の戦いの事を思えば、これぐらいは許してやりたいよな………。

　孝太郎は護衛がおろそかになる事を心配しつつも、エルファリアと少女達が楽しそうに笑い合っている事を、素す晴ばらしい事だと感じていた。だから少女達の代わりに、周囲の様子に気を配り続ける。今の孝太郎にとって、守らねばならないものは、エルファリアだけではないのだった。










　エルファリアは駅前で地球の町の雰囲気を堪たん能のうした後、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校へ向かった。ティアや孝太郎が勉強している学校の様子を見ておきたいと思ったからだ。夏休み中という事もあって中には入れなかったが、エルファリアはとても興味深そうに校舎や校庭の様子を眺ながめていた。そんなエルファリアの様子を見て、孝太郎は彼女もやっぱり母親なのだなと思った。

　それが済むと、一行はそのまま山を登って、孝太郎のアルバイト先である遺い跡せきの発はつ掘くつ現場へと足を延ばした。これはエルファリア自身が考古学者であったためだ。もちろん伝説の青騎士がやっているアルバイトに興味があったという理由もあるのだが。

「エル、この建物の中にあるのは全て、そこの遺跡からの出土品だ。班長が言うには、ここに展示されているのは、全体の十パーセントくらいらしい」

　孝太郎が最初に案内したのは、発掘現場に併へい設せつされている展示室だった。プレハブ造りの仮設の展示室だが、既に発掘が長期に亘わたっているおかげで展示物の量は驚くほど多い。展示用のケースに納められた出土品が、所ところ狭せましと並べられていた。

「これが地球の古代文明の名な残ごり………レイオス様、これは何年ぐらい前のものなのですか？」

「一万年ほど前のものらしい。根こん拠きよは土器に混じっていた有機物の炭素のなんたらの含がん有ゆう量りようがどうのこうのって。俺にはよく分からないんだが」

「放射性炭素方式の年代測定ですね。それなら大まかな数字は間違いありませんね」

　エルファリアは展示物を順番に眺めていく。孝太郎にとってはただの壺つぼの欠片かけらや矢や尻じりにしか見えないのだが、エルファリアはその一つ一つに瞳を輝かせている。皇こう帝ていになる前には熱心な考古学者だったので、この場所はエルファリアの天国だった。しかも異星人の古代文明に触ふれる機会など滅めつ多たにないので、より力が入るエルファリアだった。

「しかし………奇き妙みようですね。このレベルの文明が一万年前に存在していたのなら、地球の文明はもっと発達している筈はず。計算が合いません」

　エルファリアは首をひねる。目の前に並んでいる出土品の水準を、フォルトーゼの文明と比ひ較かくすると、現代の地球の文明はもう数千年分先に進んでいる必要があった。これはエルファリアの感覚からすると、奇妙な出来事だった。

「大規模な天災？　それとも戦争で滅ほろぼされた………？」

「よく分かるな、エル。今その事で、偉えらい人達がもめてるんだ。この高度な文明は、なぜ受うけ継がれなかったのかって」

「やはり………結論は出たのですか？」

「いいや。地層の分ぶん析せきからは天災や戦争の痕こん跡せきはないらしい。だから閉へい鎖さ的てきな文明であったか、飛び地過ぎて他の文明との接点がなかったか、あるいは流行はやり病で滅んだか、みたいな議論が続いてるらしい」

「興味深い遺跡ですね。私が自分で発掘したいくらいです」

「おいおい」

「ふふふ………それでレイオス様、これはなんですか？」

「ああ、これは―――」

　エルファリアと孝太郎は展示を順番に見ながら活発な会話を続ける。自分の大好きな考古学の話題なので、とても嬉うれしそうだった。彼女の周りには、考古学の話題に付き合える人間はいないのだ。その点、発掘作業でその手の知識を多少身に付けた孝太郎は、エルファリアにとって格好の話し相手だ。孝太郎の知識が不完全であるが故ゆえに、一層饒じよう舌ぜつになるエルファリアだった。










　そんな孝太郎とエルファリアの様子を、少女達は離れた場所から見守っていた。考古学はよく知らないので話題に入り辛づらかったのと、孝太郎とエルファリアの間にある不思議な空気に割って入るのが躊躇ためらわれたのだ。

「ねぇ、ティアちゃん。里見君とエルファリア陛下って、過去の世界から帰ってくる時に出会っているのよね？」

「うむ。帰ってくるのに必要なパーツを買おうと出てきたところで、母上に見付かったそうじゃ」

「それだけにしては、あの二人の雰囲気は不思議なのよね」

　この静香の疑問は、多くの者達に共通するものだった。

　孝太郎とエルファリアは二十年前に一度出会っている。そして最近になって再会した訳なのだが、それだけにしては二人の作る空気が特とく殊しゆ過ぎる。似たような関係にあるキリハとも、何かが異なっているように感じられるのだ。

「そのあたりの事はクラン殿下がお詳しい筈ですが」

　ルースがそう言うと、少女達の視線が自然とクランに集まる。するとクランはそっと首を横に振った。

「………ノーコメントですわ」

「なんでよ？　ケチケチしないで教えてくれたっていいじゃない」

「エルファリア陛下はわたくし達以上に自由のない生活をなさっていますの。あの方が何を思っているのかは申し上げられませんけれど、その思いのままに生きられないのは確かでしてよ。だから今ぐらい、そっとしておいてあげて欲しいのですわ」

　クランは二十年前のエルファリアが、孝太郎に想おもいを寄せていた事を知っている。それが今もなお続いているのかどうかは分からない。しかし仮に今も続いていたとしても、皇帝という立場と、ティアの母親という立場が、その想いを許さない。だから今だけはそっとしておいてあげて欲しい。それがクランなりの友情の表し方だった。

「ふぅん。眼鏡っ子、カッコイイね」

　クランの言葉から真しん摯しな想いを感じ取り、早苗は笑顔を作る。正確な事情はよく分からないものの、クランの言葉が正しい事はおぼろげながらに分かる。早苗自身も幽ゆう霊れいであった頃ころに、自分は孝太郎とは結ばれないのだと悩なやんだ時期がある。だからエルファリアが本当に孝太郎の事が好きであれば、どんな想いでいるのかは想像がつく。故に早苗はクランが言う通りに、エルファリアの事をそっとしておいてやりたいと思った。

「母上の気持ち、か………」

　それはティアが想像した事がなかった内容だった。考古学者であった母親が、青騎士に対して強い思い入れがあった事は想像に難かたくない。場合によっては、本当に孝太郎に想いを寄せていたのかもしれない。そんな孝太郎のもとへ、ティアを送り出した気持ち。そして二十年後に再会し、再び言葉を交かわす気持ち。まだ若いティアには、想像つかない事ばかりだった。

「真実が何であれ、二十年ぶりに再会した方に、しばらく時間を差し上げるのは間違いではないと思います」

　晴海が話をまとめる。彼女がそう感じるのは、もしかしたら彼女の中に潜ひそむ、アライアの思い故なのかもしれなかった。

「私もそう思います。それにいい女って、変に勘かんぐったりしないものですから」

　真希が晴海の言葉に同意する。言葉にしたのは真希だけだったが、多くの少女が同じ思いだった。エルファリアは、彼かの女じよ達のように毎日孝太郎と触れ合える訳ではない。だからせめて、今日のような日ぐらいは自由でいい筈。彼女達はそのように考えていた。










　しばらく孝太郎と二人だけで遺跡の発掘物を眺めていたエルファリアだったが、ある発掘物の前で不意に足を止めた。

　―――これは………？

　発掘物の中に、気になるものがあった。それは数十センチ四方の石板で、表面に何かの模様が彫ほり込まれている。そしてエルファリアは、その模様に見覚えがあるような気がしたのだ。

　―――フォルトーゼのどこかの家の家か紋もんに似ている気がするけれど………一体どこの家だったかしら？　ええと………。

　その石板が彼女の興味を惹ひいたのは、刻まれた模様がフォルトーゼ様式の家紋に見えたからだった。しかし模様は完全にはフォルトーゼ様式ではなく、全体的にデザインが崩くずれたような雰囲気だった。おかげで似ている家紋をはっきりと思い出すには至らず、エルファリアをもどかしい気持ちにさせていた。

「どうした？」

「いえ………なんでもありません。気のせいだと思います」

　しかし最終的に、エルファリアは石板の事を気のせいだと片付けた。一万年前の遺跡から出土した石板に、フォルトーゼの家紋に似た模様が刻まれている。普通に考えれば単なる偶ぐう然ぜんの一いつ致ち。考えていても仕方のない問題だった。

「ふふ」

　するとそんなエルファリアに向かって、孝太郎が小さく笑い声を漏もらす。不思議に思ったエルファリアは孝太郎を見上げて首を傾げる。その時にはもう、石板の事はすっかり意識の外だった。

「どうなさいました？」

「エルも考え込んでいる時は、皇帝陛下の顔だったからさ」

　孝太郎の答えにエルファリアは一いつ旦たん目を丸くすると、すぐに目を細めて微笑ほほえんだ。

「レイオス様にだけは、なるべく見せたくない顔なのですけれど」

「かもな。お前もティアも、限界ぎりぎりのところで皇帝向きじゃないんだ」

「レイオス様がそれを御ご存ぞんじでいて下さるなら、私は皇帝をやっていける気がします」

　孝太郎は微笑むエルファリアを見ながら思う。

　エルファリアとティアは、厳密に言えば皇帝向きではない。優やさしい心や、人としての迷いが、彼女達の心のうちに存在しているから。皇帝は時にその心を押おし殺ころして、決定しなければならない時があるのだ。

「そんなに重大な責任を背せ負おわすなよ」

「あら、私が皇帝になったのは、レイオス様と同じくらいの年とし頃ごろですよ？　ふふっ」

　しかし反対にこうも思う。皇帝に必要な資質は、皇帝向きではない事なのではないか、と。皇帝の決定が時に人の尊厳を傷付けるなら、エルファリアとティアの胸のうちにある深い愛こそが、その傷を最小限に押し留とどめるのではないか―――孝太郎はそんな風に考えているのだった。










　敵が来なくてもずっと周囲への警けい戒かいを怠おこたらないでいた孝太郎だったが、少女達が早々にそれに気付いて交代で休きゆう憩けいを取ることになってしまった。元々護衛の人数は十分に多く、しかも休憩なしでは能率が落ちると言われては、孝太郎は何も言い返せなかった。

「よし、次はあれじゃ！」

「射的か。俺にあれで挑いどもうなど十年早い」

「ふふふ、わらわの射しや撃げきの技術は知っていよう！　負ける筈がない！」

「どうかな。ふふふふっ」

「あっはっはっはっはっ」

　孝太郎とティアは二人で射的の出店へ向かう。孝太郎達は今、夏祭りの会場である吉祥神社の境けい内だいにいる。地球の文化に触れたいというエルファリアたっての希望で、この場所を訪おとずれたのだ。そして孝太郎とティアは、同じタイミングで休憩の順番が回ってきた。それで二人一いつ緒しよに境内に立ち並ぶ出店を回っていたのだった。

「なんだったらハンデをくれてやるぞ」

「必要ない！　そなたの主人の力を存分に見せ付けてくれる！」

　二人は肩かたを寄せ合うような格好で、射的屋のバネ仕じ掛かけの銃じゆうを構える。そして先を争あらそうように銃を撃うち始めた。

　ぽんっ、ぽぽんっ

　射的で使われる銃は、バネと空気圧を使ってコルク製の銃じゆう弾だんを発射する仕組みになっている。作りはいい加減で、銃じゆう身しんの歪ゆがみも少なくない。おかげで発射された弾たまは真まっ直すぐには飛ばず、二人とも狙ねらった的には当たらなかった。

「この銃の癖を先に掴つかんだ方が勝ちじゃの………ならばわらわの勝ちじゃ！」

　一発撃ったところで、ティアは自身の勝利を確信する。

　総合的な戦せん闘とう能力では彼女と孝太郎には大きな差はないが、射撃の技量に限ればティアが圧あつ倒とうしている。現にたった一発撃っただけで、彼女は銃の癖を掴みつつあった。

「甘いな、ティア！　射的は技術だけで勝敗は決まらない！」

「なんじゃとっ!?」

　孝太郎は射的場のカウンターから身を乗り出すようにして銃を的へ向ける。カウンターから的までは何メートルもないので、それだけで的までの距きよ離りは大きく縮まった。そうなると弾の飛距離は短くなり、狙いもその分安定する。孝太郎はそうやって技術の低さを体格でカバーする訳だった。

　ぽんっ、ぱしんっ

「よしっ、チョコレートゲット！」

「おのれコータローめっ！　身体からだばかり大きくなりよって！」

　対するティアは身体が極きよく端たんに小さいので、身を乗り出しても孝太郎ほどには的までの距離が縮まらない。彼女は射撃の技量だけで勝負しなければならなかった。

　ぽんっ、ぱしっ

「よし！」

「やるな、ティア！」

「フォルトーゼの皇女に敗北はない！」

　孝太郎とティアは言い合いをしながら次々と発はつ砲ぽうを繰くり返す。今の二人は、相手に勝つ事だけが全て。他の事は全て頭の中から抜け落おちていた。










　大おお騒さわぎを続ける孝太郎とティア。そんな二人を見つめる瞳があった。それはティアの家臣であるルース、そして母親のエルファリアだった。

『コータロー、そなた家臣ならもう少しわらわへの愛情を示すのじゃ！』

『それとこれとは話が別だ！　俺は遊びでは手を抜かない主義だ！』

　二人の視線の先では、今もなお孝太郎とティアの激げき突とつが続いている。強い絆きずなで結ばれた二人だが、今も衝しよう突とつは少なくない。特に競技や遊びにおいてはそうで、時には殴り合いに発展する事さえあった。

「ティアは本当にレイオス様の事が好きなのですね」

　だが両者の激突を前にしても、エルファリアの笑え顔がおは崩れない。彼女は二人の激しい衝突が、お互たがいへの甘えである事をよく理解しているのだ。

「はい。おやかたさまは特別です。殿でん下かはあの方に際限なく愛情を注ぐ事を恐れておられません」

「そういう相手に巡めぐり逢あえたのは、きっと幸せな事なのでしょう」

「仰おつしやる通りかと」

　ルースもエルファリアと同じ意見だった。また、それが真実である事を自分自身で体験してきた。孝太郎は愛したい相手。そして、愛されたい相手だった。

「あれほど苛か烈れつな愛され方は、ティアにしか出来ない事なのでしょうね」

「わたくしの場合は、おでこを軽く叩たたかれるのがせいぜいでございます」

　ルースはティア同様に激しい関係を望んでいる。しかし孝太郎はルースの性格の問題からティア同様には扱あつかえずにいる。だが扱いが違えど、大事にされていない訳ではない。孝太郎は恐らくティアとルースを同列に扱っている。ただ単に、大事にする方法が異なっているのだ。

「ティアはティアで、ルースのように大切にされたいと言いそうですけれど」

「いつも仰っておいでです」

「ふふふ、やっぱり………」

　エルファリアはティアと孝太郎の様子を見つめながら、嬉うれしそうに目を細めた。その瞳にはティアへの深い愛情が宿っている。それを感じたルースはエルファリアがティアの母親である事を再さい認にん識しきした。そしてもう一つ、エルファリアの瞳に宿る輝きがあった。それは孝太郎への強固な信しん頼らいだった。

「陛下は、おやかたさまの事を信頼なさっているのですね」

「それはそうですよ。レイオス様はフォルトーゼの救世主、伝説の人物なのですから」

「いいえ、そういう意味ではございません。わたくしと殿下は、たとえおやかたさまが青騎き士しでなくとも、命を預ける覚かく悟ごがございますれば」

「ルース………」

　エルファリアは一いつ瞬しゆんだけ目を丸くした後、笑いながらルースに頷うなずいた。

「そうですね。確かに私も、レイオス様が伝説の青騎士でなくとも、ティアをお任せした事でしょう。強くて優しいくせに、酷ひどく弱くて臆おく病びような、あの騎士様に………」

　エルファリアは覚えている。定められた運命から抜け出せずに苦く悩のうしていた孝太郎の姿を。そしてその中にあってなお、必死で人を守ろうとした姿を。だからエルファリアは信じるのだ。その強く誇り高たかき心が、深い苦悩の内より出いでたものだと分かっているから。孝太郎が伝説の青騎士であるかどうかなど、エルファリアにはそう重要な問題ではないのだった。

　―――陛下のおやかたさまへの信頼は、果たして騎士へ向けられたものか、それともおやかたさまそのものへ向けられたものか………。

　エルファリアの信頼が強固であるだけに、ルースには新たな疑問が生じる。二十年前のエルファリアは、孝太郎に想いを寄せていたのではないかと。そしてルースはそれを確かめてみたくなった。

「陛下、失礼を承知で―――」

「母上、ルース、ちょっと来て下されっ！」

　しかし実際にルースがそれを尋たずねる前に、突とつ然ぜんティアがやってきてエルファリアとルースを何ど処こかへと連れていってしまう。

「コータローの奴やつっ、わらわが相手であるのに、全く手を抜いてくれぬのです！　母上とルースも手伝って下されっ！」

「あらあら、まあまあ」

「分かりました。お手伝い致いたします」

　ティアが二人を連れていったのは、孝太郎とティアが対決の真っ最中である出店のうちの一つ。ティア同様に孝太郎と張り合うのはルースの望みでもあったから、彼女は疑問を一旦忘れて、ティアの要望に応こたえた。

「ほう、援えん軍ぐんを連れてきたか」

「何とでも言え。考えてみれば身体の大きさも経験も、わらわには大きなハンデがあるのじゃ」

「お力になります、殿下」

「私が来たからには、もうレイオス様の好きにはさせませんよ。いいですね、ティア、ルース」

「はい、母上！」

「仰おおせのままに、皇帝陛下！」

　そうして孝太郎達は四人で一緒に遊び始める。その姿は楽しげで喜びに満ち、皇族と騎士というよりは、母はは娘ことその幼おさな馴な染じみ二人という表現が相応ふさわしかった。おかげで、通りすがりの夏祭りの参加者の多くが四人に目を向けていたが、可愛いけれど騒そう々ぞうしい外国人達だという以上の感想は抱いだかなかった。










　夏祭りの会場で繰り広げられた孝太郎とティアの対決は、当初は孝太郎に有利で進行していた。射的ではリーチの差を生かして勝利、金魚すくいでは手先の不器用なティアに熟練の技を見せつけた。だが後半はそうもいかなかった。ティアはエルファリアとルースを味方に付けて巻き返しを図はかった。慎しん重ちようなルースはカタヌキで完勝。交こう渉しよう力りよくに優すぐれたエルファリアはヨーヨー釣つりで二個オマケして貰もらった。勢いに乗ったティアは輪投げで孝太郎に競せり勝かち、総合成績ではティア達の勝利で幕を閉じた。

「おーっほっほっほ、コータロー、わらわはラムネが所しよ望もうじゃ。ルースと母上の分も合わせて、三本買ってくるのじゃ！」

「ちっ、勢い付きやがって」

「コータロー、そなたにはわらわの分を半分飲ませてやるから、拗すねとらんでさっさと買って参れ」

「仕方ないなぁ………行ってくる」

「うむ、苦しゅうない」

　当初は反発もあったのだが、ティアがあっさりと言ってのけた『半分飲ませてやる』という言葉を聞いて、孝太郎は彼女の要求通りラムネを買いに出かけた。どっちが勝っても結果は同じであった事に気付いたからだ。それに今日使うお金は全て、孝太郎がティアから貰っている騎士の俸ほう給きゆうから出ている。だから先さき程ほどの対決は本当に、孝太郎とティアのじゃれ合い以上の意味はないのだった。

「おやかたさま、もうすぐ花火大会が始まってしまいますので、ここではなく展望台の方へ直接向かって下さい」

「分かりました」

「行ってらっしゃい、レイオス様」

「寄り道するでないぞ」

「するかっ！」

「ホレホレ、急がんと花火大会が始まってしまうぞ」

「おっと」

「行ってらっしゃいなのじゃ」

　ティアはひらひらと手を振ふりながら、孝太郎を見送る。するとその場所には、ティアとルース、エルファリアの三人が残された。正確には護衛を務める七人の少女達の姿もあるのだが、彼かの女じよ達はティアとエルファリアの邪じや魔まにならないように、ある程てい度どの距離を取っていた。そして彼女達は、孝太郎の姿が見えなくなってから、展望台へ続く遊歩道を登り始めた。










　神社の境内から遊歩道を登る事しばし。ティア達は神社のある山を更さらに登ったところにある展望台に辿たどり着ついた。そこは大きく視界が開けていて、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市を一望できる。これから始まる花火大会を見るには良い場所なのだが、交通の便が悪い事と、照明が施ほどこされていないので夜になると真っ暗である事が災わざわいして、地元の人間は利用しない。だが六畳間の少女達にはどちらも関係ないので、この場所を利用する事が出来る。おかげで展望台は彼女達の貸切だった。

「母上、この国の技術は我が国よりも遅おくれておりますが、花火に限ってはそうではありません。間違いなく、この国の花火はフォルトーゼのものよりも優れております。存分にお楽しみ下さい」

　ティアは両手を大きく広げるようにしながら、エルファリアに夜空を指し示す。ティアは大きな爆ばく発はつと共に夜空に大輪の花を描えがき出す日本の花火が大好きなので、是ぜ非ひエルファリアにも見て貰いたいと思っていた。

「ふふふ、ティア、あなたは本当に成長しましたね」

「母上？」

　しかしエルファリアの興味はティアに向いていた。そんな母親の様子に、ティアは不思議そうに首を傾げた。

「しばらく前のあなたなら、たとえ花火であろうと、フォルトーゼの技術が、この星の技術に劣おとっている等とは認めなかったでしょう」

「そうかもしれません」

　エルファリアの指し摘てきはティアにも自覚があった。今にして思うと、孝太郎と出会ったばかりの頃の自分は、思い出すだけで恥はずかしくなるような事ばかりしていた。可能であるなら、過去の自分に説教したいくらいだった。

「コータローや皆みなのおかげで、わらわは少し大人になる事が出来ました」

　しかしその恥ずかしくなるような事の積み重ねが、今のティアを形作っている。だから説教はしたいが、過去の出来事を否定したくない。ティアの心境は複雑だった。

「自己の不完全さを認め、他者に寛かん容ようになるのは簡単な事ではありません。ティア、いい友達を持ちましたね？」

「はい！　皆、大切な友達です！」

　ティアは距離を取って様子を見ている少女達に目を向ける。すると彼女達は少しだけ照れ臭そうに微笑む。他国の最高指導者に褒められるのは光栄だったし、友人の母親に褒められるのは何だかくすぐったい気持ちがあった。

「でも、一番はやはりレイオス様ですか？」

「あ、え、えと………はい………」

　ティアは段々顔が赤くなり、その声が小さくなっていく。好きになった男性を母親に知られるのは、ティアにとっても恥ずかしい出来事だった。おかげでティアの声は、後方に控ひかえる少女達には聞こえなくなっていた。そして彼女は両手を合わせて指先をくねくねとこね合わせながら、エルファリアに気持ちを明かした。

「………あやつのおかげで、わらわは………人を愛するという事を………その………」

「気持ちは分かります。良い恋こいをしましたね、ティア」

「母上………」

　話を聞いたエルファリアは優しげな顔で微笑んでくれたので、安あん堵どしたティアはホッと胸を撫で下おろした。しかしそうやって安堵した時、ティアはエルファリアの言葉の中に、気になる言葉が含ふくまれている事に気が付いた。

　―――母上は『気持ちは分かります』と仰った………という事は………。

　ティアは大おお真ま面じ目めな表情に戻もどると、真っ直ぐにエルファリアを見つめる。背せ丈たけはエルファリアの方がずっと高いので、ティアは彼女の顔を見上げるような格好になった。

「母上、もしかしたら母上は、二十年前にコータローと出会った時に、あやつを好きになったのではありませんか？」

　そんなティアの真っ直ぐな瞳ひとみと言葉を受け、エルファリアはほんの一瞬たじろいだ。その豊かな金色の髪かみが僅わずかに揺ゆれる。しかしエルファリアはすぐに笑顔になると、ティアに向けて首を横に振った。

「………それはそうですよ。あの方は伝説の青騎士ですもの」

「そういう意味ではなくて………一人の男性として、です」

　しかしティアは引き下がらない。ティアには半ば確信があった。エルファリアが何気なく零こぼした『気持ちは分かります』という言葉には、真しん実じつ味みがあったから。

「そんな筈はないでしょう。あの方は二十歳も年下………いかに伝説の人物であろうと、恋れん愛あいの対象ではありません」

「信じません！　母上のお立場ならそう仰るしかありませんから！」

「ティア………」

「どうか本当の事を仰って下さい!!　母上はコータローの事を今も愛しておいでなのでしょう!?」

「それは………」

　エルファリアは言葉に詰つまり、すぐには答えられなかった。そんな彼女が再び言葉を口にしたのは、ティアの質問からたっぷり十数秒が過ぎてからの事だった。

「………ティア。あなたは何も心配する事はありません。私とレイオス様の出会いはずっと過去の出来事。今の私達には何の関かかわり合いもない事なのです」

「………母上………」

　エルファリアは結局、答えをはぐらかした。しかしティアには、はぐらかす直前の長い沈ちん黙もくが、エルファリアの複雑な胸の内を示しているような気がしてならなかった。

「ティア………あなたは本当に優しい子ね………」

　考え込んで立たち尽つくすティアを、エルファリアが優しく抱き締しめる。エルファリアは自分を思おもい遣やってくれるティアの気持ちが嬉しかった。思わず両目から涙なみだが零れ落ちそうになる程ほどに。

「娘が母親の幸せを願うのは、当たり前ではありませんか」

「そうですね………その当たり前の幸せを、噛かみ締めているところです」

「………母上………」

　ティアはエルファリアの事を抱き返した。こうして母親と抱き合う事は当たり前なのだが、本当に幸せな事だった。成長したティアだから、特にそう思う。だからティアは、答えが得られなかった事については、もうしばらく目を瞑つぶる事に決めたのだった。










　ラムネを買って遊歩道を駆かけ上あがった孝太郎は、展望台に入ったところで足を止めた。抱き合うティアとエルファリアの姿が目に入ったからだった。

「お母さん、か………」

　エルファリアがティアと一緒にいるところは何度も見ているが、今のように直接的な母親らしさを感じさせるような状じよう況きように遭そう遇ぐうしたのはこれが初めてだった。

「おやかたさま、いらっしゃっておられたのですね」

　足を止めた孝太郎に気付き、ルースが歩み寄っていく。ルースにもティアとエルファリアを邪魔してはいけないという気持ちが働いていて、孝太郎がやってきたのを機にあえて距離を取った彼女だった。

「………」

　しかしルースが目の前までやってきても、孝太郎はじっと立ち尽くしたまま何も答えなかった。

「おやかたさま？」

　不思議に思ったルースがもう一度呼よび掛かけると、それでようやく孝太郎は彼女に気が付いた。

「ああ、ルースさん」

「どうかなさったのですか？」

「どうって程ではないんですが………エルはお母さんになったんだなって、そんな当たり前の事に驚おどろいていたんです」

　孝太郎は苦く笑しようしながらルースにラムネの瓶びんを一つ手て渡わたす。ルースはその瓶を受け取りながら、孝太郎の表情を観察する。するとルースには、孝太郎がただ驚いただけとは、思えなくなった。

「おやかたさまは、亡なくなったお母様が恋しいのですね」

「男としては答えにくい話ですが………そういう感情がないと言えば嘘うそになりますね」

　孝太郎は正直に肯こう定ていした。既すでに孝太郎とルースは、母親の事を嘘で隠かくさなければならないような、浅い関係ではなかった。

「正直、ティアが羨うらやましく思えました」

「それは人間として当たり前の感情です。わたくしだって、故郷の両親が無む性しように恋しくなる時があります」

「カッコ悪いから、皆には黙だまっていて下さいね」

「はい」

　そしてルースが小さく笑いながら頷いた時だった。

　ひゅるるるるるるる………ドンッ

　大きな爆ばく発はつ音おんと共に、夜空に大輪の花が咲さいた。その花はぱちぱちと音を立てながら燃え続け、ほんの数秒で姿を消す。それは尺玉ほどではないものの、比ひ較かく的てき大きなサイズの打ち上げ花火。花火大会が始まったのだ。

「母上、始まりましたぞ！」

「まぁ………この国の花火は本当に花のようですね」

　そして花火が打ち上がり始めた事で、ティアとエルファリアの身体が離はなれる。二人は展望台の手すりに寄より掛かるようにして、並んで花火を眺ながめ始めた。

「おーい、ティア、エル！　ラムネ買ってきたぞ！」

「おお、待ちかねたぞ、コータロー」

「わざわざ申し訳ありませんでした、レイオス様」

　孝太郎はティアとエルファリアに駆け寄っていく。先程までは抱き合っていたので遠えん慮りよしたのだが、今はもう遠慮は要いらなかった。

「感謝しろよ、二人とも」

「うむ、もちろんじゃ。青騎士に使い走りをさせたのは、フォルトーゼの歴史上わらわ一人だけの筈じゃからの」

「変な感謝の仕方するなよな」

「私はいつもレイオス様に感謝していますよ」

「お前の感謝には絶対裏がある」

「おやまあ」

　そうして孝太郎はティアやエルファリアと言葉を交わし始める。ルースの理想通りに話が進めば、ティアはやがて孝太郎と結ばれ、この風景は日常的なものになる。そうなるとエルファリアは孝太郎の―――

「あっ………」
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　その時、ルースはある事に気が付いた。

「………もしかして、エルファリア陛下は………」

　それはエルファリアの真の狙いだった。

　もしかするとエルファリアは、孝太郎の周りにいるどの少女にも出来ない事をしようとしているのではないか。その意味もあって、ティアと孝太郎を結び付けようとしているのではないか。ルースはそれを疑い始めていた。

　ティアと孝太郎が結ばれる事で、副次的に究極の関係が生じる。そこへ飛び込む事が出来るのは、今のところエルファリア一人きり。他の九人の少女達には、決して出来ない事だった。

　それは孝太郎の母親になる事。

　ティアと孝太郎が結ばれれば、義理とはいえ、エルファリアは名実共に孝太郎の母親になる。それは孝太郎の心の傷を癒いやす、究極の手段と成り得るかもしれない。エルファリアだけが、恋愛や結けつ婚こん以上に、孝太郎の特別な存在になる可能性を秘ひめていたのだ。

「………まさか………そんな事を………」

　確証はない。

　だがルースには、エルファリアならやりかねないという、強い確信があった。

　そしてエルファリアには恐おそらく、それをする強い動機が、存在しているのだった。
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　夏休みを満まん喫きつしている六畳間の少女達たちに比べると、孝こう太た郎ろうはアルバイトをしている分だけ若じやつ干かん忙いそがしい。

　だがティアから騎士の俸給が出ているので、実のところ孝太郎にはアルバイトをする必要はない。今日までに孝太郎がティアから貰もらった俸給を合計すると、小さな家なら簡単に買える額になる。

　だが孝太郎は、そのお金を自分の生活の為ために使うつもりはなかった。俸給は貯ためておいて、遊びに出掛けた時などに、皆みんなの為に使うようにしている。孝太郎には、自分とティアの関係から生じたものを、純じゆん粋すいな意味でのお金として使う事が出来なかった。ティアから貰った俸給が、カップ麺めんやトイレットペーパーに変わる事が、孝太郎の感覚に馴な染じまなかったのだ。しかしそれが皆で遊ぶ為の浮うき輪わやレジャーシートに変わる分には、抵てい抗こうは感じない。人間関係から生じたものが、人間関係に戻っていくのは、孝太郎にも自然に感じられるのだった。

　そんな訳で孝太郎は、高校生にあるまじき大きな資産を持ちながら、アルバイトを続けている。周囲にいる少女達は、そんな不器用な生き方しか出来ない孝太郎を笑う。しかし彼女達は笑いながらも、そんな孝太郎の不器用さを愛している。孝太郎がアルバイトを続ける事は、遠回しに少女達を大切にしているのだと分かっているのだ。だから少女達はアルバイトを止めろとは言わない。ただ微笑ほほえましい気持ちで見守るのだった。

「孝太郎、孝太郎の番だよ」

「んー」

　孝太郎はのろのろと手を伸のばしてサイコロを振ると、出た目の分だけ自分のコマを進めていく。孝太郎は今、早さ苗なえ、ゆりか、キリハ、二体の埴はに輪わ達と一緒に、すごろく形式のボードゲームで遊んでいた。彼かれらは既に日課を終え、あとは眠ねむるばかり。それまでの時間をゲームをしながらのんびりと過ごしていたのだ。

「事件カードを引けって書いてあるな」

　ゲーム盤ばんは古びた洋館を模したデザインで、そこからいち早く脱出するのがこのゲームの目的となっている。そしてその洋館で起こるアクシデントは、多くの場合カードによって定められる。そして孝太郎のコマが止まったマスには、そのカードを引くよう指示が書き込まれていた。

「ではこれを」

「サンキュー」

　孝太郎はキリハが差し出した事件カードの山札から、カードを一枚引いた。

「何が出ましたかぁ？」

「ええと………『あなたは壁かべを破って現れたゾンビに襲おそわれてしまいました。武器カードを一枚捨てればゾンビを撃げき退たいできます。捨てない、もしくは捨てられない場合、あなたはゾンビから逃にげ惑まどい一回休み』………だそうだ」

『どうするホー？』

『ゾンビ怖いホー』

「武器カードがない。一回休みだな。ふああぁあぁぁぁぁぁ………」

　孝太郎は自分の手札を一いち瞥べつすると、首を横に振った。その直後、大きなあくびを一つ。就しゆう寝しん時間が近付いていた事や、アルバイトで多少疲つかれていた事もあって、孝太郎の眠ねむ気けが強まっていた。

「今度はカラマちゃんだよ」

『ブラザー、サイコロくれだホ』

『気を付けるホ！　建物中化け物だらけだホ！』

『ホホー!!』

「埴はに輪わちゃん達、ノリノリですぅ」

「日ひ頃ごろ見ているだけだから、嬉うれしいのだろう」

　孝太郎の手番が終わると、席順で手番が回っていく。埴輪達、ゆりか、キリハ、早苗と回り、手番は再び孝太郎のもとへ。しかし孝太郎は一回休みなので素す通どおりし、手番はもう一周回った。そしてもう一度孝太郎のところへ手番が回って来た時だった。

「………」

「孝太郎、ねえったら」

「寝ねちゃったみたいですぅ」

『コータローは洋館を探検するうち、睡すい魔まにやられたホー』

『ナイスフィーリングだホー』

「我らに付き合って遊び回り、アルバイトもやっている。疲れているのだろう」

　孝太郎は一回休みの間に、完全に眠ってしまっていた。一度眠ねむってしまった孝太郎を起こすのは容易ではないし、孝太郎が眠ってしまう理由にも心当たりがある。だからそれを見つめる三人と二体は、孝太郎を起こそうとはしなかった。

「よーし、孝太郎は寝ちゃったけど、続きをやるよー！」

『そう来なくっちゃだホー！』

『冒ぼう険けんは終わらないホー！』

「里さと見みさんが脱だつ落らくしたからぁ、最下位はなくなりましたぁ。これは是非最後までやっておくべきですぅ」

　そして何事もなかったかのようにゲームを再開する。孝太郎は寝てしまうと起こすのに苦労するほど眠りが深いので、どれだけ騒さわいでも孝太郎が起きる心配はない。そのままゲームを続けても孝太郎に迷めい惑わくをかける心配はなかった。

「皆はそのまま続けていてくれ。我は孝太郎をきちんと寝かせる」

「はーい！　じゃあまたカラマちゃんのばーん」

『ふっふっふ、おいらの強運を見せ付けるホ！』

『………カラマ、運が良かったホか？』

『そういう事にした方が盛り上がるホ』

『強運を見せ付けるホッ、カラマ！』

「埴輪ちゃん達、段々地上の漫まん画がやアニメに染まってきましたねぇ」

　ゲームの方はしばらく二人と二体に任せ、キリハは眠ってしまった孝太郎の世話を焼き始めた。部屋の端はしに布ふ団とんを敷しいた後、孝太郎を布団まで連れて行く。孝太郎の身体からだからは完全に力が抜ぬけていたので、畳の目に沿って引っ張れば移動させるのは簡単だった。

　―――無防備に眠っている………我らは侵略者なのだぞ？　酷ひどい事をされるとは、思わないのか？

　キリハは孝太郎の身体にタオルケットをかけてやると、じっとその寝ね顔がおを見つめる。警けい戒かい心しんがまるで感じられない、緩ゆるんだ寝顔。それを見たキリハは小さく微笑むと、孝太郎の頬に触ふれ、そっと撫なで始める。すると孝太郎の体温が手の平から伝わってくる。その感覚が嬉しくて、キリハは何度となく孝太郎の頬を撫で続けた。

　―――もし眠っている間に、我がキスでもしたら、どうするつもりなのだ？　我はともかく、キィは堪こらえ性しようがないぞ………ふふ、ふふふふふ………。

　確かに孝太郎は侵略者に対して驚くほど無防備なのだが、その侵略者の方もまた孝太郎に対して深い愛情を注いでいる。おかしいのはお互い様さまだ。だからキリハは笑い続けるのだった。










　孝太郎を布団に寝かせると、キリハはちゃぶ台に戻り、再びゲームに参加した。そのままゲームは滞とどこおりなく進み、決着が付いた。一位は早苗、二位はカラマ。三位はキリハで、四位がコラマ。五位はゆりかだが、最下位の孝太郎は眠ってしまったから最下位なので、実質最下位はゆりかだった。

「ふんふ～ん、ふ～～～ん♪　今日は気持ちよく眠れそうですぅ～～♪」

　しかし実質的に最下位の筈はずなのに、ゆりかは上じよう機き嫌げんだった。鼻歌まじりに押おし入いれのふすまを開けると、私室として使っている上の段によじ登る。ゆりかにとっては、さっきのゲームは非常に楽しいものだった。孝太郎がリタイアした事で最下位はないと保証されていたので、ゆりかは気軽にゲームを楽しむ事が出来た。そして結果は無事に五位。楽しくゲームが出来た上に最下位を免まぬがれたので、ゆりかとしては理想的な結末なのだった。

「おやすみなさぁ～～いですぅ～～♪」

　上機嫌のゆりかは、早々に寝てしまうつもりだった。ゆりかには日々思わぬ不幸が降ふりかかる。だからいい気分の時には、不幸が降りかかる前に、さっさと寝てしまうに限る。それがゆりかの人生哲てつ学がくだった。

「おやすみー」

　そんなゆりかを見送る早苗は、どこか不満げだ。その対照的な雰ふん囲い気きは、まるで一位がゆりかで、最下位が早苗であったかのようだった。

「どうした、早苗」

　ゆりかがふすまを閉じたのに前後して、キリハが早苗に話はなし掛ける。いつも元気で無む邪じや気きな早苗がしかめっ面つらをしていれば、自然と気になるのだ。

「この霊れい能のう力りよく美少女早苗ちゃんの事を忘れて、一人でさっさと寝てしまった孝太郎に、どんな罰ばつを与あたえようかと考えていたのです」

　早苗が不満なのは孝太郎だった。早苗にとって、彼かの女じよが一位になった時に全力で褒ほめるのは孝太郎の義務だ。その義務を怠おこたって眠りこけている事は、大きな罪だった。

「して、どうするのか決まったのか？」

「うん。明日あした考える事にした」

「それは何も決まっていない。先送りというのだ」

「だって、孝太郎が寝てる時に決めてもつまんないんだもん」

　厳密な話をすると、早苗は単に孝太郎に構って欲しいのだ。なのに孝太郎は先に寝てしまい、構って貰えない。早苗にはつまらない状況だった。

「気持ちは分からないではないな」

　キリハは悪戯いたずら好きな性格をしているので、早苗とはまた少し違ちがう理由で孝太郎が寝てしまっているのはつまらなかった。キリハは早苗とは逆に、孝太郎を構いたいのだ。

「そんじゃ、あたしも寝るね」

「ああ、おやすみ」

「おやすみなさい」

　就寝の挨あい拶さつを済ませると、早苗は愛用のナイトキャップを被かぶる。ナイトキャップはサンタクロースの帽ぼう子しによく似たデザインで、無邪気で明るい早苗によく似合っていた。

「まったくもう、孝太郎ったら………」

　早苗はぶつぶつと文句を言いながら孝太郎に近付いていく。今の孝太郎は横向きで寝ていたので、早苗はその正面側に回り込んでいった。

「よいしょ、っと」

　早苗は孝太郎の目の前で横になると、孝太郎の胸から腹にかけての部分に、自分の背中をくっつける。そして孝太郎の腕うでを身体の前まで持ってくると、背後から抱き締められているような格好になる。

「これでよし」

　自分と孝太郎の格好を確かく認にんした早苗は、満足気に頷うなずき、そっと目を閉じた。彼女はこの背後から抱き締められるような格好で眠るつもりなのだ。幽ゆう霊れいだった頃ころには、よく孝太郎にくっついたり身体の中に入り込んだりして寝ていたので、早苗はこの格好で眠る事は当たり前だと考えていた。

「………あの無邪気な大だい胆たんさが、時折羨ましく思えるな………」

「なんか言った？」

「いいや、なんでもない。おやすみ、早苗」

「おやすみー」

　キリハはくっついて眠る二人の様子を眺めつつ一〇六号室を後にする。そしてキリハはどうしたら自分も同じように出来るのかを考えながら、一〇六号室の地下にある自身の部屋へ戻っていった。










　翌朝、一〇六号室を訪おとずれたルースは思わず微笑んだ。それは孝太郎と早苗が大の字になって並んで眠っていたからだった。全く同じ格好で眠る二人の姿はとてもユーモラスで、ルースには二人の関係がそのまま表れているかのように感じられていた。

　ひとしきり二人の姿を眺めると、ルースは台所へ向かう。そして彼女がそこで朝食の準備を始めると、気配に人一倍敏びん感かんな早苗が目を覚ます。早苗は眠そうに瞼まぶたを擦こすりながら、のろのろと台所に入ってきた。

「おあよー」

「おはようございます」

　まだ夏の最中なので、起きてすぐは喉のどが渇かわいているだろうと考えたルースは、早苗に朝の挨拶をしながら、水の入ったグラスを差し出だした。

「お水をどうぞ」

「ありがと、ルース」

「昨晩は一〇六号室に泊とまっていかれたのですね」

「うん。孝太郎ったらねぇ―――そうだ、それがあった！」

　早苗は大急ぎでグラスの水を飲み干すと、来た時とは真逆の素す早ばやい動きで六畳間へ飛び込んでいく。その目的は孝太郎を叩たたき起おこして、昨日の事を抗こう議ぎする為だった。

「まぁ………」

　来るなり戻っていった早苗に驚き、ルースはしばらく両目を丸くしていたが、やがてクスクスと笑いながら自分の仕事を再開する。今朝のメニューはハムエッグとサラダ、味み噌そ汁しるにご飯。シンプルだが夏バテの心配のない、しっかりとしたメニューだった。
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　早苗に叩き起こされた孝太郎は、最初は何を怒られているのかが分からずに目を白黒させていたのだが、早苗の言葉をしばらく聞いていると彼女が何を言わんとしているのかが分かってきた。

「途と中ちゆうで寝ちまって悪かったよ」

「そんな事はどうでもいいの！　あたしは、何な故ぜ勝利した早苗ちゃんを褒めるとゆー、あんたの一番大事な仕事を怠ったのか、という点を問題にしてるの！」

「そこが問題なのか!?」

「他にどんな問題があるのよ？」

「普ふ通つうは途中で寝た方を問題にすると思うんだが」

「だってあんた最近疲れ気ぎ味みでしょ？　寝たら駄だ目めなんて言ったら可哀かわい想そうだもん」

「だったら褒めるのも後回しでいいだろ」

「それは駄目。あんたがあたしを甘あまやかすのは、天から与えられた使命なの」

「なんだかよく分からんが………優勝おめでとうございます。流石さすがは美少女霊能力者早苗ちゃんです」

「んっ、苦しゅうない」

　そして一通り早苗を褒めた後、孝太郎は彼女の頭を撫で始める。早苗は気配を察して自分から頭を差し出してくるので、孝太郎には非常に撫で易やすかった。早苗は撫でて貰うまでの一連のやりとりを愛している。お気に入りの遊びなのだった。

「つきましては副賞として遊園地へ遊びに連れていきやがれコノヤロー」

「お前、普通にお願いは出来んのか？」

「退たい屈くつだから遊園地に遊びに行こー」

「最初からそう言えばいいんだ。まったくお前という奴やつは」

「えへへへへ～」

　早苗は照れ臭そうに笑った後、上うわ目め遣づかいの眼まな差ざしで孝太郎を見上げる。その瞳には期待が満ち満ちていた。孝太郎は早苗のそういう瞳に弱い。彼女のきらきらと輝かがやく瞳に向かって、拒きよ絶ぜつの言葉は投げ付けられなかった。

「分かった分かった。行くか、遊園地」

「ホント!?　やったー!!　ありがとう孝太郎!!」

「それでいつにするんだ？」

「今日！」

「随ずい分ぶん急な話だな。いきなりじゃ皆用事があるかも知れないぞ？」

「それならそれでいいじゃない。皆が暇ひまな時にもまた行けばいいんだよ。どうせ一日で遊び尽せるような場所じゃないし」

「前向きな考え方だな」

「楽しい事は何回もやるのが早苗ちゃん方式です」

「そうだな。その方が楽しいもんな」

　孝太郎はこの時点で早苗と一いつ緒しよに遊園地―――正確にはテーマパークだが―――へ遊びに行く事を決めていた。今日暇をしている顔かお触ぶれを誘さそって、出かけるつもりだった。

「孝太郎、早苗、我も同行していいだろうか？」

　すると近くで話を聞いていたキリハが参加を表明する。孝太郎と早苗が遊びに行く遊園地には、キリハが愛してやまないジェットコースターがある。機会があれば毎日でも乗りたいキリハなので、この話は見過ごせなかった。

「うんうん、一緒に行こうよ！　人数多い方が楽しいしさ！　埴輪ちゃん達も！」

『行くホー！　遊ぶホー！』

『あそこは姿を隠さなくていいから大好きだホー！』

　もちろん早苗は大歓かん迎げい。孝太郎と二人きりで行くのも楽しそうだが、やはり大人数で騒ぎたかった。キリハが来ると埴輪達も来るので、これで一気に参加者は五人となった。










　キリハの参加が決まったところまでは良かったのだが、結局参加者はそれ以上伸びなかった。ティアとルースには用事があり、ゆりかは先さき程ほどコス研に連れ去られた。静しず香かと真ま希きはクラスメイトと遊びに行く約束があり、晴はる海みとクランは昨日から行おこなっている晴海の健康診断の続きをする事になっていた。そんな訳で、孝太郎と一緒に出掛けるのは早苗とキリハの二人と、オマケの埴輪が二体だった。

『あたし達だけだと寂さびしいので、水増しする事にしました』

「早苗ちゃん、一人でいいよぅ」

　一〇六号室を出た直後から、早苗は『早苗ちゃん』だけで身体の外に出て、埴輪達と一緒に宙を漂ただよっていた。早苗なりに気を遣っている訳なのだが、本体に取り残された『早苗さん』にとっては試練の時だった。

『あんたね、そろそろ慣れなさいよね』

「無理だよぉ………勇気はいつも『早苗ちゃん』が全部持って行っちゃうじゃない」

『そりゃあ、元々あたしのだもの。あんたはあんたの勇気を捻り出しなさい。いちいちあたしに頼たよるんじゃないのっ』

「そんなぁ～～～」

　孝太郎達たちと出会ってから日が浅い『早苗さん』は、孝太郎達にどう接していいのかがまだはっきりと分かっていない。また普ふ段だんは『早苗ちゃん』の人格が強めに出ている上に、明るく元気な『早苗ちゃん』の記き憶おくは内向的な『早苗さん』の参考にはならない。『早苗さん』はまだ手探りの時期だった。

「孝太郎、『早苗さん』の手を握っていてやればどうだ？」

『それだわ！　アリガト、キリハ！　強引に慣れさせればいいんだわ！』

「えええぇぇぇっ!?」

　キリハの提案に、早苗同士で意見が割れる。『早苗ちゃん』は賛成で『早苗さん』は反対。早苗は二つの人格で対照的な反応を示していた。

「………俺おれはどうすればいいんだ？」

　困ったのは孝太郎だった。早苗の手を握っている事には異論はないのだが、どちらも一人の早苗なので、嫌いやがる『早苗さん』の意見を無視する訳にはいかない。

『孝太郎孝太郎、この子はね、別に孝太郎が嫌なワケじゃないの。そこは結局あたしだからね』

「きゃーきゃーきゃーきゃー！　バラしちゃ駄目だよぉ『早苗ちゃん』っ!!」

『好きだから、手を握ってるのが恥はずかしいの。コドモでしょ？』

「俺にはお前の方が子供に見えるんだがなぁ………」

　本来は一つの人格である『早苗ちゃん』と『早苗さん』なので、記憶や基本的な考え方は完全に共有している。だからどちらも孝太郎の事が好きだった。しかしその感情の表現方法が、育った環かん境きようの違いが影えい響きようして、真逆になっているのだ。

『そんな訳で、ちゃっちゃと握っちゃって』

「だっだっ、だめだめぇっ！」

『孝太郎の事が嫌きらいなんだ？』

「そうじゃないけど………でもまだ早いよぉっ！　会ってからまだ半年も経たってないんだし！」

『奥手なんだからもぉ………じれったい………』

　あまりの性格の違いに、我が事ながら呆あきれてしまう早苗だった。

「いい事を思い付いたぞ、早苗」

『なに？』

「まずはカラマやコラマと手を繋つないだらどうだろうか？　いきなり一番好きな相手の手を握るよりは、精神的に大分楽だろう」

『協力するホー！』

『でもおいら達に惚ほれても知らないホー！』

　カラマとコラマは『早苗さん』の周りをくるくると駆け回る。二人とも早苗が大好きなので、喜んで協力するつもりだった。

「そ、それならなんとか………」

『仕方ないわねぇ………埴輪ちゃん達、お願い』

『任せるホー！』

『ラブラブだホー！』

　カラマとコラマはふわりと宙に浮かび上がると、『早苗さん』を挟むようにして手を繋いだ。その直後、カラマとコラマは迷彩で姿を消したが『早苗さん』の手の中には、埴輪の小さな手の感触が残っていた。

「よし、頑張ろう………」

　引っ込み思案なままでは、いつまでも『早苗ちゃん』の陰かげから出られない。それは将来的な二人の完全融合を阻害する事になる。だから『早苗さん』は、今日は出来る限り頑がん張ばってみようと心に決めたのだった。










　孝太郎達が遊びに行く事にした遊園地―――テーマパークには、駅から電車に乗って向かう事になる。電車に乗って海へ向かうと、まずは海岸線沿いに大きな観覧車が見えてくる。遠くから見て一番目立つのはやはり一番大きな観覧車だ。そしてその次に見えてくるのがジェットコースター。今日のメンバーでは、キリハが特に強い思い入れを持つアトラクションだった。

「そういえば孝太郎、地底での騒そう動どうが片付いたら、ジェットコースターに乗りに行く約束があったな」

　電車の窓からジェットコースターが見えてくると、キリハは孝太郎に笑いかける。先日の地底での決戦に望もうとした時、緊きん張ちようしていたキリハに向かって、孝太郎は全部終わったらジェットコースターに乗ろうと約束した。その言葉は激しい戦いの中で、キリハの心の支えになってくれた。だからこの日のキリハは、絶対にジェットコースターに乗って帰るつもりだった。

「ちゃんと覚えてるぞ。遊園地の話が出た時から、そうしようと思ってた」

　もちろん孝太郎も忘れていない。約束は必ず守るのが孝太郎の信条なのだ。特にキリハを始めとする六畳間の少女達のような、特別な存在なら尚更だろう。

「孝太郎、男なら約束はちゃんと果たしなさいよ？」

　すると話を聞き付けた早苗が孝太郎を肘でつつく。約束を守らない男は最低だと言わんばかりの仕草だった。

「分かってるって。こう見えて日本男児だからな」

「やったー!!　カラマちゃん、コラマちゃん、ジェットコースターだって!!」

『楽しみだホー！』

『ぐるぐる好きだホー！』

「………約束がどうこうより、自分が乗りたいだけか………」

　姿を消したままの埴輪達と喜び合う早苗。他人から見れば奇き妙みような光景なのだが、幸い孝太郎とキリハも一緒なので、早苗を奇妙に思う人間はいなかった。そして早苗が埴輪達と一緒に電車の窓に張り付いて、アトラクションの事をああでもない、こうでもないと議論を始めると、キリハは再び孝太郎に語りかけた。

「そういえば孝太郎」

　今度の言葉は孝太郎だけに聞かせたいものだったので、その声は小さく囁ささやき声に近いものだった。

「うん？」

「去年、一緒にあそこへ行った時………もう一つ約束をしたのを覚えているか？」

「一年前？　なんだっけ？」

「ふふふ………汝なんじは本当に他人のした約束には無む頓とん着ちやくだな………」

　孝太郎は他人と交かわした約束は絶対に守ろうとするが、他人には同じ事を求めない。それは他人に期待しない事だからと少女達に諭されたのだが、その癖くせはまだ消えた訳ではなかった。

「気を付けてはいるんだが、なかなかな」

「あの時、我は汝とこう約束したのだ。汝が我の初恋の相手を見付ける手伝いをしてくれる代わりに、その件が片付いたら地底の名家の可愛かわいい女の子を紹しよう介かいすると」

「ああ、思い出した。確かにそんな話をした覚えがあるな」

　孝太郎の心の中に、昨年の秋にキリハと遊びに出かけた時の事が蘇る。あの時孝太郎は肩かたを落とすキリハを元気付けようと、あえてそんな交換条件を出した。それをキリハが了承して、約束が成立したのだ。孝太郎は心のままにキリハの手伝いをすればいいだけだったから、この約束自体を忘れていたのだ。

「今こそその約束を果たそう」

「えっ？　そんなもの、俺にはもう―――」

　必要ない、孝太郎はそう言おうとした。孝太郎にはキリハや早苗、他にも多くの大切な人間がいる。新しく紹介して貰う必要などどこにもなかった。だがそれを実際に口にする前に、キリハのほっそりとした指先が孝太郎の唇に押し当てられ、その先を言わせなかった。

「紹介したいのは、クラノ家の御息女だ。クラノ家は千年以上続く大地の民の名家だから、汝に約束した名家のお嬢じよう様さまという条件に合う筈だ」

「おい、それって―――」

　孝太郎は目を丸くする。キリハが口にした、クラノ家の御息女という言葉。それはキリハ自身に他ならない。キリハは初恋の相手を見付け出し、地底の騒動が片付いた結果、自分自身を孝太郎に紹介するという暴挙に出たのだ。

「名前はクラノ＝キリハという。歳としは花も恥じらう十七歳、汝とも釣り合おう。遊び相手としてでも構わないから、末永く仲良くしてやって欲しい」

　そしてキリハは何食わぬ顔で微笑む。それはまるで、本当に友人を紹介しているかのような雰囲気だった。

「なぁ、キリハさん」

「なんだ？」

　キリハは軽く首を傾け、孝太郎の肩に頭を乗せる。その仕草はとても自然で、まるで長年そうやって来たかのような雰囲気を醸し出していた。そんな彼女の姿を見て、孝太郎は最初に言おうとした言葉を飲み込んだ。

「………なんでもない。折せつ角かく紹しよう介かいして貰ったから、仲良くしようと思っただけだ」

「そうしてくれると我も嬉しい。紹介した甲か斐いがあるというものだ」

「君は………俺の為に、そこまでしてくれるんだな」

「愛しているから、という理由だけでは不足か？」

「………いや。不思議に思うのは、多分俺自身の欠陥のせいだろう」

　孝太郎にはまだ、自分の心がよく分からない。キリハや他の六畳間の少女達が大切だという気持ちは既すでに否定のしようがないところまできているのだが、幼年期に端を発する心の欠陥ゆえか、孝太郎はぎりぎりのところで躊躇してしまうのだ。

「孝太郎、難しい話はそろそろ終わりにしよう。今日は沢たく山さん遊んで帰ろう」

「ああ、そうだな。そうしよう！」

　しかしそれでも、今また一つ、孝太郎の心の傷が塞がれた。そして進んでその役を買って出てくれる人間がいるという事を、孝太郎は幸せだと思うのだった。










　遊園地に到とう着ちやくすると、孝太郎達は端から順にアトラクションに乗っていった。今日一日で全部回る必要はないので、しらみつぶしにしていくような感じだった。今日必ず行っておかねばならないアトラクションなど、幾いくつもない。先程話題に上がった約束のジェットコースターと、そしてルースが居たら絶対に行けないカブトンガー関連のアトラクションだった。

「強かったねー、ネオ・スカラベキング。あたしのカブトンガーが負ける訳ないけど」

『おいら達と早苗ちゃんの勝ちだホー！』

『友情の勝利だホー！』

「よくやった、ヘラクレス、アトラス！」

『ホー！』

『ホホー！』

　孝太郎達はそのカブトンガー関連のアトラクションを終えたところだった。その名もカブトンガー・ザ・ライド。乗り物に乗って敵の基地へ突入、襲い来る敵を銃じゆうで倒たおすという体験型アトラクションで、この遊園地でも屈指の人気を誇るアトラクションだった。

　チーム分けは孝太郎＆キリハチームと、早苗＆カラマコラマ。両チームはスコアで対決したのだが、勝ったのは早苗達だった。人間の反応速度を大きく上回る霊能力者の早苗と霊子力科学の結晶である埴輪の能力を存分に見せ付けての堂々の勝利。この日のハイスコアだった。

「負けてしまったな、孝太郎」

「仕方ないって。俺とキリハさんは、結局多少動けるだけの凡人なんだ」

　孝太郎達は負けてしまったものの、結果には満足していた。勝敗で見れば孝太郎とキリハの負けなのだが、スコアで見ればこの日の二番目のスコアは出している。十分な結果と言えるだろう。負けたのは単に相手が悪過ぎただけなのだ。

「汝が凡人であるという点には異論がある」

「それはお互たがい様だろう」

「単純な銃撃戦では、お互いの才能が生きなかったのだろう」

「そんなところだろうな」

　キリハは天才的な頭脳の持ち主で、孝太郎には剣けんの心得がある。どちらも乗り物に乗っての銃撃戦には向かない。特に敵が単純な人海戦術なので、尚更だった。

「のんのん。あたし達が勝ったのは能力でも才能でもないのですよ！」

『ないのだホー！』

『分かってないホー！』

「あたし達が勝利したのは、正義を愛する心と、仲間との熱い友情があったからなのです！」

『正義だホー！』

『友情だホー！』

　早苗と埴輪達は先頭に立ち、上機嫌で歩いていく。早苗達が勝ったので、次に乗るアトラクションは彼かの女じよ達が決める事になっている。早苗達が向かうのはおばけ屋や敷しき。これもまた二人一組で乗り物に乗って幽ゆう霊れい屋敷を進む、体験型のアトラクションだった。

「早苗、またチームを変えるぞ」

「一つ前があたしと孝太郎だったから………今度はあたしとキリハが組むんだよね？」

「がんばろう、早苗」

「うん！」

『コータロー、こうなったらコータローだけが頼りだホー！』

『おばけ屋敷のおばけは、センサーに反応しないから急に出てきて怖いんだホー！』

「………意外な弱点があるんだな、お前ら」

　孝太郎達は全員でいっぺんに乗れないアトラクションでは、同じ組み合わせばかりではつまらないので、毎回チームを組み換えている。カブトンガーのアトラクションとその一つ前のアトラクションの組み合わせを考慮して、今回は早苗とキリハ、孝太郎と埴輪達という組み合わせに決まった。そうして三人と二体は、連れ立って新たなアトラクションへと入っていった。










　カブトンガーのアトラクションとは違って、おばけ屋敷のアトラクションは薄うす暗ぐらい。おかげでカラマとコラマは姿を消している必要がなく、孝太郎の左右に陣取っていた。

『コータロー、でたホー！』

『助たすけてくれだホー！』

　そして左右から孝太郎にしがみつきガタガタと震えている。普通の幽霊ならともかく、アトラクションで登場する気配が感じられない幽霊は埴輪達にとって恐怖の対象らしく、先程からずっと孝太郎にしがみついて怯えていた。

「あれは本物の幽霊じゃないんだって」

『そんな事は分かっているホ！　理屈じゃないんだホ！』

『高いところが怖いのと同じだホ！　命綱があっても、高いところが怖くなくなる訳ではないんだホー！』

「………言わんとする事は何となく分かった。存分に頼ってくれ」

『頼れる奴だホー！』

『ブラザー！』

　先行する孝太郎達の乗り物はそうやって大おお騒さわぎだったのだが、それに続く早苗とキリハの乗り物は、孝太郎達に比べるとずっと大人しかった。

「ねーキリハー、あれってどうやって空中に映してるの？」

「多分、透明なガラス板を斜めに置いてあるのだろう。そしてその下に、幽霊の人形が置かれているに違いない」

「なーるほどー、人形がガラス板に反射するから、あたし達には本物の幽霊みたいに見えるんだねー」

「そういう事だ」

　早苗は少し前まで幽霊であった関係で、おばけ屋敷は全く怖くない。しかしびっくり箱のようなものは大好きなので、そういう意味でおばけ屋敷も大好きだった。また幽体離脱して悪戯をする時には、おばけ屋敷の演出が参考になる。だから二重の意味で早苗は興味津々。始まってからずっと、キリハに仕し掛かけの仕組みを訊ね続けていた。

「あのさ、キリハ」

　しかしアトラクションが半ばを過ぎた頃、不意に早苗の声のトーンが僅わずかに落ちた。キリハはそれで早苗が何か別の話をしようとしているのだと気付いた。

「なんだ？」

「別の事、訊きいていい？　今なら二人だけだから………」

「構わないが」

「ありがと」

　そして早苗は、いつもとは違ってとても真ま面じ目めな顔で、話を切り出した。それはどちらかといえば『早苗さん』がするような、真面目で遠えん慮りよがちな表情だった。

「あのさ、キリハは、孝太郎の事が好き？」

「うむ。大好きだ」

　遠慮がちな早苗とは違い、キリハはきっぱりと答えた。その様子は普段とあまり変わらない。違いがあるとすれば、その瞳ひとみにとても深い優しさが滲んでいる程てい度どだった。

「その好きは、どのぐらい？」

「恐おそらく、汝の好きと同じぐらいだろう」

「そっか………うん、そうだよね、きっと………」

　早苗は納なつ得とくした様子で頷く。彼女にはそうである予感があった。キリハが孝太郎へ向けている霊波が、いつの間にか友人同士のそれではなくなっていたから。そしてそれは、早苗とキリハが同じ想おもいを抱かかえているという証しよう拠こでもあった。

「でもさ、キリハ」

「ん………？」

「同じだと、ずっとずっと先で、困っちゃうよね？」

「その可能性は少なくないな」

　ずっと先の事になるだろうが、孝太郎の心の傷は癒えるだろう。その時になれば、孝太郎は本当の意味で人を愛せるようになるだろう。誰だれか一人を選んで恋人に、そしていずれは結けつ婚こんする事が出来るようになるだろう。だがその時に選ばれるのは一人。しかしここには既に二人いる。必然的に、困った事になるのだった。

「キリハは、諦あきらめられそう？」

「難しいな。多分、諦められないだろう。汝はどうだ？」

「あたしも無理だと思う。孝太郎の顔が見れない生活って、何かヤだなって………」

　現在の段階で既に、二人の心の中には孝太郎の存在が深く食い込んでしまっている。それを無理矢理引き剥がすのは非常に大きな苦痛を伴う。二人はそれをなんとしても避けたいと感じているが、将来的にそうなる可能性は低くはなかった。

「だからさ、キリハ。あたしと約束しない？」

「約束？」

「うん。孝太郎が最終的に、あたしとキリハ、どっちを選んでも恨うらみっこなし。その代わり孝太郎が、選ばなかった方と浮気するのを許ゆるすの」

「………それは、面おも白しろい提案だな」

　早苗の提案は、キリハにも理解し易い内容だった。キリハは孝太郎の人生を、壊さないように細心の注意を払って、侵しん略りやくするつもりでいたので、早苗の提案と大枠ではよく似た事を考えていたのだ。そして早苗の提案はより踏み込んだ結果が得られるので、キリハにとって興味深いものだった。

「孝太郎の事だから、きっとその浮気も本気なんだろうけどさ」

「そうだろうな。不器用な男だ」

「それでキリハ、どうする？　約束………してくれる？」

　早苗は不安な気持ちを抑え、キリハに訊ねる。早苗達たちの今後を大きく左右する質問なので、彼女としてもいつものように笑っている訳にはいかなかった。その瞳に宿る光は、必死さを感じさせるものだった。

「約束しよう」

「ホント!?」

「その約束は、我々にとって全く損がないからな」

「ありがとう、キリハ！」

　キリハが約束すると告げた途と端たん、早苗に笑え顔がおが戻もどってくる。早苗は安あん堵どして肩を落とし、大きな溜ため息いきをつく。早苗の人生の中で一、二を争あらそう緊迫した局面だったので、その安堵は大きかった。

「………あぁ、よかったぁ………これでとりあえずキリハは心配なしと………」

「この話は、いずれ全員とする必要があるな」

「そうだね。そうした方がいいかもしれないね」

　孝太郎を想っているのはキリハと早苗の二人だけではない。そしてその者達は、早苗やキリハにとってかけがえのない相手なのだ。彼女達が顔を合わせられなくなる状じよう況きようは避けなければならない。その為ためにはこの約束は非常に有用な手段だった。

「だが、我らは逆の方向を目指す方がいいかもしれない」

「逆って？」

「孝太郎が誰を選んでもいいようにするのではなく、誰も選べないようにするのだ」

「誰も選べないように………どゆこと？」

「孝太郎と今以上に仲良くなっておくという事だ。そうすれば孝太郎は誰か一人を選んで残りを拒絶する事を躊躇ためらうようになるだろう」

「いいね、ソレ！」

「普通はそうなる前に選択が成される筈はずなのだが、孝太郎は心理的な問題から選択が遅おくれている。だから孝太郎の選択が成される前に、今以上に絆きずなを深めればいい」

「具体的にはどうするの？」

「特に必要な事はない。今まで通りに、明るく元気に暮らしていればいい。それだけで我らの侵略は進んでいくのだ」

「へへ、困るだろうね、孝太郎」

　早苗は小さく微笑ほほえむ。早苗は孝太郎を本当に困らせるのは本意ではないのだが、しかしこの一点に関しては、孝太郎を心底困らせてやる必要があった。

「そうだな。あれで酷ひどく真面目な男だ。その状況に陥れば、孝太郎は尋常でないレベルで困るだろう」

「でも困らせたいよね。このままみんなと一緒のほうが、きっと楽しいもん」

「幸い我らは侵しん略りやく者しやだ。やってきた時から、孝太郎を困らせる権利を有している」

「がんばろうね、侵略」

「ああ」

　密談が終わり、早苗とキリハは笑顔を交わし合う。孝太郎が少女達の侵略を受けてから、既に一年と四ヶ月が経過していた。そうなってようやく、少女達は本格的な侵略を開始する。だがそれは、手を取り合い、笑顔を交わさんが為の、大侵略だった。

『コータロー、助けてくれだホー！』

『ホアァァァッ、おいら達が大事なら全力で守るホー！』

「落ち着けっ、落ち着けって！　あれ以上来ないから！」

『そんなの分からんホー！』

『いい加減な事を言うなホー！』

「おわああぁあぁぁぁぁっ!!」

　孝太郎は何も知らない。

　自分のすぐ後ろで、侵略者の少女達が恐ろしい計画を練っている事を。

　そして孝太郎自身が薄々気付いている事が、顕在化しようとしている事を。










　孝太郎達がおばけ屋敷のアトラクションを終えると、遊園地は夕焼けの赤い光に包まれていた。もうすぐ日が沈む。そろそろ帰りの心配を始める時間だった。

「キリハ、もうすぐ日が沈むよ」

「そろそろ帰らねばな」

「じゃ、最後にアレに行こうよ」

「そうだな。最後にアレに乗って、帰るとしよう」

「孝太郎、行くよ」

「あ、ああ」

　孝太郎達はころな荘そうへ帰る前に、最後にもう一つだけアトラクションを楽しんでいく事にした。孝太郎達はそのアトラクションの名前を口には出さなかったが、誰もが自然とその方向へ足を向けていた。それが何であるのかは、誰もが分かっていたのだ。

『コータロー、おいら達はコータローについていく事に決めたホ！』

『姐あね御ごの目に狂いはなかったホ！　いざという時に頼れる男だホ！』

「そ、そうか。役に立って良かった」

『謙虚な男だホー！』

『流石は大きいブラザーだホ！』

「なんだが、孝太郎と埴はに輪わちゃん達仲良くなったみたいだね」

「どうやらおばけ屋敷で何かがあったようだな」

「えへへ、あたし達と同じだね？」

「そのようだな。ふふ」

　三人と二体は、楽しげにお喋しやべりを続けながらその場所を目指す。すると彼かれらの視界の中で、ある巨大な構造物が少しずつ近付いてくる。強固なフレームと支柱で支えられた金属製のレール。そこを猛然としたスピードで駆け抜ぬけていく金属製の乗り物。今も昔も変わらぬ人気を誇る、ジェットコースターだった。

「ねえキリハ、あたし達も」

「ああ、そうしよう」

　ジェットコースターの乗り場まであと百メートルほどの距きよ離りまでやってきた時、早苗とキリハは笑顔で頷き合うと、孝太郎に駆かけ寄よった。

「孝太郎孝太郎っ！」

「えいっ！」

　そして二人は左右に分かれて孝太郎に近付くと、それぞれに孝太郎の腕うでを取った。そしてそこへ自分の腕を絡め、身体からだを寄せる。右腕に早苗、左腕にキリハ。それぞれがまるで恋人のように、孝太郎に寄り添っていた。

「お、おい………」

　この少女達の突とつ然ぜんの行こう為いに孝太郎は面食らう。孝太郎はどうしたらいいのかが分からず、目を丸くしたまま言葉を失った。

「ラッキーだね、孝太郎っ！　可愛い女の子二人と、仲良くし放題だよ！」

「今なら誰も見ていない。好きに振る舞ってくれて構わないのだぞ、孝太郎」

「うわあぁぁぁっ、キリハ大だい胆たんっ！」

「お前ら………急にどうしたんだ？」

　孝太郎には早苗とキリハが同時にこんな行動に出た事に驚おどろきを隠せない。これまでも個別にはあった事なのだが、同時はこれが初めての経験だった。

「どうもしないよ。あたしもキリハも、孝太郎が大好きなだけ」

「本来はこれが普ふ通つうなのだ。我らはこれが許されない程ほどに、浅い仲であったか？」

「そんな事はないけどさ………」

　孝太郎は早苗ともキリハとも浅い関係ではない。これまでは少女達がお互いに遠慮をしていただけなのだ。その原因は政治的なトラブルを抱えていたり、人間関係への配はい慮りよであったりというものだ。しかし今、キリハにも早苗にもトラブルは存在しておらず、またこの場所には他の人間の姿はない。今なら、双方の感情を隠かくしておかなくていいのだ。

　―――きっと二人の間で、何かがあったんだろうな………。

　孝太郎は二人の様子を見てそんな事を思った。二人の間で何らかの合意が形成され、だから双方が同時に行動に出た。これまでキリハも早苗も、お互いへの配慮はあったから。その事について孝太郎がもう少し突っ込んで考えてみようとした、その時だった。

『コータロー、おいら達とも仲良くするホー！』

『仲間外れみたいで寂しいホー！』

　孝太郎の頭に、埴輪達が左右から抱だき付つく。そのまま埴輪達がじたばたと暴れるものだから、孝太郎の考え事はそこで中断させられてしまう。そんな事をしていられるような状況ではなくなっていた。
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「負けるな、キリハッ！」

「えいやっ！」

「こっ、こらぁっ！　全員でまとわりつくなぁぁっ！」

「またまたぁ、本当は嬉うれしいくせにぃ～、もぅ～～」

「孝太郎は意外とピュアで照れ屋なのだ」

「お前らはまとわりついて遊んでるだけだろうが！」

「あ、バレた」

「流石さすがは孝太郎」

『ホー』

『ホホー』

　そうして三人と二体は、大騒ぎをしながらジェットコースターの乗り場へと消えていった。日が暮れるまでには、もう少しだけ時間に余よ裕ゆうがある。彼らの特別な時間は、もう少しだけ続くのだった。







終わる夏、終わらない宿題　八月三十日（月）







　その問題が発覚したのは、八月三十日の事だった。

「しゅっ、宿題を忘れてましたぁぁぁぁぁっ!!」

　問題というのは他でもない、ゆりかの夏休みの宿題だった。ゆりかも女子高生なので、普通に夏休みの宿題が出ている。それが全くの手付かずである事に気が付いたのだ。しかも夏休みは残り二日。夏休みが終わる前に全ての宿題を片付けるのは至難の業だった。

「助けて下さい里さと見みさんっ！　夏休みの宿題、全然やってないんですぅっ！」

「ちょっと待てゆりか、お前毎日ちゃんと勉強してたじゃないか!!　なのに終わってないのかっ!?」

「あれは里見さんが買ってくれたドリルですよぅ！　私も毎日勉強していたせいで、すっかり宿題をやっている気になってたんですぅっ！」

「なんだってぇぇぇっ!?」

　ゆりかが宿題を忘れてしまっていたのは、毎日の習慣のせいだった。

　しばらく前からゆりかはきちんと勉強をするようになっていた。孝こう太た郎ろうや晴はる海みと一いつ緒しよに大学へ行きたいという明確な目標を得た事で、ゆりかはやる気を見せ始めていたのだ。そして折せつ角かくゆりかがやる気を出だしているのだからと、孝太郎は彼かの女じよに勉強を教えてやっていた。孝太郎もあまり出来る方ではないが、ゆりかが出来なさ過ぎるので、十分に先生役を務める事が出来ていたのだ。

　ゆりかは今、少し下の学年の勉強を集中的に行っている。やはり基礎が大事だというのが孝太郎の判断だった。ゆりかはこれに真面目に取り組み、毎日の自習もしっかりとこなしていた。おかげでゆりかの学力は向上し、昨年の今いま頃ごろとは見違ちがえるほどに勉強が出来るようになっていた。

　しかしそれが落とし穴だった。ゆりかはきちんと毎日勉強をしているので、まさか宿題が手付かずだとは誰も思わなかった。他ならぬゆりか自身も。孝太郎の用意したドリルや課題をこなしているうちに、すっかり宿題をやったつもりになっていたのだ。そして新学期に備えて鞄かばんを整理した時、ゆりかは見付けたのだ。白紙のままの、夏休みの宿題を。

「助けて下さいっ、里見さぁんっ！」

「助けてやりたいのは山々なんだが………俺おれもまだ自分のが終わってなくてさ」

　今回の失敗に限っては、ゆりかは悪くない。ゆりかはきちんと勉強していたのだから。悪気のない単純なミスでゆりかを責めるのは酷だし、それだけ孝太郎との勉強に熱心だったという事でもある。孝太郎としては助けてやりたかったのだが、残念ながら孝太郎も自分の課題がまだ最後まで終わっておらず、身動きが取れない状況だった。

「しばらく自分の力で頑張れ。こっちが終わり次第、助けてやるからさ」

「お願いしますぅ………今は里見さんだけが頼たよりですぅ」

　こうしてゆりかは一人、たった二日で夏休みの宿題をやり遂げるという、難事業に取り掛かったのだった。










　残り時間はたった二日。夏休みの宿題は完全に手付かず。頼たのみの孝太郎は自分の宿題で手一杯。ゆりかは八方塞がりの絶望的な状況にあった。一年前の彼女なら、この時点で投げ出していただろう。先生に怒られるのをしばらく我が慢まんする方が、宿題をするよりずっと楽だからだ。しかし今の彼女はそうではない。半泣きになりながらも、一つ一つ解答欄を埋うめていく。ズルをすれば見た目は取り繕えるだろうが、所詮はハリボテ、何も身に付かない。ゆりかは孝太郎や晴海と共に生きると決めた時から、本当に大事な局面ではズルをしなくなっていたのだった。

「えっとえっとぉ………ポケットを一回叩たたくとビスケットが二つになるんだからぁ、十秒に一回のペースで叩くとぉ、一分で六回。問題は十分間なんだから、全部で六十回。とゆう事は………えっとぉ、ビスケットは六十回増えるんだからぁ………六十一個？　でも………多いけど少ない気がしますぅ………あぁぁっ、何か違う事を訊きかれているのは分かるのにっ、それが何なのかが分からないっ！」

　ゆりかは今、数学の宿題に取り組んでいる最中だった。ゆりかは元々数学が苦手なのだが、特に苦手なのが文章題。何を計算すればいいのかがさっぱり分からないのだ。それが人間が生きていく上で必要な、問題の発見と解決なのだが、ゆりかはそれが滅法苦手なのだった。

「ゆりか、ここはひとつ魔ま法ほうで一時的に頭の回転を速めるのはどうかしら？　私の藍あい色の魔法はそういう事が得意だから、やってあげるわ」

　ゆりかを見かねて真ま希きが助け船を出す。今回は真希もゆりかの味方だった。真希もゆりかの最近の頑がん張ばりは評価していたのだ。だからちょっとぐらいのズルはありだろうと考えていたのだ。

「そういうわけにはいきませぇん。私はこれでもレインボゥハートの魔ま法ほう少女なんですからぁ。自分の為ためだけに魔法は使えませんよぉ」

　それは魅力的な提案だったのだが、ゆりかは首を横に振ふった。魔法の私的利用はレインボゥハートの戒律に反する。ゆりかには使えない手段だった。

「そうはいっても、落第したら元も子もないわけでしょう？」

「そうなんですけど………取り繕う事を考えていては、人は進歩しません。私は自分の力でちゃんと卒業したいんですぅ」

　そして魔法使いの戒律以上にゆりかを後押ししていたのが、孝太郎と交かわした約束だった。ちゃんと勉強して高校を卒業し、孝太郎や晴海と一緒に大学生になる。それはゆりかが生まれて初めて自分で決めた、普通の女の子としての夢。その為には、ゆりかはズルをする訳にはいかない。ズルをしても、学力は身に付かない。そして本当に重要な局面では得てしてズルをする余地はない。遠回りする事が、最終的には近道になる。今のゆりかはそれがよく分かっていた。

「いい根性だわ、ゆりかちゃん！」

　それは幼年期から空手に打ち込んできた静しず香かにとって、好ましい言葉だった。格かく闘とう技ぎの技わざは一朝一夕には身に付かない。愚直に最長ルートを歩む事こそが、最強への最短ルートなのだ。威い力りよくがあるからとアクロバチックな技ばかりを学ぶよりも、数え切れないほど繰くり返かえしたシンプルな技の反復練習こそが、後々大きな意味を持つようになる。達人に必要な才能とは、遠回りを恐れぬ意志だ。そこに照らせば、ゆりかは一番正しい選択をしている。静香が嬉うれしくなるのは当たり前だった。

「とはいえゆりかちゃん、本当にどうしようもない時は遠慮なく言ってね？　多少のヒントを貰もらう位は構わないと思うのよ」

「ありがとうございますぅ。頑張りますぅ！」

　ゆりかはきりりと表情を引き締め、再び宿題と対たい峙じする。そんなゆりかの様子を見ていた真希は目を丸くしていた。真希が知っている一年前のゆりかとは、まるで別人のようだったから。

「………あの、逃にげてばかりだったゆりかが………」

「誰だって成長するわよ。この一年の間に、いろいろな事があったんだもの。藍あい華かさんだってそうじゃない？　今の藍華さんは、ゆりかちゃんの心配をしているのよ？」

「私が………確かにそうかもしれませんね」

　静香の言葉を聞くと、真希は納得した様子で頷うなずいた。真希は自分が愛というものを理解しつつある事が不思議だったが、それが彼女の成長である事は間ま違ちがいない。その証拠に彼女は今、静香に笑いかけているのだった。










　静香や真希の応援やヒントのおかげもあって、ゆりかは順調に宿題を進めていた。しかしやはり敵―――宿題は強大だった。人間が高い集中力を維持できるのは一時間がせいぜい。なのに宿題は一時間で終わるような量ではない。そこから先は徐々に集中力が落ち始め、考える力は下がっていき、いつの間にかゆりかが問題を解く速度は当初の半分以下になっていた。そうなると問題との対峙は苦痛を伴うようになり、もう止めたい逃げだしたいという気持ちがゆりかに重く圧のし掛かかり始めた。

「………も、もう無理………頭が働きませぇん………」

　ゆりかはそう呟つぶやくと、ばったりとちゃぶ台に倒れ込んだ。ゆりかがそうなるまでに要した時間はおよそ三時間。見事な頑張りと言えるだろうが、宿題はまだ四分の一程が終わったところ。このままちゃぶ台に横たわっていれば、間違いなく宿題は終わらない。休み明けに先生から大目玉を喰くらう筈はずだった。

　そんなゆりかの様子に気付いた静香は、見ていた映画のＤＶＤをリモコンで一時停止にすると、ちゃぶ台に突っ伏したままのゆりかを励ました。

「ゆりかちゃん、宿題をしないと大変な事になっちゃうわよ？」

「そうは言ってもですねぇ、もう頭が問題を解いてくれないんですぅ。頑張ろうよって何度も励ましたんですけど、もう何も考えてくれないんですぅ」

　ゆりかも現実は分かっている。何もしないでいればいるほど、自分の首を絞める。ここは嫌いやでもやらねばならない。しかしゆりかの気持ちとは裏腹に、脳が強い疲労と苦痛を訴えており、頭が働かなくなっていた。

「やっぱり人間が二日やそこいらでやるような量じゃないのよ」

　静香と一緒に映画を見ていた真希が肩かたを竦すくめる。真希が見る限り、宿題はどう見積もってもゆりかが可能な作業量を超こえていた。それこそ魔法でもない限り、不可能に近いチャレンジだったのだ。

「そうですよ！　真希ちゃんの言う通りですぅっ！　ここは出来る限り解答欄を埋めて、残りは諦めて、潔く先生に怒られる事にしますぅ！」

　気力が完全に萎えたゆりかは、真希の言葉に乗って白旗を揚げた。ゆりかは故意に忘れた訳ではないし、一応終わらせようと努力もした。今回ばかりは仕方がない事なのだ。だからゆりかは既すでに、先生になんて謝ろうかと、そのことを考え始めていた。

「どうする、藍華さん」

「ここで止めさせるのは簡単でしょうけれど………」

「始めたからには最後までやり通して貰いたいわよね。ゆりかちゃん自身の為にも」

「じゃあ、呼びに行きましょう」

「そうね、それしかないわね」

　静香と真希は頷き合う。もはや事態は自分達たちの手に余ると考えた二人は、援えん軍ぐんを呼びに行く事に決めた。二人には、今のゆりかにやる気を注入できる人間に、一人だけ心当たりがあった。










　静香と真希が呼びに出かけたのは、孝太郎だった。孝太郎はクランに知恵と技術を借りて、最後の宿題―――総合学習の自由課題―――を進めていたのだが、二人からゆりかの危機を聞かされて自分の宿題を中断、一〇六号室へ戻ってきていた。

「ゆりか、起きろ」

「………さとみしゃん………もう無理ですぅ………私、相当頑張りましたよぉ………」

　ゆりかはやってきた孝太郎にやりかけの宿題を見せる。終わっているのは全体の四分の一程。ゆりかの頭の出来と、ここまでの時間からすると、確かに頑張った方だった。

「これで終わりにするつもりか？」

「………はいぃ………こうなったら潔く怒られますぅ………」

　ヘロヘロになったゆりかは半泣きで訴える。ゆりかにしてもこの結末は本意ではない。しかし心身共に限界のゆりかには、もはや他に選せん択たく肢しはなかった。

「そうか。ということはお前、これから暇ひまなんだな？」

「………そうなりますねぇ………動きたくないですけどぉ………」

　疲つかれて完全に諦めムードのゆりかは、ちゃぶ台に身体からだを預けて、半分眠ねむっているような状態だった。表情も宿題を始めた時とは真逆で、非常に緩かった。

「動く必要はない。ちょっと付き合ってくれ」

「………何にですかぁ………？」

「プロレスごっこだ。試ためしたい技が幾いくつかあるんだ。お前は何もしなくていい。ただ技にかかってくれればそれでいい。お前も疲れてるだろうしな」

「嫌ですぅぅぅぅぅぅっっ!!」

　しかし孝太郎がプロレスごっこの話をした途端、ゆりかはバネ仕掛けの人形のように勢いよく起き上がった。そしてその首をぶんぶんと横に振る。二本のおさげが不規則に宙を舞った。

「なんでだ？　宿題を止めたから、暇なんだろ？」

「暇じゃありませんっ！　やっぱり宿題の続きをやる事にしますぅ！」

「そうか………それじゃあ無理に誘さそったら悪いな」

　プロレスごっこが強行されるかと思いきや、孝太郎は素す直なおに引き下がる。それを好機と悟ったゆりかは更さらに畳たたみかけた。

「そうですぅ！　私には宿題を終わらせるという偉大な目的があるんですぅ！」

　孝太郎とのプロレスごっこは連休前にやるものであって、もうすぐ夏休みが明けるというこのタイミングでは、絶対にやってはいけない遊びだった。

「じゃあ、宿題に飽きたら呼んでくれ」

「飽きません！」

「どうせお前すぐやる気なくすだろ」

「なくしませんっ！　今日明日あしたはずっと宿題ですぅっ！」

「でも俺はお前とプロレスごっこがやりたいんだ。一日中」

「お断りですぅっ!!　分かったらさっさと行って下さい!!　宿題の邪じや魔まです!!」

「はいはい。でももし宿題に飽きたら―――」

「飽きませんってばぁぁっ!!」

　ゆりかは全力で拒きよ絶ぜつの言葉を叩き付けると、再び宿題を解き始める。その姿はまるで生死がかかっている戦いに臨む兵士のようで、数時間前に宿題を始めた時に勝るとも劣らない勢いだった。










　孝太郎が立ち去ってからも、ゆりかは猛然と宿題を続けていた。もし少しでも手を抜いて休んでいたりしたら、孝太郎は戻ってきてプロレスごっこが始まる。ゆりかはそれを避けたい一心で宿題を解き続けている。臆おく病びようなゆりかだけに、身の危険には敏びん感かんだった。

「………はぁ～～～、里見君って凄すごいのねぇ～～～」

　そして勉強を再開したゆりかを見て、静香は大きな溜ため息いきをついた。静香は、もはやどうやってもゆりかに宿題をさせるのは無理だと考えていた。しかしやってきた孝太郎はものの数十秒でゆりかからやる気を引き出し、颯さつ爽そうと去っていった。にわかに信じられない手並みだった。

「里見君は………私達の事を誰よりも分かってくれているんです。もしあそこで勉強しているのが私達であっても、きっと同じようにやる気を引き出す事が出来るんじゃないでしょうか」

「確かにそうかもしれないわね………」

　真希の指し摘てきに、静香は大きく頷く。先日、両親の墓参りをした時、静香は落ち込んでいた。そんな彼女を元気付けたのも孝太郎だった。そういう経験があるから、静香は真希の言葉は正しいと感じていた。

「………私達って、大事にされているんですよね………嘘うそみたいだわ………」

「………そうね………ああいう人と出会えた事に、感謝しないといけないわね………」

　似たような経験は静香だけでなく、真希にも六畳間の少女達にもある。だから孝太郎はきっと、誰が落ち込んでいても同じ事が出来るに違いなかった。










　孝太郎とのプロレスごっこへの恐怖は強く、ゆりかは必死に宿題を続けた。それ以外に身を守る方法はなかったから。しかし宿題の再開から数時間が過ぎた頃ころ、ゆりかは再び限界を迎むかえた。

　ぱたっ

「きゃあぁぁっ!?　ゆ、ゆりかっ!?」

　見ていた映画がちょうど緊迫したシーンだったので、ゆりかが突然倒れた時、真希は心底驚いた。思わず可愛かわいらしい悲鳴が口から零こぼれたほどだった。

「きゅうぅぅぅぅぅぅ～～～」

　ゆりかは仰向けに倒れ、目を回していた。前回は精神的な負担によって手が止まったのだが、今回は完全に体力的な問題だった。ゆりかは単純にエネルギーを使い切ってしまったのだ。体力を使い切れば倒れるのは道理。電池切れと同じような状況だった。

「ふ、ふが………」

「藍華さん、どうしようか？」

「うーん………また、里見君を呼んできましょう」

「今度ばかりは里見君でもどうしようもない気がするけど………」

「それでも、ゆりかがここまで頑張ったのは見せてあげた方がいいんじゃないかと」

「それもそうね」

　二人は頷き合い、再び孝太郎を呼びに行く事にした。孝太郎はクランの『朧ろう月げつ』にいるので、六畳間の一番奥おくの壁かべに転送用のゲートを発生させて向かう事になる。二人が壁に近付くと、壁が青く輝かがやき始める。

「クランさんのところへ連れていって下さい」

　そして真希が壁に声をかけると、ゲートの輝きが青からオレンジへ変化する。使い易やすいように、行き先ごとにゲートの色を分けてあるのだ。青は『青騎き士し』で、オレンジは『朧月』や『揺り籠』といった具合だ。ちなみに東ひがし本ほん願がん家は紫で、桜さくら庭ば家は白だった。

「なんだかこの不思議移動にも慣れてきたわね………」

　静香は自分がこの奇き妙みような生活に慣れた事を不思議に思っていた。ほんの一年ちょっと前までは、ただの女子高校生だったというのに、今では完全に物語の登場人物のような暮らしぶりだった。

「そうなんですか？」

「藍華さんは違うの？」

「私はこれでも魔法使いですから」

「あは、そうだったわね。すっかり忘れてたわ」

「そのまま完全に忘れて下さい」

「うふふ、そのつもりよ」

　真希の求めるものと、静香が求めるものは一いつ致ちしている。だからどれだけ生活が変わろうと、強い力を持とうと、二人は真希と静香のままでいられる。そうして平凡な二人の女子高校生は、笑え顔がおでゲートに飛び込んでいった。










　孝太郎が真希や静香に連れられて一〇六号室へ戻もどってきた時も、ゆりかは目を回し続けていた。孝太郎はそんなゆりかを抱き起こすと、そっと畳の上に横たえる。そうしている時の孝太郎の視線はとても優やさしく穏やかだった。

「よく頑張ったな、ゆりか………」

　精神的な限界を超え、肉体的な限界へ至ったゆりか。宿題は最後まで終わらなかったものの、これは孝太郎にとっては高く評価すべき結末だった。死力を尽くしてなお届かないのであれば、誓いが折れたとは考えないのが騎士の道。ゆりかは立派に自分の誓いを通したのだ。

「どうするんですか、里見君？」
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　真希は孝太郎に頭を撫なでられているゆりかを羨うらやましく思いつつ、今後の事を尋ねた。ゆりかがこの先どうするべきなのかは重要な問題だった。

「とりあえず、しばらく休ませるつもりだ」

「このままだとゆりかちゃん、先生から大目玉を喰らうわよ？　ただでさえ進級が危ないのに………」

　静香は心配そうにゆりかを見つめる。もともと遅刻や宿題忘れが多いゆりかなので、夏休み前の段階で、既に担任教師から進級についての警告を受けていた。夏休みの宿題まで提出しなかった場合、非常に危険な状じよう況きように発展する事は目に見えていた。

「少し休めば多少元気も回復するでしょうから、ゆりかもまた頑張れると思うんです」

「だといいんだけど………」

　静香はこれ以上ゆりかに宿題をやらせる事は難しいと考えていた。完全に力を使い果たしてのびているゆりかが、これ以上やれるとは思わなかったのだ。

「平気ですよ、大家さん。ゆりかは必要な時にはやる奴やつですから」

　しかし孝太郎はあくまでゆりかを信じている。だからその表情には、強い自信が漲みなぎっていた。










　ゆりかが目を覚ましたのは、大好物の匂いが鼻をくすぐったからだった。それ以外が理由であれば、ゆりかは起きなかったに違いなかった。

「ラーメンの匂いがしますぅ！」

　ゆりかを目覚めさせたのは、カップ麺めんの匂いだった。そのカップ麺特有の化学調味料の匂いが、ゆりかの食欲を刺し激げき、活性化。睡眠欲を撥はね飛とばした。その結果、彼女は匂いを感じてからほんの数秒で、完全な覚醒を果たしていた。

「いっただっきま～～～すぅ！」

　そしてゆりかはちゃぶ台の上に用意されていたカップ麺を手に取ると、右手だけで器用に割り箸を割った。

「こらこら」

　しかし実際に食べ始める前に、孝太郎がゆりかを止めた。するとゆりかは不満そうに孝太郎を見上げる。

「なんで意地悪するんですかぁ？」

　一〇六号室のカップ麺は、全て自分の為に存在している筈。ゆりかにとってカップ麺を食べる邪魔をされるのが一番の苦痛だった。

「食ってもいいが、その前に俺と約束しろ」

「約束しますぅ。いっただっきまーすぅ！」

　ずるずるずる

　ゆりかは内容も聞かずに約束すると、カップ麺を食べ始めてしまう。内容を聞かずに安易に約束したのは、目の前のラーメンに対する食欲が抑えられなかったのと、孝太郎なら本当に大事な事しか約束させないだろうという信しん頼らいからだった。

「約束したからな？」

「はいですぅ」

　ずるずるずる

「食い終わったら宿題の続きをちゃんとやるんだぞ？」

「………へっ？」

　その瞬間、ゆりかの動きがぴたりと止まった。

「むっ、無理ですよぅっ！　もう無理ぃっ、無理ですってぇっ!!」

　そしてゆりかはラーメンを啜すするのも忘れて、ぶんぶんと首を横に振る。すると口から垂れ下がった数本の麺が、汁を周囲に撥ね飛ばした。

「でも約束したよな、お前。それにもうラーメン食っちまってるし」

「ううっ!?」

　ゆりかは言葉に詰まる。安易に約束した事が、完全に裏目に出ていた。

「ずるずるずる………んくっ」

　このままではまた地獄へ逆戻りになる。それを悟ったゆりかは、大おお慌あわてで食べかけの麺を啜ると、改めて孝太郎に訴えた。

「無理です。もう無理です！　言い逃れじゃなくて、本当に無理なんですぅっ!!」

　必死にやっても終わらなかった。心身共に限界。ゆりかにはもう、残された宿題に立ち向かうだけの気力と体力が残っていなかった。ゆりかはそれを必死に孝太郎へ訴えると、唇を噛んで俯く。ゆりかとて、ここで終わるのは残念だった。

　そんな時だった。孝太郎が両手を伸のばし、ゆりかの両頬に添えた。

「ゆりか、こっちを向け」

　そして孝太郎は、そっとゆりかの顔を自分の方へ向ける。するとゆりかは孝太郎の声に従って、ゆっくりと視線を上げた。

「ゆりか、確かにお前は頑張った。限界までやった。立派だったぞ、ゆりか」

「えっ………？」

　まさか褒ほめてもらえるとは思わなかったので、ゆりかは目を丸くして驚いていた。孝太郎はそんなゆりかには構わず、話を続けた。

「でもな、そういった事を全部分かった上で、あえて訊きたい」

　そして孝太郎はいったん前置きしてから、本当に訪ねたかった事を口にした。

「………ゆりか、本当に、もう無理なのか？」

「里見さん………」

　孝太郎が知っているゆりかという少女は、本当にいい加減な少女だった。すぐに楽をしようとしたり、誤ご魔ま化かしたりする。いわゆる将来が心配になるタイプだった。

「お前は駄だ目めだと思ったところから、更にもう一段階やれる奴だ。俺はそれをよく知っているんだ」

　しかしその反面、ゆりかは本当に重要な局面では、決して諦あきらめなかった。幽ゆう霊れいだった頃の早さ苗なえが消えかけた時の事や、晴海を救おうと捨て身になった時の事など、そうした例は幾つも存在していた。だから孝太郎は、ゆりかがここでもその根性を発揮する事を期待していたのだ。

「だからゆりか、もう少しだけやってみないか？　お前のやれるところまででいい。本当にどうしようもなくなったら、そこで止めればいい。どうだ？」

「私は………」

　孝太郎の瞳ひとみが、真正面からじっとゆりかの瞳を見つめていた。そうしているとゆりかは心の奥おく深ふかくまで覗のぞかれているような気がしてくる。そして孝太郎の瞳はこう言っている。お前はもっとやれる筈だ、と。

　―――これってぇ、里見さんが私に期待してくれてるって、事なんですよね………。

　ゆりかも孝太郎の心の問題は理解している。そんな孝太郎がゆりかの頑張りに期待している。それは大きく見れば、ゆりかとの未来に期待していると言い換える事が出来るだろう。そこに気付いた瞬間、ゆりかは気持ちが固まった。

「分かりましたぁ。もう少しだけぇ、頑張ってみますぅ」

　ゆりかはそう言って大きく頷いた。孝太郎が折角一歩を踏ふみ出したというのに、ゆりかがそれを拒絶する訳にはいかない。ゆりかは自分だけならどれだけいい加減でも構わないのだが、そこに他人が介在する時には決して諦めない。ゆりかはもう、魔法少女の名に相応ふさわしいぐらいにまで、大きな成長を遂げているのだった。










　静香と真希は、黙だまって二人のやり取りを見守っていた。二人は今度ばかりは流石さすがに孝太郎でも駄目だろうと思っていたのだが、その予想に反して孝太郎はゆりかの説得に成功していた。これは驚おどろくべき結果だった。

「びっくりね。里見君って本当にゆりかちゃんの事をよく分かっているのねぇ………」

「今のは、どちらかというとゆりかが里見君を思おもい遣やったように見えましたけど」

「両方なんだと思うわ。里見君が求め、ゆりかちゃんが応こたえた。一方的な付き合いじゃないのよ、あの二人は………」

「少し、羨ましい気がします」

「そうね。あれって、宿題にかこつけて仲良くしているだけだものね」

　静香と真希は笑う。孝太郎とゆりかはこの件を通じてさらに絆きずなを深めた事だろう。あの二人には、遊んでいるのか、宿題をしているのか、ぐらいの違いしかないのだ。

「そうだ、藍華さん」

「はい？」

「今度、私達も里見君にゆりかちゃんと同じようにして貰えるかどうか、試してみましょうか」

　一計を案じた静香は、にやりと笑って横目で孝太郎を流し見る。孝太郎は静香の思惑を知らず、ゆりかに問題の解き方を教えていた。

「試すまでもない気がしますけど………あ、でも、表面上は違うかもしれませんよ」

　真希は同じようにして貰える自信があった。だから孝太郎を試すのは、可哀かわい想そうだという気がしなくもなかった。

「その表面上の違いを楽しむのよ」

「意外と意地悪なんですね、笠かさ置ぎさんは」

「私達もちょっとぐらい青春したいじゃない？」

「………、はい。私もそう思います」

　二人は再び宿題を始めたゆりかと、彼女に解き方を教える孝太郎を眺ながめながら、楽しそうにお喋しやべりを続ける。今回の一件で絆を深めたのは孝太郎とゆりかだけではない。ここにいる真希と静香もまた、少しだけ絆を深めたのだった。










　ゆりかが夏休みの宿題の最後の一問を解き終えたのは、宿題を始めてから三十六時間後、八月三十一日の夕方の事だった。

「………お、終わった………終わりましたぁ………」

　カランッ

　ゆりかの手からペンが転がり落ちる。

「ご苦労様、ゆりかちゃん」

　するとそれを待っていたかのように、静香がゆりかの前に麦茶の入ったグラスを置く。これまで節目節目を見てきたので、この日の静香はゆりかが宿題をやっている様子を時折見に来ていた。同じ理由で、これには真希も同行していた。その真希はゆりかの問題集を覗き込み、微笑ほほえんでいた。

「間違いは少なくないけれど、最後まで全部埋まってるわね。意地もそこまで貫き通せば大したものだわ、ゆりか」

「あ、ありがとうございますぅ、静香さぁん、真希ちゃぁん」

　ゆりかは安あん堵どのあまり涙なみだを流しながら麦茶を飲む。麦茶をこんなに美お味いしい飲み物だと感じたのは、生まれて初めての経験だった。

　―――辛いのは全部終わりですぅ………後で里見さんに褒めて貰わないとぉ～♪

　ゆりかは麦茶と共に、全てを無事に終えた達成感を味わっていたのだが、ここで静香が、ゆりかにとってまるっきり予想外の言葉を口にした。

「後は総合学習の自由課題だけねぇ。頑張ってね、ゆりかちゃん。あぁ、それとももう出来てる感じかしら？」

「えぇっ!?　そ、そうごうがくしゅう??」

　それは全くゆりかの頭の中になかった言葉だった。ゆりかは夏休みの宿題は、専用の問題集だけだと思っていたので、この隠かくれていた宿題は、降って湧わいた大きなトラブルだった。

「そ、それってどういうしゅくだいでしたっけっ!?」

「忘れていたのね。それとも居眠りかしら？　ともかく夏休み前の最後の総合学習の授業の時に、自由なレポートを夏休み明けに宿題として提出する事になったの。多くの人は、夏休み前の職業研修のレポートを書くみたいなんだけど」

　この宿題は、結果的に夏休みの課題になった宿題だった。

　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校では、二年生の夏休み前に、職業研修を行う。これは修学旅行の変形で、短期間だが一いつ般ぱん企業に体験入社して、社会人の心構えを学ぶ。そしてそこで体験した事を、総合学習の時間にレポートとしてまとめて提出する事になっているのだが、今年は学校行事との兼ね合いで職業研修が本当に夏休み直前ギリギリになり、レポートの提出が夏休み明けに持ち越されたのだ。

　従って、ゆりかはそのレポートを書いて提出しなければならない。ゆりかの宿題は、まだ全て終わった訳ではなかったのだ。

「………しょ、職業研修………何をやったんだっけ………えーと………」

　ゆりかは必死に一ヶ月半ほど前の事を思い出そうとする。しかし今一つ記き憶おくが定かではない。レポートとして提出する事自体を知らなかったゆりかなので、言われるままにぼんやりと働いただけで、その時の事を記録や記憶に残そうという努力を完全に怠おこたっていたのだ。だから今更記憶を呼び起こそうとしても、夏休みの思い出に埋もれ、完全に忘却の彼方かなただった。

「全然思い出せませぇんっ！　静香さんっ、真希ちゃんっ、助たすけて下さいぃぃっ！」

　自分の記憶が頼りにならない以上、頼みの綱は他の人間。とりあえずゆりかは、手近にいる静香と真希に泣きついた。

「そうしてあげたいのは山々なんだけど………」

「私達とゆりかは班が違ちがったでしょう？　だからあなたがやっていた事は私達には分からないのよ」

「そんなぁ!!」

　しかし不幸にして静香と真希はゆりかとは別の企業で研修していた為に、ゆりかの助けにはならなかった。

「あぁあ、一体どうしたらっ!?」

　ゆりかは頭を抱かかえる。もはや万策尽きた、そんな雰ふん囲い気きだった。

「落ち着きなさい、ゆりか。まずはあなたと一いつ緒しよに研修した人を思い出すのよ」

「一緒に行った人………そうだっ、里見さんと一緒でしたぁっ!!」

「だったらゆりかちゃんは、里見君に何をやったのかを聞いて、それをレポートにすればいいわね」

「すぐ里見さんの所へ行ってきますぅ！　真希ちゃん、里見さんは何ど処こですかぁ!?」

　孝太郎の姿は一〇六号室にはない。しかし孝太郎の家臣を自じ認にんする真希はその行き先を知っている筈だった。

「今日もクランさんの所に居る筈よ」

「はいですぅ！」

　真希から情報を得たゆりかは、大急ぎで孝太郎のもとへ向かう。今のゆりかにとって、孝太郎だけが最後の望みだった。










　ゆりかが六畳間のゲートへ飛び込むと、そこはもう宇宙戦せん艦かん『朧月』の廊下だった。ゆりかがその床へ降おり立つと、乾いた音が通路に幾重にも反響する。六畳間とは違って、白く美しい廊下がどこまでも広がっていた。

「クランさんの部屋はぁ………あった！　確かあそこですぅ！」

　そして目的地であるクランの部屋は、ゆりかが降り立った場所から数メートル先にあった。クランの部屋のドアには、初めて来た者にも分かり易いように、木製のプレートが下がっている。

『くらりおーさ皇女殿でん下かのお部屋☆』

　そのプレートは孝太郎と早苗が作ったもので、クランの性格とはかけ離はなれた、やたらとファンシーなデザインになっている。そのデザインには、もう少し明るく元気になれという孝太郎達の願いが込められているのだが、残念ながら今のところはその願いは叶かなっていなかった。

「クランさんっ、クランさぁんっ！　私に里見さんをくださぁいっ！」

　そしてむしろファンシーさの塊であるゆりかが、クランの部屋へ飛び込んでいく。その勢いは相当なもので、ドアが自動的に開閉しなければ、ドアごと突き破ってそうな勢いだった。

「珍めずらしいですわねユリカさん、あなたがここへいらっしゃるなんて―――って、きゃあぁあぁあぁあぁっ!?」

「クランさぁんっ、里見さんを私にくださぁいっ！　お願いしますぅっ！」

　ゲートを潜くぐった時点から、クランはゆりかがやってくる事を知っていた。しかし実際にやってきたゆりかの予想外の勢いと圧力に、クランは驚いて大きく仰のけ反ぞった。

「なっ、何事ですのっ!?」

「話せば長い事ながら、里見さんがいないと私の宿題が終わらないんですぅ！　だから里見さんを私にくださぁい！」

　ゆりかは事情を説明すると、クランに向かって両手を差し出す。それはまるで、その手に孝太郎を渡せと言わんばかりだった。

「なるほど、そういう事でしたのね。構いませんわよ、わたくしはベルトリオンには特に用事はございませんし」

　クランは素直にゆりかの要求を呑のんだ。孝太郎はクランの力を借りる為にこの場所に来ていただけで、クランの側には特に用件はない。だから連れていかれたとしても、クランには何の問題もなかった。

「ありがとうございますぅ！　それで里見さんは何処ですかぁ!?」

「ベルトリオンならあそこですわ」

「里見さぁんっ！」

　ゆりかはクランが指し示す方向に走っていく。その先にはソファーと机が設置されていて、ソファーに座すわっている孝太郎の後ろ姿が見えた。孝太郎はそこで昨日と今日、二日に亘わたって自分の宿題を進めていた。

「里見さぁん、助けて下さいぃっ！　職業研修の時にどんな事をやったのか、教えて欲しいんですぅっ！」

　ゆりかはソファーを回り込みつつ、必死な様子で孝太郎に呼びかける。

「里見さんっ！　って、あっ………」

　しかしゆりかは孝太郎の顔を見た瞬間、それまでの勢いを全て失った。代わりにその表情が深い絶望に彩られていく。ゆりかは孝太郎の顔を見た瞬間に悟ったのだ。全ての希望が失われたのだ、という事を。

「………終わった………私の宿題………この終わり方は、あんまりですぅ………」

　孝太郎はソファーに身体を預けて眠っていた。その眠りは深く、ゆりかの叫び声を聞いてもピクリともしない。経験上、ゆりかには分かっている。この状態の孝太郎は、しばらく目を覚まさない。つまり、孝太郎にはゆりかを救う事は出来ないのだ。

「………あぁ………あんなに頑がん張ばったのに………最後の最後で………こんな………」

　あまりの絶望感に、ゆりかは身体から力が抜ぬけてしまう。ようやく宿題が完成しようというこの時に、最後の希望が潰ついえた。この二日間必死にやった分だけ、その落らく胆たんは大きかった。

「あら、先さき程ほどから妙みように静かだと思っていたら、眠っていたんですのね。無理もありませんわ。昨日からずっとそのレポートにかかりきりでしたもの―――って、どうしましたの、ユリカさん？」

「………何でもありません………ただ、里見さんの寝ね顔がおが幸せそうだなって、そんな風に思っただけですぅ………」

　ゆりかは両目から滝のように涙を流し続ける。もはや彼かの女じよに出来る事は、それだけしか残されていなかった。

「なんだかよく分かりませんけれども………ユリカさん、これをどうぞ」

「なんですかぁ、これぇ？」

　ゆりかはクランから何かを受け取った。涙のせいでよく見えなかったが、手触りからすると紙の束のようだった。

「ベルトリオンからあなたに渡せと言われていたものですわ。………どうやらベルトリオンにはこうなると分かっていたようですわね」

「里見さんが………？」

　ゆりかは涙を拭うと、改めて紙の束を見た。その表紙には次のように書かれていた。

『職業研修レポート　ペットショップ昆虫の世話係　里見孝太郎・虹にじ野のゆりか共著』

　それは孝太郎が書いた職業研修のレポートだった。本来自分の分のレポートを書くだけでよかったのだが、孝太郎はゆりかの宿題の進行を見て共著という形式を選択した。するとゆりかに関する記述が増えるので、その分だけ多くの手間がかかり、孝太郎は今まで働き詰めだった。孝太郎が一〇六号室に不在だったのは、これが理由だったのだ。

「里見さん………あなたという人は………」

　拭った筈の涙が、再び零れ始める。深い安堵と感謝、そして思慕の念がゆりかの胸を満たす。孝太郎はゆりかが宿題をやり遂げると信じて、自分はこの作業を続けた。何の根こん拠きよもなしに、ゆりかを信じたのだ。ゆりかはそれが嬉うれしい。宿題が完成した事など、そのおまけでしかなかった。

「………言いたい事は、沢たく山さんあるんですけどぉ………私もそろそろ限界なんでぇ………一言だけぇ………」

　ゆりかはそう呟くと、自身もソファーへ倒れ込む。倒れた場所は孝太郎の隣となり。ちょうど孝太郎に寄り添うような格好だった。そしてゆりかはその格好のまま、孝太郎の耳元に囁ささやいた。

「………さとみしゃん、やくそくどおり、しゅくだい、おわりましたよ………」

　ゆりかはその一言を囁くと、そっと両目を閉じた。ゆりかは既すでに、心身共に限界を超こえている。孝太郎以上に疲れている彼女は、目を閉じた数秒後には意識を失い、眠りの中へ落ちていった。

「二日間無償で手伝ったわたくしが脇役みたいで気に入りませんけど―――」

　クランはそんな二人に毛布を掛けてやると、照明の殆ほとんどを消して部屋を出ていく。

「―――あなたの頑張りに免じて、今日の所はベルトリオンを差し上げますわ、ユリカさん。ふふふふっ」

　ドアが閉まると、クランの姿は見えなくなり、部屋には静寂が戻ってくる。今、部屋には二つの音しか存在していない。それは孝太郎の寝息と、ゆりかの寝息だ。二つの寝息は驚くほど近くで交じり合い、虚空へと消えていく。クランは当分の間、部屋へ戻るつもりがないので、これからしばらくはこの状態が続くだろう。それはゆりかにとってとても幸せな出来事である筈だったが、当のゆりかはその事に気付かず終じまいだった。







いらっしゃいませ、お父様！　九月四日（土）







　夏休みが明けたばかりの、九月四日土曜日。単身赴任中の孝こう太た郎ろうの父、雄ゆう一いち郎ろうは仕事の都合でしばらくぶりに吉きつ祥しよう春はる風かぜ市へ戻ってきていた。本来は慌ただしく仕事を済ませてとんぼ返りの予定だったのだが、仕事の相手の都合でこの日の夕方にだけぽっかりとスケジュールに穴が空いた。そこで雄一郎は、息子の孝太郎が住むアパートを電撃訪問する事に決めた。突とつ然ぜんの事なので孝太郎は驚くかもしれないが、息子と会うのはしばらくぶりなので、雄一郎としてはこの偶ぐう然ぜんを有効活用したいところだった。

「確かこの先だったな」

　雄一郎は記憶を頼たよりにころな荘そうを目指す。昨年一度行っただけなのだが、幸い記憶ははっきりとしていた。おかげで雄一郎は迷う事なくころな荘に辿たどり着ついていた。

「あったあった、ころな荘。間ま違ちがいない」

　ころな荘は築二十五年を超えるという話だが、外見からはそれを感じない。デザインの古さはあるのだが、手入れが行き届いていて建物の劣化はない。築年数が長いだけに、大家か管理会社のこだわりが伝わってくる佇たたずまいだった。

「孝太郎の奴やつ、ちゃんとやっているんだろうか………」

　昨年訪ねた時には、孝太郎の部屋は綺き麗れいに片付いていた。しかも冷蔵庫の中まできちんと整理されていた。雄一郎が孝太郎と一緒に暮らしていた時にはそこまで片付いていなかったので、驚いた事をよく覚えている。

　だがあれから一年。昨年部屋が片付いていた理由が、引っ越こしした直後であったからなら、そろそろ孝太郎本来の暮らしぶりが見られる筈はずだった。だから雄一郎はあえて今まで孝太郎に連絡しなかったのだ。

「孝太郎の部屋は一〇六号室だったな」

　雄一郎はころな荘の敷しき地ちへ入り、一〇六号室へ向かう。雄一郎は息子の成長や暮らしぶりが楽しみなのだが、少なからず不安もあった。片親で育てたせいで、孝太郎に寂さびしい思いをさせたという負い目があったから。もし孝太郎が再び荒れていたら、そんな不安は拭えなかった。だからこそ、孝太郎の本来の暮らしぶりを知りたくて連絡をしなかった。それは父親としての責任感がそうさせたのだった。

「ここか」

　雄一郎は一〇六号室の前に立った。そして一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく部屋のインターホンのボタンを押す。負い目はあっても、そこは経験豊富な大人。雄一郎に迷いはなかった。

『はぁ～～～い』

　だが、ここで雄一郎にも予想外の事が起こった。部屋の中から聞こえてきた返事は、女性の声だったのだ。しかもかなり若い。十代か二十代の女性の声だった。

　―――どうして女性の声が？　孝太郎の奴、恋人でも出来たのか？

　雄一郎が真っ先に想像したのが、孝太郎の女性関係だった。雄一郎も若い頃ころには恋人がいた。だから孝太郎もそうであっても不思議はない。むしろ雄一郎は、孝太郎は本質的に他人を遠ざける傾けい向こうにあるので、それを歓かん迎げいすべきだとすら考えていた。

　ガチャッ

「何者じゃ？」

　しかしドアを開けて顔を出した少女の姿を見た瞬間、雄一郎は孝太郎の恋人説を放ほう棄きした。少女は金色の長い髪かみと、青く美しい瞳を持っており、明らかに外国人だった。また背は低く、顔には幼さが残っており、孝太郎よりも年ねん齢れいは幾いくらか低いように見える。孝太郎が年下の外国人を恋人にした―――その構図は、雄一郎には馴な染じまなかった。

「何事ですの？」

「客じゃ。この暑いのにスーツじゃから、訪問販売か何かじゃろう」

「殿下、そういう言い方をしたらお客様に失礼ですよ」

　そして新たに現れた二人の少女が、孝太郎に外国人の恋人が出来たという説を更さらに否定する。一人目はクラシックなデザインの眼鏡をかけた、外国人の少女。二人目はショートカットで真ま面じ目めな印象がある、やはり外国人の少女。

　そうやって姿を現した三人の少女達を見て、雄一郎は考えを改めた。どうやら自分は孝太郎の部屋ではなく、間違って外国人の部屋を訪ねたようだ、と。

「申し訳ありません、どうやら訪たずねるべき部屋を間違えたようです」

「そうじゃったか。暑い中働いておれば、そういう事もあろうの」

「すみませんでした」

「気にする事はない。さらばじゃ」

　金色の髪の少女は、上品な笑顔を残してドアを閉じた。その笑顔は妙に惹ひき付けられる魅力があった。おかげでドアが閉じられてからも、雄一郎はしばらく呆ぼう然ぜんとその場に立たち尽つくしていた。

「おっといけない、孝太郎孝太郎」

　我に返った雄一郎は、改めて部屋番号と表札を確かく認にんする。ちゃんと部屋を確認しないから間違った訳なので、ここはきちんと確認し直す。

「おや？」

　しかし部屋番号は一〇六号室、表札には里さと見みと書かれていた。雄一郎は念ねんの為ために手帳を開き、孝太郎のアパートの住所を確認する。ころな荘一〇六号室で合っている。この部屋は間違いなく、孝太郎の部屋の筈だった。

「………という事は、さっきの子達は孝太郎の友達か何かか………？」

　外国人だから孝太郎とは無縁というのは先入観だったかもしれない。孝太郎はともかく高校の方が海外交流に積極的という可能性は決して低くはないのだ。

「よし」

　気を取り直した雄一郎は、再びインターホンのボタンに手を伸ばす。再訪問なので、今回は僅わずかにボタンを押す指にためらいがあり、指が震えてチャイムは二度鳴った。

『はぁ～～～いっ』

　先程と同じく、少女の声が返ってくる。すると先程とほぼ同じようなタイミングで玄関のドアノブが回る。きっとさっきの少女だろう―――雄一郎はそう思いながらドアが開くのを待った。

「おじさん、誰だれ？」

「あれっ？」

　しかし雄一郎の予想はまたしても外れた。ドアから顔を出したのは、せんべいを口に咥くわえた小柄な少女だった。彼女はその大きな瞳をくるくると動かして、不思議そうに雄一郎を見上げていた。

「またお客さんなの？」

「このしつこさ、きっとこの間の押し売りですよぅ！」

　そしてその背後には、やはり先程とは異なる二人の少女がいる。ポニーテールにエプロン姿で活発さと家庭的なイメージを併せ持つ少女と、どこか自信なさげなツインテールの少女。三人とも、先程の三人とは別人だった。

「それで、何の御用？」

　せんべいの少女は、咥えていたせんべいを手に持ち替えると、軽く首を傾かしげる。それで自分が何をしに来たのかを思い出した雄一郎は、少女に来訪の理由を伝えた。

「あ、ええと………実はこの部屋の住人に用がありまして」

「孝太郎に？」

　少女の口から息子の名前が飛び出してきた事で、雄一郎は自分が部屋を間違えた訳ではない事を理解した。しかしそれはそれで疑問が募る。少女達の様子からすると孝太郎の友人なのは間違いないだろうが、外国人三人と目の前の三人、合わせて六人が孝太郎の部屋に集合している理由が雄一郎には想像できなかった。

「はい、実は―――」

　ピリリリリリリッ

　雄一郎が疑問を確かめようとした、その時だった。彼かれの胸のポケットに入ったままになっている携けい帯たい電話がけたたましい音を立てる。

「なんだ、こんな時に………おおっ!?」

　雄一郎は少女との会話を中断して、携帯電話の液晶画面を覗のぞき込む。するとそこにはこの後で会う筈になっている取引先の人間の名前が表示されていた。

「お嬢さん、大変申し訳ない。大事な電話なので、一いつ旦たん失礼させて頂きます。こちらへはまた後ほど伺います」

「ああ、うん。別にいいよ」

　雄一郎は電話の通話ボタンに触ふれると、一〇六号室のドアを閉めた。休暇で来ている訳ではないので、仕事の連絡はついて回る。会社勤めの雄一郎の宿命だった。










　電話はやはり緊急の用件だった。それは打ち合わせの開始を夜七時から八時へ遅らせては貰もらえないだろうかという打診で、すぐに返事が必要なものだった。雄一郎はそれを了承すると電話を切った。要件はその時間の変更に関するものだけだったので、通話には五分とかからなかった。

「………やれやれ、あの子達には変なおじさんが来たと思われただろうなぁ………」

　雄一郎は苦く笑しようしながら携帯電話をポケットへ戻す。そしてインターホンのボタンを押した。ボタンを押すのはこれで三度目だった。

『はぁ～～～い』

　ドアの向こう側からよく通る高い声が聞こえてくる。これまでの二人とは違う、知らない声だった。しかし雄一郎がこれまでに見た少女は六人。その誰かの声であるのだろうと雄一郎はあまり深くは考えなかった。

「どちら様でしょうか？」

　だがここでも雄一郎の予想は裏切られる。ドアを開けて顔を出したのは、雄一郎が見た事のない少女だった。長い黒髪と、線の細い体つきの少女。しかしその存在全体が優やさしげな雰囲気を醸し出しており、育ちの良さが窺うかがわれる少女だった。

　―――どうなっているんだ、この家は………孝太郎、お前はいったい、どんな生活をしているんだ？

　七人目の少女の登場に、雄一郎が面喰っていると、新たな少女が姿を現した。

「晴はる海み、どうした？」

　ドアを開けた少女の背後には、もう一人黒髪の少女がいた。彼女は和服に似た衣装を身に纏まとっており、落ち着いた表情と仕草をしている。またその手にはフライパンが握られており、料理の最中であることが窺われた。こちらの少女もまた、別の意味で育ちの良さを感じさせた。

「キリハさん………先程いらっしゃった方が、またおいでになったようなんです」

「そうか、変わろう」

　和装の少女はフライパンを置くと、最初の線が細い少女と入いれ替かわりに雄一郎の前に立つ。余よ裕ゆうのある落ち着いた瞳が雄一郎を見つめている。精神年齢は、おそらくこれまでの少女達の中で一番高そうに見えた。

「ご用件は？」

　少女のはきはきとした言葉が雄一郎の耳を叩たたく。それで我に返った雄一郎は、慌あわてて部屋を訪問した用件を少女に伝えた。
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「こちらに里見孝太郎が住んでいる筈なのですが………出来れば彼と話をさせて貰えないかと」

「孝太郎と………？　そうか、確か貴方あなたは孝太郎の………」

　少女は雄一郎の言葉で何かを悟ったらしく、大きく頷うなずいた。そして軽く後ろを振ふり返かえると、六畳間の方へ呼び掛けた。

「真ま希き」

「なんですか？」

　すると六畳間から一人の少女が顔を出す。それはまた新しい少女で、かれこれ九人目の少女だった。この九人目の少女は柔やわらかそうな髪を肩かたまで伸のばしていて、強い意志を感じさせる瞳が印象的だった。しかし全体的にどこか儚はかなさを感じさせ、ミステリアスな雰囲気を作り上げていた。

「孝太郎は今何ど処こにいる？」

「里見君なら………今日は朝からアルバイトよ。もうすぐ帰ってくる筈です」

「そうか、どうもありがとう」

「どういたしまして」

　九人目の少女は必要な話を終えると顔をひっこめた。そして黒髪の少女は雄一郎に向き直ると、孝太郎の行方ゆくえを伝えた。

「孝太郎は今、アルバイトをしに出掛けています。場所は吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校がある山の上にある発はつ掘くつ現場です」

「その話は、孝太郎から聞いた事があります」

　アルバイトの件は雄一郎も知っている。孝太郎は一応高校生なので、アルバイトには親の同意が必要だ。雄一郎は、そこを誤魔化すような子供に育てた覚えはなかった。

「そして私達は―――」

　やがて少女は、雄一郎が一番知りたかった話を始めた。雄一郎の興味は、すぐに孝太郎よりも彼女たちの方へ向けられた。

「―――この一年ほどの間に、孝太郎の友人となった者達です。こうして互いの家を行き来するぐらいに、仲良くさせて頂いております」

　少女はきっぱりとそう言い切ると、丁寧に深々と頭を下げた。その後ろでは、ドアを開けてくれたもう一人の黒髪の少女も同じように頭を下げている。非常に好感の持てる、友好的な挨あい拶さつだった。

「これは御丁寧に。私は里見雄一郎。孝太郎の父親です」

　雄一郎も同じように頭を下げる。礼には礼を。そのあたりの真面目さは少女達にも見覚えがあるものだったので、彼かの女じよ達たちは自然と親しみを覚えた。

「お噂うわさはかねがね。初めまして、お父様。クラノ＝キリハと申します」

「桜さくら庭ば晴海です。里見君には仲良くして頂いております」

　こうして雄一郎と九人の少女達は出会った。それは孝太郎と少女達の出会いに比べると大分大人しいものであったが、少女達は逆に孝太郎の時以上に緊きん張ちようしていた。雄一郎に嫌きらわれる事は、今後の人生に大きなマイナスを抱える事になるからだった。










　父親の雄一郎が急に一〇六号室へ遊びに来ると知ったのは、孝太郎がアルバイトを終えた時の事だった。発掘作業のアルバイトは土で汚れるし、汗も大量にかく。それによって壊れてしまわないように、作業着へ着き替がえた時に携帯電話は着替えと一緒にロッカーへしまうのが普ふ通つうだった。

「まずい、みんなが親おや父じと鉢合わせしたら………！」

　作業着から私服へ着替えた孝太郎は、六畳間の少女達に夜になるまでは一〇六号室に近付かないようにしてほしいというメールを一斉送信すると、大おお慌あわてで自宅へと向かった。少女達と鉢合わせなくても、彼女達の私物は部屋にごろごろ転がっている。雄一郎がやってくる前に、それを片付ける必要があった。

「よう、孝太郎！」

「親父!?」

　しかし残念ながら、孝太郎がころな荘に戻もどった時、そこには既に雄一郎の姿があった。不幸中の幸いだったのは、雄一郎が部屋の外にいた事だった。雄一郎は部屋の外で、一人煙草たばこを吸っていた。

「聞いていたより早く帰ってきたな」

　雄一郎は息子の顔を見て笑うと、煙草を携帯用灰皿に押し込んだ。妻を亡くしてから吸うようになった煙草だが、教育上の観点から孝太郎の前で吸った事はなかった。

「よし。行くぞ、孝太郎」

「行くって何処へ？」

「折せつ角かく親子二人だ。一緒に母さんに会いに行こうと思ってな」

　雄一郎は近くに置いてあった花束を手に取る。墓参りの為に用意した花だった。

「分かった、そうしようか」

　孝太郎はすぐに同意する。家に入らないで済むに越した事はないし、確かに久しぶりに親子揃そろって母親の墓参りをするのも悪くはなかった。










　孝太郎の母親、孝たか美みは十一年ほど前にこの世を去った。孝美はよく出来た女性だったので、里見家に連なるものは彼女の死を一様に嘆き悲しんだ。彼女の遺骨は里見家の一員として、代々の墓に納められている。それは嫁入りから僅か数年後の事だったが、そうする事に反対する者は誰もいなかった。

「久しぶりだな、母さん。俺おれも孝太郎も元気にやっている」

「俺は大だい丈じよう夫ぶだけど、親父は怪あやしい。家事はずっと俺がやってたからさ」

「馬ば鹿かにするな。俺だってやる時はやる」

「まあ、その辺は母さんの方が詳くわしいだろう？　たぶん、そういう状じよう況きようだ」

　花を手向け、墓石に向かって話しかける。そこに母親の霊れいが本当にいるかどうかは、今の孝太郎なら確かめようとすれば確かめる事が出来る。早さ苗なえが孝太郎の中に書き込んだ霊れい能のう力りよくを使えば簡単だった。しかし孝太郎はあえて確かめなかった。人間にとって、真実は必ずしも重要ではない。そこに母親がいるつもりで話す事に意味がある。孝太郎はそんな風に思っていたから。

「まったく、お前は母さん似だ」

「どの辺が？」

「融通が利かないところ」

「親父としては、それが放っておけなかった訳だ」

「まあ、そういう事になるかな―――って、恥はずかしい事を言わせるんじゃない！」

「悪い悪い。という訳だからさ、母さん。心配するなよな」

「俺達は何とかやっている。だから孝美、天国から見守っていてくれ」

　孝太郎と雄一郎は、それからしばらくの間、墓石に―――そこに居る筈の母、あるいは妻に―――語り掛け続けた。十一年前に失われた、家族のだんらんを再現しようとするかのように。この時の孝太郎は、普ふ段だんはあまり見せない、寂しげな表情をしていた。母親の死は孝太郎の人格形成に大きく影えい響きようしているから、この場所にいる限りは、どうしても普段の孝太郎ではいられなかった。










　墓参りが済むと、孝太郎と雄一郎は駅へ向かった。雄一郎はこの後、仕事の打ち合わせに向かわなければならない。彼が父親の顔をしていられる時間は終わろうとしていた。恐おそらく日が完全に沈む頃には、働く男の顔に戻っているに違ちがいなかった。

「………母さんが死んでから、お前には随ずい分ぶん苦労をかけたな」

「俺ももうこの歳としだからさ。大事な人が死んで取り乱す気持ちは分かるようになったよ。だからもう、気にしなくていいって」

「そうか………お前ももう、恋人がいてもおかしくない歳だものな」

「なかなか上う手まくはいかないんだけどね」

　駅へ向かう道すがら、孝太郎と雄一郎は話を続けていた。話題は母親の話から外れて、孝太郎に焦点が当たりつつある。遠く離れて暮らす父親としては、息子が気になるのは当然だろう。そして二人は話をしながら、沈みゆく夏の夕陽をに照らされつつ、肩を並べて駅へ向かう道を歩いていく。

「だが、仲のいい女の子ぐらいは居るんだろう？」

「そりゃ、何人かはね」

「九人もいれば十分だろう。あの中に気になる子は居ないのか？」

「えっ!?」

　孝太郎は思わず絶句する。雄一郎がさりげなく口にした言葉に、孝太郎は驚おどろきを隠せなかった。九人といえば、孝太郎には六畳間の少女達しか思い浮かばない。雄一郎は少女達と出会っていたのだ。

「親父、あいつらと会ったのか？」

　孝太郎は言葉を選びながら、慎しん重ちように雄一郎に尋ねる。九人の少女達は、その出自が特とく殊しゆなので、雄一郎が悪い印象を持つ可能性は少なくなかった。また、息子の部屋に九人もの少女が出入りしている環かん境きようを、雄一郎はよく思わないかもしれない。孝太郎としては、非常に緊張する局面だった。

「ん？　ああ。お前が帰ってくる少し前にな。みんな良い子達だったぞ」

　しかし孝太郎の心配とは裏腹に、雄一郎は笑え顔がおだった。その表情からすると、雄一郎が少女達に悪い印象を持っていない事はきちんと伝わってきた。

「人数も多かったんで、細かい話は聞けなかったが………お前、あの子達が困っている時に助たすけてやったらしいな」

「ああ、うん。そんな感じかな」

　孝太郎にも少女達と雄一郎の遭そう遇ぐうの状況がぼんやりと分かってくる。少女達は分かりにくい部分の説明を避け、本質部分だけを雄一郎に伝えたのだ。平凡な日常を生きる雄一郎に対する説明としては、適切な表現といえるだろう。

「それ以降、あいつらは親しくしてくれているんだ」

「正直に言うとな、孝太郎。お前に賢けん治じ君以外の、そういう相手が現れるとは思っていなかったんだ。だから驚いたよ」

　雄一郎はそう言って苦笑した。

「親父………」

　少女達が細かい説明を省いたからだろうか、雄一郎は孝太郎と少女達の関係を誤解なく理解していた。苦肉の策が、上手い方向に転がった格好だった。

「ようやく分かったよ、孝太郎。お前が一人でも元気にやれている理由が。あの子達のおかげだったんだな」

　そして少女達の存在は、雄一郎にとって歓迎すべきものだった。雄一郎は孝太郎に苦労をかけた事を負い目に感じていたので、孝太郎と仲良くしてくれる少女達の存在をありがたく思っていたのだ。それが感じのいい子達であれば尚なお更さらだろう。また、これまではそれが出来るのは賢治だけだったので、心強くもあった。

「最近はそれを自覚し始めたよ」

「いい事だ。あの子達に、感謝を忘れないようにな」

「そのつもりでいる」

「お前がそう言うなら安心だ」

　雄一郎は嬉うれしそうに目を細め、大きく頷いた。それを見た孝太郎は、雄一郎と少女達の出会いは、想像以上に上手くいったらしい事を悟った。もちろん、孝太郎は少女達を大切にするつもりでいる。少女達の事も、雄一郎の願いも、裏切るつもりはなかった。

「ところで孝太郎、お前はあの中の誰が本命なんだ？」

「えっ？　何だい、急に」

　孝太郎は再び目を丸くする。雄一郎の口から飛び出したのは、思わぬ質問だった。

「あれだけバラエティに富んだ子達なんだ。一人ぐらい、ピンとくる子はいるんだろう？」

「そりゃあ、いないことはないけどさ。でもまだ、よく分からないよ」

　孝太郎は雄一郎の質問には答えられなかった。今の孝太郎には、少女達に殆ほとんど差が見出せなかったのだ。

「そうなのか」

「親父は、母さんを嫁にしようと決めたきっかけは何だったんだい？」

　だが孝太郎も、雄一郎が孝美を選んだ理由を知れば、それを手がかりに少女達の差を見出せるかもしれない。ここは父親の経験を聞いておきたいところだった。

「俺があいつを選んだ理由か………実は最初、俺とあいつは仲が悪かったんだ」

「そうは見えなかったけど」

　孝太郎の知っている両親は、いつでも仲なか睦むつまじかった。だから仲が悪かったと言われても、すぐには想像がつかなかった。

「そりゃあそうさ。仲の悪さが解決したから結けつ婚こんしたんだからな」

「なるほど、当たり前か。じゃあ、なんで解決したんだ？」

「恥ずかしいから詳しい事情は省くが、主な理由は………そうだな、毎日顔を合わせているうちに、だんだんお互たがいの事が分かってきたのが一番の理由だろう」

「へぇ………」

「直接のきっかけは、二人で同じトラブルに巻き込まれてな。解決に奔走しているうちになんとなくそうなった。でもこれはあくまできっかけであって、理由じゃあない」

「分かるような気がするよ」

　雄一郎の話は孝太郎にも実感のある内容だった。孝太郎は六畳間の少女達と、同じようにして関係を築いてきた。きっかけがトラブルである事は多かったが、理由はそこではない。互いの理解が進んだ事が、唯ゆい一いつの理由だった。

「俺と孝美の場合は、ピンとくる相手ってのは、そういう事だ。孝太郎、お前にはいないのか、そういう相手は」

　雄一郎はそう言って孝太郎に笑いかける。それは両親としての興味と、男としての興味が混在した笑顔。孝太郎が大人になりかけている事で生じた、特別な表情だった。

「やっぱりよく分からないよ。なんだか明確な差がつかなくてさ。みんな、それぞれにいい子なんだよ」

　孝太郎は結局特別な女の子を見付けられず終じまいだった。だがこれは、ピンとくる子がいなかったからではない。むしろその逆で、全員にピンとくるからなのだった。

　―――俺はいったい誰が好きなんだ………？　これからどうしたいんだ………？

　誰とも相互の理解が進んでいた。また、それぞれの悩なやみや弱さを知っている。彼女達を放っておきたくなかったし、逆に自分が放っておかれたくもなかった。そして手を取り合って困難を乗のり越えるうち、この子ならという想おもいも芽生えた。だが、それは一人ではないのだ。気付いた時には、そうした条件を満たした少女が、既に九人揃っていたのだ。

「ゆっくり考える事だな。急いで決めたって、いい事はないんだ。お互いの人生に関わる問題なんだからな」

「親父………」

「それに、あの子達はみんないい子だから、お前がいい加減な決断をするのは許ゆるせん」

「ははっ、親父らしいよ」

　孝太郎も笑う。孝太郎自身も、いい加減な決断は出来ないと思っていた。全員にピンとくるという事は、全員が大事だという事でもある。いい加減な事をして、少女達を悲しませるような事はしたくない。分からないなら尚の事、きちんと時間をかけて向き合うべき問題だった。

「ところで、親父の方はどうなんだよ？」

　一定の結論が出た事で、孝太郎は話題を雄一郎の方へ向けた。いい機会なので、訊きいておきたいことがあったのだ。

「いるんだろう？　いい人が」

「孝太郎………」

　孝太郎は今日までの雄一郎の言動から、女性の存在を感じ取っていた。しかしそれを雄一郎が自分から孝太郎に話した事はなかった。だから今、その事を雄一郎に訊いてみたかったのだ。

「俺の事ならもういいんだ。もうだいぶ大きくなったし、マッケンジーやみんながいる。親父も自由になっていい頃だろ」

　雄一郎がそうした理由は分かっている。亡くした妻への愛情が消えた訳ではない事と、思春期の孝太郎への配はい慮りよだった。そして今の孝太郎は、雄一郎がそうした事に雁がん字じ搦がらめになっている状況をよくないと感じていたのだ

「お前が一人前の大人になるまでは、このままでいこうと決めたんだ。お前が気にする事はない」

「やっぱりいたんだな、そういう人が」

「ああ………」

「でも、その相手の人が可哀かわい想そうだよ。ずいぶん待たせているんだろう？」

　孝太郎が一番最初に女性の存在を感じたのは、ある時から雄一郎の服の趣味が変わった事だった。一いつ緒しよに住んでいた頃には、家事は孝太郎が担当していたので、洗せん濯たくの時にその事に気付いたのだ。それは孝太郎が中学生だった頃の話なので、既すでに何年も経たっている計算だった。

「彼かの女じよはちゃんと分かってくれている。事情は全て話してあるんだ」

　雄一郎はその言葉を口にする時、ほんの一瞬だけ背後を振り返った。

「そっか………」

　そんな雄一郎の仕草を見て、孝太郎は確信する。雄一郎がその女性との関係を躊躇ためらう本当の理由は、やはり亡くした妻―――孝太郎の母親である孝美への愛情が未いまだ消えていないからなのだ、と。

　―――やっぱり、あれを急ぐ必要があるな………。

　孝太郎は家の押入れの奥おくにしまってある、編みかけのセーターの事を思う。それは母親の孝美が事故に遭った時に持っていたもの。彼女が当時、編んでいたものだった。あれを完成させる事は、孝太郎と雄一郎、双方にとって一つの区切りとなるだろう。孝太郎が編み物研究会へ入った理由は、そこにあったのだ。

「そのかわりさ、親父」

「うん？」

「結婚式は盛大にやろうぜ。何年も待たせた人なんだろう？」

「孝太郎………ああ、是ぜ非ひそうしよう」

　二人はそのまま、とりとめのない話をしながら駅へ向かい、そこで別れた。二人の別れはそっけないものだったが、この日が二人にとって特別な意味を持っていた事は、間違いなかった。










　孝太郎が部屋へ帰ると、そこでは何な故ぜか少女達が全員で正座をしていた。

「ただいまーって、何やってんだ？」

　孝太郎には彼女達がそうしている理由が分からず、目を白黒させる。するとそんな孝太郎に対して、全員が一斉に頭を下げた。いわゆる土下座のような状態だった。

「お、おい？」

『申し訳ありませんでしたー！』

「だからお前ら、何やってんだ？」

　少女達は謝罪しているようだったが、孝太郎には謝罪されるような覚えはない。孝太郎は混乱する一方だった。

「実は、汝なんじに謝らねばならない事があってな」

　困っている孝太郎に、キリハが事情を話し始めた。その背後で、残る八人がこくこくと繰くり返し頷いている。どうやらキリハの言葉は彼女達の総意であるようだった。

「我々九人は、汝のお父様と出会ってしまったのだ。雄一郎氏が訪ねてきたのは、汝が連絡をくれる前でな。だから要いらぬトラブルを引き起こしたのではないかと思って、こうして出で迎むかえた次第なのだ」

『すみませんでしたー』

　少女達は再び頭を下げる。そこで孝太郎にもようやく事情が呑のみ込めてくる。彼女達は予期せず父親の雄一郎と遭遇してしまった事を、孝太郎に詫わびていたのだった。

「今後は他の人間に見られないように気を付ける」

「………なんだぁ、そんな事かぁ………もっと厄やつ介かいな話かと思ったぞ………」

　孝太郎は小さく溜ため息いきをつくと、少女達と向かい合うような形で自身もその場に座すわり込む。少女達が大おお真ま面じ目めな顔をしていたので、多少心配をしていた孝太郎だった。

「里見君、怒って、ないの………？」

　孝太郎のすぐ近くにいた真希が、恐る恐るといった様子で尋ねる。真希は孝太郎に嫌われると困るので、孝太郎がどう感じているのかは非常に繊細な問題だった。すると孝太郎は呑のん気きに首を横に振った。

「別に怒ってないさ。連絡の方が後だったんだし。それに親父は上じよう機き嫌げんで、みんながいい子だったって言ってた。だから怒るような事じゃないだろ」

　事前に連絡できなかったのはアルバイト中には携帯を持たない孝太郎のせいだし、雄一郎は少女達を気に入った様子だった。孝太郎が少女達を叱る理由は何処にもなかった。

「そう、よかったぁ………」

　真希はホッとして胸を撫なで下ろす。程てい度どの大小はあれど、それは他の八人も同じで、少女達はここでようやく笑顔を取り戻していた。しかしどことなく空気がおかしいままだったので、孝太郎はそれをなんとかしたくて話を続けた。

「ところでみんなは親父とどんな話をしたんだ？」

「どんなって、最初から全部話したよ。言えないところは言わなかったけど」

　孝太郎の意図に、早苗が応えてくれる。彼女も少し硬直気味の空気が嫌だったのだ。

「孝太郎と会ったばかりの頃は喧けん嘩かや意地悪ばっかりだったとか、そういう話」

「体育祭とかぁ、海へ行った話とかぁ、文化祭の話もしましたぁ！」

「演劇の話は、わらわが伝えたぞ」

「雄一郎様は演劇の時のおやかたさまの写真をお求めでしたので、わたくしが提供致いたしました」

　すると他の少女達も次々と、雄一郎に話した事を報告していく。それを聞きながら、孝太郎はしみじみと思った。

　―――やっぱり俺達、いろいろな事があったんだな………。

　事件や戦いの事を省いても、孝太郎と少女達には多くの想い出でがあった。それだけに、少女達が雄一郎に伝えた話は膨ぼう大だいな量に及ぶ。雄一郎はきっと驚いたに違いない―――孝太郎は少女達の話を聞きながら、心の中で小さく微笑ほほえんだ。

「私は雪山で遭難して、里見君に助けて貰った話をしました」

「藍あい華かさんがその話を始めた時、私びっくりしちゃった。ギリギリセーフの話ばかりなんだもの。あ、私は大家としての話をしておいたわ」

「わたくしはあなたがしばしば発作的に虫採りに出掛ける話などを。あなた、子供の頃ころからそうだったそうですわね？」

「我は一緒にジェットコースターに乗った話などを」

「私は編み物研究会の活動なんかをお伝えしました」

　そして少女達の話を聞きながら、孝太郎にはもう一つ、思った事があった。

　―――ピンとくる相手、か………。

　それは少女達が、やはり孝太郎にとって特別な存在であるという事だった。雄一郎の言葉を借りれば、ピンとくる相手という事になるだろう。

「どうしたの、孝太郎？」

「どうもしないよ。ただ、この一年ちょっとの間に、いろいろな事があったんだなって思ってさ」

「そうだねぇ………でも、これからもっといっぱいあるよ」

「ああ、お前の言うとおりだ、早苗」

「えへへへへ～～」

　孝太郎と少女達の間には、多くの想い出が存在している。しかしそれだけではない。想い出はきっと、これからも増え続けるだろう。それは夜には星が輝かがやくのと、同じぐらい確かな事―――孝太郎はそれを、信じようと思うのだった。







　ダーククリムゾンにとって、前回の敗戦は非常に屈くつ辱じよく的なものだった。自身の攻こう撃げき魔ま法ほうと、ダークグリーンの未来予知を組み合わせてなお、たった一人の魔ま法ほうを使えない人間の頭脳を上回れなかったのだ。その結果、ダークネイビーを捕獲され、彼女は今も敵の捕虜となっている。ダークネスレインボゥには仲間意識はなく、利用し合うだけの関係なのだが、ダーククリムゾンはダークネイビー―――真希を気に入っている。生来の生き真ま面じ目めさに共感するところがあったのだ。だからダーククリムゾンは、屈辱を晴らし、真希を取り返す事を狙ねらっていた。しかしただ再戦しても、結果は同じになる。何らかの改善が必要だった。

　彼女達が負けた理由は、明らか過ぎる程ほどに明らかだった。知識の伝道者を自じ認にんする魔ま法ほう使つかいであるにもかかわらず、魔法ではなく、知識そのもので劣おとっていたからだった。だからダーククリムゾンは科学の知識を求めた。しかし普通の科学では足りない。良くて敵と互ご角かくになるだけだからだ。そこで彼女は真ま耶やと取り引きをして、異星人の保有する科学知識を得た。

「………レイオブサンシャイン・モディファー・シングルウェイブレングス」

　クリムゾンの呪文が、訓練場に響き渡る。

　ジャッ

　詠唱が終わると、クリムゾンの手にした杖つえから赤い光が伸びていった。その光は彼女の正面に設置されている実験用のコンクリート壁へきに達すると、まるでバターを熱した包丁で切るかのように、あっさりとコンクリート壁を切断した。赤い光は魔法によって生み出された、単一波長のレーザー光線だったのだ。

「ふ、ふふふ、ふふふふふっ！　なるほど………こういう事だったのね！　ふふふふっ、確かにあの女―――キリハという女の言う通りだったわ！　私達は世間知らずの箱入り娘むすめ過ぎた！」

　知識を得た結果、彼女が手にしたのがこの新しい魔法だった。正しい知識の元に、合理的かつ科学的に発動された魔法、いわば科学魔法とでもいうべき次世代の魔法だった。

「しかしこれなら勝てる!!　この力さえあれば!!　クラノ＝キリハ、里見孝太郎、そしてレインボゥゆりか！　首を洗って待っていなさいっ!!」

　科学魔法はレーザーだけではない。理論上、多くの魔法に応用できる筈はずだった。爆ばく発はつ、バリアー、情報収集、改善が見込まれる魔法は数え切れないほど多い。その事はクリムゾンに勝利を確信させた。前回の敗戦から数ヶ月。刻々と近付いてくる復ふく讐しゆうの時に、クリムゾンは興奮を抑えきれなかった。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、作者の健たけ速はやです。でもついこのあいだ発売になったアニメ版のブルーレイ・ＤＶＤの初回特典が書き下ろし小説なので、数日ぶりの皆さんも少なくないのかもしれませんね。

　そのアニメですが、順調に進んでいればこの巻が発売になる頃には、最終回を迎えているものと思います。既にご覧になられた方はご理解頂けると思いますが、アニメ化の対象になったのは、このシリーズの柱となる部分。この部分をいい加減にしてしまうと、その後の重要なシーンの説得力が全くなくなってしまいます。たとえば、孝こう太た郎ろうがアライアの誘いを蹴るシーンなどがそれですね。

　この小説でタイムスリップを扱う上で一番気を付けたのが、実はこの部分です。仮にこの『六畳間の侵略者!?』という小説をタイムスリップの開始時点―――七・五巻から始めた場合を考えると、孝太郎が現代に帰る理由がなくなってしまいます。孝太郎と登場キャラクターとの絆が、過去のフォルトーゼにしかないからです。何かの設定を付けて強引に帰る理由があった事にしても、皆さんはその後の物語に非常に大きな違和感を覚えた事でしょう。また帰る理由がない以上、八・五巻におけるあのラストシーンは成立しません。もっと他の、もやっとしたラストシーンだった筈はずです。

　そして私は最終的に、力技や小手先の誤魔化しを避ける為には、遠回りでも最初から一歩ずつやっていくしかないという結論に至りました。それが一巻から七巻までの意味。一番重要な、孝太郎の生き方と帰るべき場所が、定まるまでの物語なのです。

　その部分をアニメでも描く事が出来たので、私はとても満足しています。あとはセカンドシーズンがあるように祈るばかりです（笑）




　さてアニメの話ばかりではなく、この十七巻の内容にも少し触れておきましょう。

　この十七巻は、侵略者達のミニエピソードに見せかけて、主に孝太郎の話が展開していきます。久しぶりに（一巻以来！）孝太郎のお父さん、雄ゆう一いち郎ろうも登場。いよいよ里さと見み家けの問題が表面化します。こういう話は何か大きな事件が起きると出来なくなるので、ここぞとばかりに畳たたみかけています。でも、もう一回ぐらいやる必要があるのかな。かな？

　今回の話で里見家の過去や、今後がおぼろげながらに見えてきたのではないかと思います。孝太郎と侵略者の少女達が、それをいかに乗り越えていくのかにも、注目して頂ければと思います。




　いつもはこの辺で終わりなんですけど、今回はあとがきが四～六ページという指定なので、もうちょっと何か書けそうです。そこで普段はページの都合で省略しがちな近況などを書いてみようと思います。

　八月の終わり頃に、ＳＡＳＵＫＥパークに行ってきました。番組でお馴な染じみのステージに、安全対策などを施して遊びやすくした肉体派のテーマパークです。各ステージを一通りやってみた結論は、最初のステージのスタート直後にある飛び石やロングジャンプで落ちる人を笑ってはいけないという事でした。

　実際に自分で体験してみると、どのステージのどのエリアも、要求されるジャンプ力が高い事が分かります。近くで見ると飛び石も楽な距離ではありませんし、ロングジャンプも短い助走で長い距離を飛ばねばなりません。結果、番組を見てそんなところで何で落ちるんだと思った場所で、軒のき並なみ失敗してしまいます。むしろ意外と楽だったのは斜めに設置されたパイプを渡ったりといった腕力系のエリア。結構何とかなりました。

　そんな具合に、全体的に番組で見た印象と実際にやった印象が逆である事が少なくなく、先入観ってこういう事なんだなって感心してしまいました。今後この番組の放送を見る時には、違った視点で楽しむ事が出来そうです。

　それから新しい趣味を持とうと、バイクの免許を取る事にしました。寒くなる前には免許を取ろうと思っています。既にヘルメットは買ったので、後には退けません。バイクの車種はあまり冒険しないつもりでいます。特別な事は後回しで、まずは基本に忠実に行こうと思っています。




　なんだかうまい感じでページが埋まってきました。きりもいいので、ここで終わりにしておこうと思います。最後にいつもの御挨拶を。この作品の執筆やアニメ化に御尽力頂いた編集部の皆様、関係各社の皆様、声優の皆様。それといつも可愛い絵を付けて下さるポコさん、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に篤あつく御礼申し上げます。




　それでは十八巻（シリーズ二十冊目！）のあとがきで、またお会いしましょう。





二〇一四年　九月

健速









[image: ]




cover.jpeg





nav.xhtml

    
  
    		目次


    		これまでと、これからと


    		母娘の願い


    		遊園地の密約


    		終わる夏、終わらない宿題


    		いらっしゃいませ、お父様！


    		あとがき


    		奥付


  




  
    		start


    		目次


    		Cover


  




images/00020.jpeg





images/00022.jpeg





images/00021.jpeg





images/00024.jpeg
Z7 2L A=DH T TR ey
T151-0053 HRAREAGXL4A2-15-8

(B A=Y vy HICHMSER

Rk ek R a ek

@ I;lg XE http://www.hobbyjapan.cojp/hjbunko/

NEH OB 17

20144E10H 1 H  #IRSZEAT

FH— R

RIENT R
TR Rt R E— P v 8y
T151-0053
AT X AL 4 A 2-15-8
WA 03(5304)7604 ()
03(5304)9112 (33%)
IR ——K H AR bR 2k
BTN

ARAERTR - BR

©Takehaya
Printed in Japan

ISBN978-4-7986-0893-8  C0193






images/00023.jpeg





images/00025.jpeg





images/00017.jpeg





images/00016.jpeg





images/00019.jpeg





images/00018.jpeg





images/00011.jpeg





images/00013.jpeg





images/00012.jpeg





images/00015.jpeg





images/00014.jpeg
(TODDO/M.,
%sp DY [T=52AEA]o)
SEHEERED.

7






images/00002.jpeg
J\BmEA (k)

J\B+EE (1)

|

NAmA ()






images/00001.jpeg
O848 - E5NK - %1





images/00004.jpeg
~

NEEOIREE!?17

i

HIX E

~N

.






images/00003.jpeg





images/00006.jpeg





images/00005.jpeg





images/00008.jpeg
2010/9/6

HOSBERRURRE 4N RREUEHRE |
2 (W 0HERRBLEN - HRNKECRER)
KRRV D S Ue°

B +RER
SEVORR I ZVECQH— I 0SHE—






images/00007.jpeg





